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2023 年度 札幌保健医療大学保健医療学部 看護学科 入学試験概要 

 

学   科  定  員  

募    集    人    員    

学校推薦型  
選抜入学試験  

総合型  
選抜入学試験  

一般選抜入学試験  大学入学共通テスト利用選抜入学試験    

前 期  
後 期  前 期  中 期  後 期  

  
A 日程  B 日程    

看護学科 １００名    ４５名    １０名    ２５名    ７名    ４名    ５名    ２名    ２名  
  

【入試日程等】  
 

学校推薦型  
選抜入学試験  
(公募・指定校 ) 

総合型選抜入学試験  

一般選抜入学試験  大学入学共通テスト利用選抜入学試験  

前 期 
後 期 前 期 中 期 後 期 

A 日程 B 日程 

出 願 期 間 
2022 年 11 月 1 日(火) 

～11 月 10 日(木) 

【消印有効】 

2022 年 9 月 28 日(水) 

～10 月 7 日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

1 月 9 日(月)～1 月 20 日(金) 

 

【消印有効】 

2023 年 

3月1日(水) 

～3 月 10 日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

1 月 9 日(月) 

～1 月 20 日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

2 月 14 日(火) 

～2月24日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

3 月 1 日(水) 

～3 月 10 日(金) 

【消印有効】 

試 験 日 2022 年 11 月 19 日(土) 2022 年 10 月 15 日(土) 2023年2月4日(土) 2023 年 2 月 5 日(日) 2023 年 3 月 14 日(火) 個別試験は課しません 

合格発表日  2022 年 12 月 1 日(木) 2022 年 11 月 1 日(火) 2023 年 2 月 14 日(火) 2023 年 3 月 20 日(月) 
2023 年 

2 月 14 日(火） 

2023 年 

3 月 2 日(木) 

2023 年 

3 月 20 日(月) 

入 学 手 続 
締 切 日 

2022 年 12 月 12 日(月) 2022 年 11 月 11 日(金) 2023 年 2 月 24 日(金) 2023 年 3 月 24 日(金) 
2023 年 

2 月 24 日(金) 

2023 年 

3 月 10 日(金) 

2023 年 

3 月 24 日(金) 

出 願 資 格 
試 験 科 目 
配 点 
時 間 

 

【公募制推薦】 

1. 出願資格 

現役で本学を第一希望

とし評定平均値3.5以上

の者 

 

2. 試験科目 

(1)小 論 文（60 分）：60 点 

(2)個人面接（10 分）：40 点 

 

【指定校推薦】 

指定校制の受験資

格、選考方法等は、指

定校（高等学校）に直

接通知します。 

1. 出願資格 

高等学校又は中等

教育学校等を卒業見

込みの者、又は卒業し

た者で、看護師を目指

し本学に入学の意思

のある者 

（成績不問） 

 

 

2.試験科目 

(1)指定授業・確認テスト 

(90分)：60点 

・健康や看護に関する授業の

受講と確認テスト 

(2)個人面接(10分）：40点 

 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教

育学校等を卒業見込み

の者、又は卒業した者 

（成績不問） 

 

2. 試験科目 

3科目300点満点 

（1科目60分） 

 

(1)必須科目 

1) 国語総合 

(古文・漢文を除く) 

2) 英語 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ) 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ) 

(英語表現Ⅰ) 

 

(2)選択科目 

次の 3科目から 1科目選択 

1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

2) 生物基礎 

3) 化学基礎 

 

(3)面接試験 

・集団面接(2023 年度は

中止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教

育学校等を卒業見込み

の者、又は卒業した者 

（成績不問） 

 

2. 試験科目 

2 科目200点満点 

（1科目60分） 

 

(1)必須科目 

1) 国語総合 

(古文・漢文を除く) 

2) 生物基礎 

 

(2)面接試験 

・集団面接(2023 年度は

中止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教育学

校等を卒業見込みの者、又

は卒業した者（成績不問） 

 

 

2. 試験科目 

3科目300点満点 

（1科目60分） 

 

(1)必須科目 

1) 国語総合 

(古文・漢文を除く) 

2) 英語 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ) 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ) 

(英語表現Ⅰ) 

 

(2)選択科目 

次の 2 科目から 1 科目選択 

1) 生物基礎 

2) 化学基礎 

 

(3)面接試験 

・集団面接(2023 年度は中

止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教育学校等を卒業見込みの者、

又は卒業した者（成績不問） 

 

 

 

2. 大学入学共通テスト利用試験科目 

3 科目 300 点満点 

 

(1)必須科目 

1) 国語（近代以降の文章） 

2) 英語（リスニングテスト含む）※1 

 

(2)選択科目【2教科 5 科目から 1 科目選択】※2 

1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

2) 生物基礎、化学基礎、物理基礎から 2 つの基礎

科目を選択し、1 科目として取り扱う 

3) 生物 

4) 化学 

5) 物理 

 

(3)個別試験 

・個別試験(面接含む)は課しません 

試験場※3  本 学  本 学  本 学、帯 広、函 館、旭 川  本 学  ―  

入学検定料  30,000 円  30,000 円  
30,000 円  

※A 日程・B 日程 片方受験でも 30,000 円  
※A 日程・B 日程 両方受験でも 30,000 円  

30,000 円  10,000 円  

※1 大学入学共通テスト利用選抜入学試験の「英語」の得点は、100 点に圧縮して合否判定に使用します。  
※2 大学入学共通テスト利用選抜入学試験の選択科目については、1)数学、2)理科、2 教科・2 科目以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。  
※3 試験場については､ (1)本学：札幌保健医療大学【学校推薦型選抜入学試験、一般選抜入学試験（前期、後期）、総合型選抜】 
            (2)帯広：とかちプラザ【一般選抜入学試験前期（A 日程・B 日程）】  
            (3)函館：ホテルリソル函館【一般選抜入学試験前期（A 日程・B 日程）】  
            (4)旭川：旭川勤労者福祉会館【一般選抜入学試験前期（A 日程・B 日程）】  
※一般選抜入学試験（前期・後期）・大学入学共通テスト利用選抜入学試験では、看護学科志望者は栄養学科を第 2 希望として併願することができます。  
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2023 年度 札幌保健医療大学保健医療学部 栄養学科 入学試験概要 

 

学   科  定  員  

募    集    人    員    

学校推薦型選

抜入学試験  

総合型選抜入学試験  一般選抜入学試験  大学入学共通テスト利用選抜入学試験  
社会人選抜

入学試験  編入学試験  

  

前期  後期  
前 期  

後 期  前 期  中 期  後 期  
  

A 日程  B 日程    

栄養学科  ８０名  ３５名  １５名  ５名  １０名  ５名  ２名  ４名  ２名  ２名  若干名  10 名程度    

【入試日程等】  
 

学校推薦型  
選抜入学試験  
（公募・指定校）  

総合型選抜入学試験  一般選抜入学試験  大学入学共通テスト利用選抜入学試験  

前期 後期 
前 期 

後 期 前 期 中 期 後 期 
A 日程 B 日程 

出 願 期 間  

2022 年 

11 月 1 日(火) 

～11 月 10 日(木) 

 【消印有効】 

2022 年 

9 月 28 日(水) 

～10 月 7 日(金) 

【消印有効】 

2022 年 

12 月 5 日(月) 

～12 月 13 日(火) 

【消印有効】 

2023 年 

1 月 9 日(月)～1 月 20 日(金) 

 

【消印有効】 

2023 年 

3月1日(水) 

～3 月 10 日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

1 月 9 日(月) 

～1月20日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

2 月 14 日(火) 

～2月24日(金) 

【消印有効】 

2023 年 

3 月 1 日(水) 

～3月10日(金) 

【消印有効】 

試 験 日  2022 年 11 月 19 日(土) 
2022 年 

10 月 15 日(土) 

2022 年 

12 月 17 日(土) 
2023年2月4日(土) 2023年2月5日(日) 2023 年 3 月 14 日(火) 個別試験は課しません 

合 格 発 表 日  2022 年 12 月 1 日(木) 
2022 年 

11 月 1 日(火) 

2022 年 

12 月 23 日(金) 
2023 年 2 月 14 日(火) 2023 年 3 月 20 日(月) 

2023 年 

2 月 14 日(火） 

2023 年 

3 月 2 日(木) 

2023 年 

3 月 20 日(月) 

入 学 手 続  
締 切 日  

2022 年 12 月 12 日(月) 2022 年 
11 月 11 日(金) 

2023 年 
1 月 11 日(水) 

2023 年 2 月 24 日(金) 2023 年 3 月 24 日(金) 
2023 年 

2 月 24 日(金) 

2023 年 

3 月 10 日(金) 

2023 年 

3 月 24 日(金) 

出 願 資 格  
試 験 科 目  
配 点  
時 間  

 

【公募制推薦】 

1. 出願資格 

現役で本学を第一

希望とし平均値3.3以

上の者 

 

 

2. 試験科目 

(1)小 論 文（60 分）:60

点 

(2)個人面接(10分):40点 

 

【指定校推薦】 

指定校制の受験資

格、選考方法等は、

指定校（高等学校）

に直接通知します。 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教育学校等

を卒業見込みの者、又は卒業し

た者で、管理栄養士を目指し本

学に入学の意思のある者 

（成績不問） 

 

2. 試験科目 

(1)指定授業・確認テスト 

（90 分）：60 点 

・食品や栄養に関する授業の受講と 

確認テスト 

(2)個人面接（10分程度）：40点 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教

育学校等を卒業見込み

の者、又は卒業した者

（成績不問） 

 

 

2. 試験科目 

2科目200点満点 

（1科目60分） 

(1)選択科目 1 

次の 2科目から 1科目選択 

1) 国語総合 

(古文漢文を除く) 

2) 英語 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ) 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ) 

(英語表現Ⅰ) 

 

(2)選択科目 2 

次の 3科目から 1科目選択 

1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

2) 生物基礎 

3) 化学基礎 

 

(3)面接試験 

・集団面接(2023 年度は

中止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等

教育学校等を卒業見

込みの者、又は卒業し

た者（成績不問） 

 

 

2. 試験科目 

2 科目200点満点 

（1科目60分） 

 

(1)必須科目 

1) 国語総合 

(古文・漢文を除く) 

2) 生物基礎 

 

(2)面接試験 

・集団面接(2023 年度

は中止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教育

学校等を卒業見込みの

者、又は卒業した者（成

績不問） 

 

 

2. 試験科目 

2科目200点満点（1科目60

分） 

 

(1)選択科目 1 

次の 2 科目から 1 科目選択 

1) 国語総合 

(古文漢文を除く) 

2) 英語 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ) 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ) 

(英語表現Ⅰ) 

 

(2)選択科目 2 

次の 2科目から 1科目選択 

1) 生物基礎 

2) 化学基礎 

 

(3)面接試験 

・集団面接(2023 年度は中

止) 

1. 出願資格 

高等学校又は中等教育学校等を卒業見込み

の者、又は卒業した者（成績不問） 

 

 

 

 

2. 大学入学共通テスト利用試験科目 

2 科目 200 点満点 

 

(1)選択科目 1 

次の 2 科目から 1 科目選択 

1) 国語（近代以降の文章） 

2) 英語（リスニングテスト含む）※1 

 

(2)選択科目 2 

2 教科 5 科目から 1 科目選択 ※2 

1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

2) 生物基礎、化学基礎、物理基礎から 2 つの

基礎科目を選択し、1科目として取り扱う 

3) 生物 

4) 化学 

5) 物理 

 

(3)個別試験 

・個別試験(面接含む)は課しません 

 

試験場※3 本 学  本 学  本 学、帯 広、函 館、旭 川  本 学  ―  

入 学 検 定 料  30,000 円  30,000 円  
30,000 円  

※A 日程・B 日程 片方受験でも 30,000 円  

※A 日程・B 日程 両方受験でも 30,000 円  
30,000 円  10,000 円  

※1 大学入学共通テスト利用選抜入学試験の「英語」の得点は、100 点に圧縮して合否判定に使用します。  
※2 大学入学共通テスト利用選抜入学試験の選択科目については、1)数学、2)理科、2 教科・2 科目以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。  
※3 試験場については､ (1)本学：札幌保健医療大学【学校推薦型選抜入学試験、一般選抜入学試験(前期「A 日程・B 日程」、後期）、総合型選抜入学試験(前期・後期)】 
            (2)帯広：とかちプラザ【一般選抜入学試験前期 (A 日程・B 日程 )】  
            (3)函館：ホテルリソル函館【一般選抜入学試験前期 (A 日程・B 日程 )】  
            (4)旭川：旭川勤労者福祉会館【一般選抜入学試験前期 (A 日程・B 日程 )】  

 出願期間  試験日  合格発表日  手続締切日 出願資格・試験科目・配点・時間 試験場 入学検定料 

社会人選抜

入学試験  

2022 年 

12 月 5 日(月) 

～12 月 13 日(火) 

【消印有効】 

2022 年 

12 月 17 日(土) 

2022 年 

12 月 23 日(金) 

2023 年 
1 月 11 日(水) 

1．出願資格 
2023 年 4 月 1 日現在、満 25 歳以上の者、又は満 21 歳以上の者で社会経験(正社員、自営業従

事者、契約社員、長期アルバイト、主婦)を 2 年以上(通算)有するもので、管理栄養士を目指し本

学に入学意思のある者(成績不問) 
2．試験科目 

(1)小論文(60 分):60 点  (2)個別面接(10 分程度):40 点 

本学 30,000 円 

編入学試験  

1．出願資格 
(1)栄養系短期大学を卒業した者又は 2023 年 3 月卒業見込みの者で栄養士免許状取得に必要な単位を

修得した者又は修得見込みの者 
(2)栄養系専修学校専門課程を修了した者又は 2023 年 3 月卒業見込みで、栄養士免許状取得に必要な

単位を修得した者又は修得見込みの者(但し学校協教育法第 90 条第 1 項に規定する大学入学資格を

有する者に限る) 
2．試験科目 

(1)小論文(60 分):30 点  (2)学科基礎科目(60 分):50 点 人体の構造と機能、食品と衛生、栄養と健康、

栄養の指導、給食の運営 ※選択式  (3)個別面接(10 分程度):20 点 
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札幌保健医療大学保健医療学部看護学科・栄養学科　入試結果（３ヶ年）

①入試形態別志願者・受験者・合格者・入学者状況
【看護学科】 現在

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

A日程
B日程 ー ー ー ー ー ー

ー

※入学者には追加合格者を含む

【栄養学科】

A日程
B日程 ー ー ー ー ー ー ー

ー
ー ー ー ー

※入学者には追加合格者を含む

②入試形態別合格者成績
【看護学科】

最　高 最　低 平　均 最　高 最　低 平　均 最　高 最　低 平　均
100点満点 ー ー ー ー ー ー
100点満点

A日程 300点満点

B日程 200点満点 ー ー ー

【栄養学科】

最　高 最　低 平　均 最　高 最　低 平　均 最　高 最　低 平　均

A日程
B日程 ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

学校推薦型
総合型後期
総合型前期

一般後期

共通テスト後期
共通テスト中期
共通テスト前期

学校推薦型

入試区分

一般前期

学校推薦型

一般後期

合　計
共通テスト後期
共通テスト中期
共通テスト前期

一般前期

2022年4月25日
2022年度 2021年度 2020年度

募集人数 志願者 受験者 合格者 入学者※ 倍率合格者 入学者※
入試区分 倍率倍率 募集人数 志願者 受験者 合格者 入学者※

2020年度

募集人数 志願者 受験者 合格者

2022年度 2021年度

倍率入学者※合格者入試区分
入学者※ 倍率入学者※ 倍率 募集人数 志願者 受験者 合格者

2022年度 2021年度 2020年度

得点

合　計

学校推薦型

一般前期

100点
満点

300点
満点

200点
満点

共通テスト後期
共通テスト中期
共通テスト前期

一般後期

得点

総合後期
総合前期

入試区分

総合型前期

総合型前期

受験者志願者募集人数

受験者志願者募集人数

2022年度 2021年度 2020年度

一般前期

共通テスト後期
共通テスト中期
共通テスト前期

一般後期
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③入学者出身高等学校一覧（3ヶ年）
北海道内
札幌市内 石狩管内 釧路管内 留萌管内
札幌東 江別 釧路湖陵 天塩
札幌西 千歳 釧路江南
札幌北 恵庭南 釧路商業
札幌月寒 恵庭北 弟子屈 北海道外
札幌啓成 当別 釧路北陽 青森県
札幌北陵 北広島 霧多布 八戸西
札幌丘珠 石狩翔陽 釧路明輝 百石
札幌東商業 石狩南 根室管内 三沢
札幌西陵 北広島西 根室 東奥義塾
札幌白石 大麻 中標津 千葉学園
有朋 立命館慶祥 羅臼
市立札幌旭丘 北海道文教大学附属 別海 秋田県
市立札幌藻岩 と わの森三愛 十勝管内 聖霊女子短期大学付属
市立札幌清田 札幌日本大学 帯広三条
市立札幌啓北商業 帯広農業 岩手県
札幌東陵 空知管内 本別 前沢
市立札幌新川 岩見沢東 足寄 富山県
市立札幌平岸 岩見沢西 音更 南砺福光
札幌南陵 岩見沢農業 帯広南商業 奈良県
札幌厚別 三笠 士幌 飛鳥未来
札幌あすかぜ 滝川西 鹿追 岡山県
札幌稲雲 クラーク記念国際 帯広緑陽 鹿島朝日
札幌平岡 滝川 帯広大谷 福岡県
札幌国際情報 後志管内 白樺学園 築上西
市立札幌大通 小樽桜陽 帯広北 門司学園
札幌英藍 倶知安 宗谷管内 その他
市立札幌開成中等教育学校 寿都 稚内 高校卒業程度認定試験
北海 双葉 枝幸
札幌光星 利尻
北海学園札幌 胆振管内 稚内大谷
北海道科学大学 室蘭栄 網走管内
札幌第一 室蘭清水丘 北見北斗
北星学園大学附属 室蘭東翔 北見柏陽
北星学園女子 苫小牧東 網走南ヶ丘
札幌大谷 苫小牧西 網走桂陽
札幌静修 苫小牧南 遠軽
札幌北斗 伊達 湧別
札幌山の手 登別青嶺 佐呂間
札幌新陽 伊達緑丘 北見緑陵
札幌龍谷学園 苫小牧総合経済 紋別
東海大学付属札幌 北海道栄 北見藤
札幌創成
池上学院 上川管内 渡島管内

旭川東 函館中部
旭川西 函館西
旭川商業 函館工業
旭川農業 八雲
富良野 函館稜北
名寄 七飯
旭川南 市立函館
東川 遺愛女子
旭川永嶺 函館大学付属有斗

④編入学入学者出身校 名寄産業 函館大妻

旭川大学短期大学部 士別翔雲 函館白百合学園
光塩学園女子短期大学 旭川龍谷 清尚学院
新渡戸文化短期大学 旭川実業 函館大学付属柏稜
帯広大谷短期大学 旭川明成
函館短期大学



２０２２年度　　　　

入 学 試 験 問 題 集



推薦入学試験
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一般選抜入学前期試験Ａ日程

国　　語

英　　語

数　　学

理　　科 「生物基礎」「化学基礎」
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札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学前期試験Ａ日程

国　　語

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～13頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年２月４日（金）

１時限目　１０：００～１１：００

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　目
は
た
だ
〝
見
る
主
体
〞
と
し
て
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
と
し
て
も
あ
る
。
私
た
ち
の
主
体
と
し
て
あ
る
目
は
、
他
者
の
客
体
と
し

て
あ
る
目
の
微
妙
な
揺
れ
動
き
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
を
察
し
、
ま
た
そ
の
背
後
に
潜
む
も
の
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
近
年
、
筆
者
が
専

門
と
す
る
発
達
心
理
学
に
お
い
て
も
、
と
み
に
、
こ
う
し
たＡ
二
種
類
の
目
お
よ
び
そ
れ
ら
の
間
を
つ
な
ぐ
（
物
理
的
に
は
見
え
な
い
）〝
線
〞
に
、
多
大
な
関

心
が
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
目
あ
る
い
は
視
〝
線
〞
の
読
み
取
り
は
、
自
己
や
他
者
お
よ
び
そ
の
〝
心
〞
に
関
わ
る
社
会
的
理
解
と
緊
密
な
つ
な
が
り
を
有
し

て
お
り
、
子
ど
も
は
ま
さ
に
、
こ
の
目
と
目
が
織
り
な
す
密
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
て
、
徐
々
に
奥
深
い
〝
心
〞
の
世
界
へ
と
入
り
込
ん

で
い
く
の
で
あ
る
。

　

　当
然
で
は
あ
る
が
、
目
と
い
う
感
覚
器
官
を
有
す
る
す
べ
て
の
生
物
種
は
、
多
く
の
場
合
、
自
ら
の
生
存
や①
ハ
ン
シ
ョ
ク
に
お
い
て
重
要
な
も
の
に
視
線
を

向
け
る
。
そ
の
先
に
は
、
例
え
ば
美
味
し
そ
う
な
獲
物
や
魅
力
あ
る
異
性
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
視
線
に
さ
ら
さ
れ
注
意
の
的
に
な
っ

て
い
る
の
が
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
素
早
く
ま
た
正
確
に
察
知
で
き
る
方
が
、
そ
の
生
物
個
体
に
と
っ
て
は
当
然Ｂ
高
い
適
応
的
価
値
を
持

つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ん
ま
と
獣
の②
餌
食
と
な
り
、
ま
た
、
時
に
、
気
に
入
ら
な
い
異
性
か
ら
の
求
愛
に
も
甘
ん
じ
て

応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　ま
た
、
視
線
が
自
分
自
身
で
は
な
く
他
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
視
線
の
対
象
を
的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
個
体
は
自
ら
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト

を
負
う
こ
と
な
く
、
じ
つ
に③
コ
ウ
リ
ツ
よ
く
、
潜
在
的
な
利
害
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
、
事
前
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
の
個
体
の
視
線
の
動
き

を
察
し
て
、
例
え
ば
ハ
チ
の
大
群
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
熟
れ
て
甘
そ
う
な
果
実
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
他
の
個
体
の
目
を
特
別
な
視
覚
刺
激
と
し
て
察
知
し
、
そ
こ
か
ら
適
切
な
情
報
を
抽
出
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
適
応
的
な
わ
け
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
のア
特
殊
⌇
⌇
な
心
お
よ
び
脳
神
経
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
他
の
個
体
の
視
線
を
「
読
む
目
」
が
多
く
の
生
物
種
に
わ

た
っ
て
徐
々
に
進
化
し
て
き
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　そ
れ
に
対
し
て
「
読
ま
れ
る
目
」
に
つ
い
て
は
、
や
や
そ
の
生
物
学
的
な
事
情
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
上
述
し
た
こ
と
を
、
視
線
を
〝
読
む
〞
主
体
で
は

な
く
、
視
線
を
〝
放
つ
〞
主
体
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
意
味
合
い
は
逆
転
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
視
線
、
さ
ら
に
は
自
分
自
身
の
関
心

の
所
在
や
心
の
状
態
を
い
と
も
簡
単
に
他
の
個
体
か
ら
読
み
取
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
多
く
の
生
物
種
に
お

１２３４
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⌇
⌇
⌇
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

５

－ 2 －

い
て
は
、
そ
れ
に
対
す
る④
ボ
ウ
エ
イ
か
ら
か
、
目
の
存
在
や
そ
の
動
き
が
あ
ま
り
め
だ
た
な
い
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
む
し
ろ
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る

よ
う
な
構
造
が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

　例
え
ば
、
身
近
に
い
る
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
目
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
私
た
ち
ヒ
ト
に
お
け
る
白
目
の
よ
う
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
が

す
ぐ
に
わ
か
る
だ
ろ
う
（
私
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
動
物
の
注
意
の
在あ
り

処か

を
、
視
線
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
頭
部
や
身
体
の
動
き
な
ど
か
ら
察
知
し
て

い
る
の
だ
と
言
え
る
）。
つ
ま
り
、
他
の
生
物
種
に
お
け
る
目
は
、
必
ず
し
も
、
読
ま
れ
る
た
め
に
特
別
に
進
化
し
て
き
た
の
だ
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　し
か
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
ヒ
ト
は
き
わ
め
てイ
例
外
⌇
⌇
的
な
生
き
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
ヒ
ト
に
お
い
て
は
、
視
線
が
か
な
り
明
確
な
意

味
を⑤
担
う
ノ
（
注
１
）

ン
バ
ー
バ
ル
言
語
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、特
に
視
線
の
方
向
が
理
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
な
目
の
構
造（
白
目
と
黒
目
の
鮮
明
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
）、

す
な
わ
ち Ｃ〝
読
ま
れ
る
た
め
の
目
〞
が
特
別
な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
窺

う
か
が

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ウ

相
対
⌇
⌇
的
に
横
に
長
く
、
白
目
と
黒
目
の
対
照
性
が
際
立
っ
て
い
る
ヒ
ト
の
目
は
、
環
境
世
界
の
な
か
で
き
わ
め
て
め
だ
ち
や
す
く
、
そ
し
て
そ
の
真
ん
中
の

黒
目
の
動
き
、
す
な
わ
ち
視
線
の
移
動
を
か
な
り
明
確
に
、
他
者
や
他
の
生
物
個
体
に
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
ト
が
、
そ
の
元
来
、
構
造
的
に

注
目
さ
れ
や
す
い
目
を
通
し
て
結
果
的
に
、
自
ら
の
存
在
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
。                        

　例
え
ば
人
をＤ
虎こ

視し

眈た
ん

々た
ん

と
狙
う
獣
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
探
す
手
間
や
コ
ス
ト
が
省
け
る
わ
け
で
あ
り
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
ヒ
ト
ほ
ど
恰か

つ

好こ
う

の
餌
食
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ヒ
ト
の
目
は
そ
の
視
線
の
向
き
や
動
き
を
通
し
て
、
ま
さ
に
、〝
心
の
窓
〞
さ
な
が
ら
に
、
そ

の
個
体
が
何
に
関
心
を
寄
せ
、
時
に
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
か
を
あ
る
意
味
、
た
だ
垂
れ
流
し
て
し
ま
う
と
も
言
え
る
。
せ
っ
か
く

美
味
し
そ
う
で
栄
養
価
の
高
そ
う
な
果
物
を
見
つ
け
て
も
、
そ
れ
に
向
け
る
視
線
を
、
素
早
く
近
く
の
他
個
体
に
悟
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
が
手
を
伸
ば
す

前
に
そ
れ
を
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。                

　も
し
、
こ
の
よ
う
に
、
目
や
視
線
が
た
だ
一
方
向
的
に
、
読
ま
れ
る
だ
け
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
リ
ス
ク
の
高
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
ヒ
ト
に
お
い
て
は
、
目
が
〝
読
ま
れ
る
〞
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
個
体
に
対
し
て
何
ら
か
の
情
報
を
〝
読
ま
せ
る
〞
も
の
に
も
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、そ
れ
は
、個
体
間
に
お
い
て
双
方
向
的
に
情
報
を
伝
え
受
け
取
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
が
先
に
述
べ
た
よ
う
な
リ
ス
ク
を
上
回
る
か
ら
こ
そ
、
白
目
と
黒
目
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
よ

う
な
特
殊
な
目
の
構
造
、
す
な
わ
ち
、「
読
ま
れ
る
目
」
が
私
た
ち
ヒ
ト
に
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。                        

　こ
の
よ
う
に
ヒ
ト
は
、
た
だ
何
も
の
か
を
見
る
装
置
に
止
ま
ら
な
い
、
他
者
の
視
線
を
「
読
む
目
」
と
他
者
か
ら
自
ら
の
視
線
を
「
読
ま
れ
る
目
」（
あ
る
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い
は
他
者
に
そ
れ
を
「
読
ま
せ
る
目
」）
の
両
方
を
備
え
た
非
常
に
珍
し
い
生
き
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
遠
藤

　利
彦
『
発
達
心
理
学
か
ら
見
た
共
視
現
象
』
に
よ
る
）

＊
語
注

　（
注
１
）
ノ
ン
バ
ー
バ
ル

　
　言
語
を
用
い
な
い
、
と
い
う
意
味
。

問
一

　二
重
傍
線
部 

① 

〜 

⑤ 

に
つ
い
て
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
平
仮
名
で
答
え
、
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

　波
線
部 

ア 

〜 

ウ 

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
義
語
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ア

　特
殊

　﹇

　①

　必
然

　
　②

　独
自

　
　③

　自
在

　
　④

　普
遍

　
　⑤

　創
造

　﹈

　
　
　
　イ

　例
外

　﹇

　①

　常
識

　
　②

　日
常

　
　③

　原
則

　
　④

　保
守

　
　⑤

　唐
突

　﹈

　
　
　
　ウ

　相
対

　﹇

　①

　独
占

　
　②

　絶
対

　
　③

　双
方

　
　④

　対
極

　
　⑤

　反
対

　﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
三

　傍
線
部 

Ａ
「
二
種
類
の
目
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　二
種
類
の
目
の
う
ち
、
一
つ
は
「
見
る
目
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
利
害
に
関
す
る
も
の
を
主
体
的
に
見
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 

　②

　二
種
類
の
目
の
う
ち
、
一
つ
は
「
見
る
目
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
他
者
の
視
線
と
そ
こ
か
ら
わ
か
る
心
理
を
読
み
取
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　③

　二
種
類
の
目
の
う
ち
、
一
つ
は
「
見
る
目
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
他
者
の
視
線
を
意
識
す
る
こ
と
で
自
分
を
防
御
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　④

　二
種
類
の
目
の
う
ち
、
一
つ
は
「
見
ら
れ
る
目
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
他
者
か
ら
注
目
さ
れ
、
客
観
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　二
種
類
の
目
の
う
ち
、
一
つ
は
「
見
ら
れ
る
目
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
他
者
か
ら
自
分
の
社
会
的
理
解
を
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

問
四

　傍
線
部 

Ｂ
「
高
い
適
応
的
価
値
」
を
具
体
的
に
説
明
し
た
四
十
字
程
度
の
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
答
え
な
さ
い
。
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問
五

　傍
線
部 

Ｃ 

に
つ
い
て
、
ヒ
ト
に
お
い
て
「〝
読
ま
れ
る
た
め
の
目
〞
が
特
別
な
進
化
」
を
し
た
理
由
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か 

ら
一
つ
選
び
、  

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　視
線
を
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
で
、
常
に
相
手
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
る
か
ら
。

　
　
　
　②

　視
線
を
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
で
、
互
い
に
情
報
を
伝
え
受
け
取
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
を
上
回
る
か
ら
。

　
　
　
　③

　視
線
を
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
で
、
相
手
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
即
座
に
受
け
取
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
か
ら
。

　
　
　
　④

　構
造
的
に
注
目
さ
れ
や
す
い
目
を
通
し
て
、
結
果
的
に
、
自
ら
の
存
在
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　構
造
的
に
注
目
さ
れ
や
す
い
目
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
な
い
か
ら
。

問
六

　傍
線
部 

Ｄ 

は
動
物
名
を
使
っ
た
慣
用
句
で
あ
る
が
、
次
の 

ア 

・ 

イ 

・ 

ウ 

の
空
欄
に
入
る
動
物
名
を
、
後
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

　
　
　
　ア

　 

脚
を
露

あ
ら
わ

す

　
　イ

　 
の
甲
よ
り
年
の
功

　
　ウ

　角つ
の

を
矯た

め
て 

 

を
殺
す

　
　
　
　①

　鳥

　
　②

　犬

　
　③

　蛇

　
　④

　牛

　
　⑤

　馬

　
　⑥

　鶴

　
　⑦

　亀

　
　⑧

　羊

　

問
七

　段
落 

１ 

の
波
線
部
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
ヒ
ト
の
場
合
に
つ
い
て
、
本
文
全
体
を
ふ
ま
え
た
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　他
の
個
体
の
視
線
を
「
読
む
目
」
が
、
多
く
の
生
物
種
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
進
化
し
て
き
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
。

②

　ヒ
ト
の
目
や
視
線
は
〝
放
つ
〞
主
体
と
し
て
の
特
性
を
持
ち
、同
時
に
様
々
な
対
象
を
み
る
力
に
秀
で
て
い
る
の
で
重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
り
う
る
か
ら
。

③

　ヒ
ト
は
、
他
の
生
物
種
と
同
様
に
、「
読
ま
れ
る
目
」
と
し
て
の
視
線
を
有
し
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
言
語
と
し
て
常
に
機
能
し
て
い
る
か
ら
。

④

　ヒ
ト
の
目
が
構
造
上
も「
読
ま
れ
る
た
め
の
目
」と
し
て
の
リ
ス
ク
を
持
ち
な
が
ら
も
、自
ら
の
存
在
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
利
点
を
持
つ
か
ら
。

⑤

　ヒ
ト
の
目
や
視
線
が
、
個
体
間
に
お
い
て
双
方
向
的
に
情
報
を
伝
え
受
け
取
る
た
め
の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て

い
る
か
ら
。
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問
八

　各
段
落
の
説
明
と
し
て
、
適
切
で
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　第 

５ 

段
落
は
第 

２ 

〜
第 

４ 

段
落
ま
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
読
む
目
」
の
進
化
を
受
け
、「
読
む
目
」
と
は
異
な
る
事
情
か
ら
進
化
し
て
き
た
「
読

ま
れ
る
目
」
に
つ
い
て
の
導
入
と
な
っ
て
い
る
。

②

　第 

５ 

段
落
は
、
第 

１ 

段
落
で
挙
げ
た
「
見
る
主
体
」「
見
ら
れ
る
客
体
」
と
し
て
の
目
を
「
視
線
を
〝
放
つ
〞
主
体
」「
読
ま
れ
る
目
」
と
し
て

捉
え
な
お
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

③

　第 

６ 

段
落
は
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
目
の
構
造
を
例
に
挙
げ
て
生
物
の
目
の
一
般
的
な
進
化
を
示
し
、
第 

７ 

段
落
で
述
べ
ら
れ
る
ヒ
ト
の
目
の
進
化
の

特
殊
性
を
き
わ
立
た
せ
て
い
る
。

④

　第 

９ 

段
落
は
第 

５ 

段
落
で
挙
げ
た
「
読
ま
れ
る
目
」
の
持
つ
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
例
や
比
喩
を
用
い
る
こ
と

で
よ
り
具
体
的
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

⑤

　第 

10 

段
落
は
、第 

５ 

段
落
以
降
の
内
容
を
ま
と
め
、第 

１ 

段
落
の
「
目
と
目
が
織
り
な
す
密
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
奥
深
い
〝
心
〞

の
世
界
」
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

問
九

　本
文
の
内
容
や
論
の
進
め
方
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　目
は
〝
見
る
主
体
〞
で
も
〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
で
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヒ
ト
が
〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
と
し
て
「
読
ま
れ
る
目
」

を
進
化
さ
せ
た
結
果
、
対
象
物
と
し
て
他
の
生
物
の
餌
食
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
論
じ
て
い
る
。

②

　目
は
〝
見
る
主
体
〞
で
も
〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
で
も
あ
る
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
後
者
が
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ヒ
ト
の
「
読
む
目
」
及
び
「
読
ま
れ
る
目
」
の
進
化
の
過
程
を
説
明
し
、
そ
の
特
殊
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

③

　目
は
〝
見
る
主
体
〞
で
あ
る
が
、〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
で
も
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
多
く
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
中
で
も
「
読
ま
れ
る
目
」
の
特
殊

性
が
ヒ
ト
の
進
化
全
般
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
実
を
、
他
の
生
物
種
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

④

　目
は
〝
見
る
主
体
〞
か
つ
〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
で
あ
り
、
双
方
の
性
質
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
ヒ
ト
が
他
の
生
物
種
と
異
な
り
、
リ
ス
ク
の
あ
る
「
読
ま
れ
る
目
」
を
進
化
さ
せ
て
き
た
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。

⑤

　目
は
〝
見
る
主
体
〞
で
あ
り
、
か
つ
〝
見
ら
れ
る
客
体
〞
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
前
者
が
進
化
に
伴
っ
て
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
者
と
同
様
の
リ
ス
ク
を
持
つ
「
読
ま
れ
る
目
」
を
進
化
さ
せ
た
ヒ
ト
の
特
殊
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
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二  

次
の
文
章
は
、
芥
川
龍
之
介
の
小
説
「
手は
ん

巾け
ち

」
の
一
節
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
長
谷
川
謹
造
（
＝
「
先
生
」）
は
、
あ
る
日
、「
西
山
篤
子
」
と
記

さ
れ
た
名
刺
を
携
え
た
婦
人
の
訪
問
を
受
け
る
が
、「
先
生
」
に
は
そ
の
人
物
と
会
っ
た
記
憶
が
な
か
っ
た
。
応
接
室
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
四
十
歳
前
後
の

婦
人
が
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
問
題
の
作
成
上
、
本
文
の
一
部
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。）

　先
生
は
、ア
一い

ち

瞥べ
つ

し
て
、
こ
の
客
の
顔
を
、
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。

　―
―
私
が
長
谷
川
で
す
。

　先
生
は
、
愛
想
よ
く
、
会
釈
し
た
。
こ
う
言
え
ば
、
逢
っ
た
事
が
あ
る
の
な
ら
、
向
こ
う
で
言
い
出
す
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　―
―
私
は
、
西
山
憲
一
郎
の
母
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　婦
人
は
、
は
っ
き
り
し
た
声
で
、
こ
う
名
乗
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
丁
寧
に
、
会
釈
を
返
し
た
。

　西
山
憲
一
郎
と
言
え
ば
、
先
生
も
覚
え
て
い
る
。
や
は
り
イ

（
注
１
）ブ

セ
ン
や
ス

（
注
２
）ト

リ
ン
ト
ベ
ル
ク
の
評
論
を
書
く
生
徒
の
一
人
で
、
専
門
は
独

（
注
３
）法

だ
っ
た
か
と
思
う

が
、
大
学
へ
は
い
っ
て
か
ら
も
、
よ
く
思
想
問
題
を
提

ひ
つ
さ

げ
て
は
、
先
生
の
許も

と

に
出
入
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
春
、
腹
膜
炎
に
罹か

か

っ
て
、
大
学
病
院
へ
入
院
し
た
の
で
、

先
生
も
つ
い
で
な
が
ら
、
一
、二
度
見
舞
い
に
行
っ
て
や
っ
た
事
が
あ
る
。
こ
の
婦
人
の
顔
を
、
ど
こ
か
で
見
た
事
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
の
も
、
偶
然
で
は
な
い
。

あ
の
眉
の
濃
い
、
元
気
の
い
い
青
年
と
、
こ
の
婦
人
と
は
、
日
本
の
俗ぞ

く

諺げ
ん

が
、
瓜
二
つ
と
形
容
す
る
よ
う
に
、
驚
く
ほ
ど
、
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ａ

先
生
は
、
独
り
で
頷
き
な
が
ら
、
小
さ
な
テ
エ
ブ
ル
の
向
こ
う
に
あ
る
椅
子
を
指
し
た
。

　―
―
ど
う
か
、
あ
れ
へ
。

　婦
人
は
、
一
応
、
突
然
の
訪
問
を
謝
し
て
か
ら
、
ま
た
、
丁
寧
に
礼
を
し
て
、
示
さ
れ
た
椅
子
に
腰
を
か
け
た
。
そ
の
拍
子
に
、
袂
た
も
と

か
ら
白
い
も
の
を
出
し
た
の

は
、
手

（
注
４
）巾

で
あ
ろ
う
。
先
生
は
、
そ
れ
を
見
る
と
、
早
速
テ
エ
ブ
ル
の
上
の
朝
鮮
う
ち
わ
を
す
す
め
な
が
ら
、
そ
の
向
こ
う
側
の
椅
子
に
、
座
を
し
め
た
。

　―
―
結
構
な
お
す
ま
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　婦
人
は
、
や
や
、
わ
ざ
と
ら
し
く
、
室
の
中
を
見
廻
し
た
。

　―
―
い
や
、
広
い
ば
か
り
で
、
一
向
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　こ
う
言
う
挨
拶
に
慣
れ
た
先
生
は
、
折
か
ら
小
間
使
い
の
持
っ
て
来
た
、
冷
茶
を
、
客
の
前
に
直
さ
せ
な
が
ら
、
す
ぐ
に
話わ

頭と
う

を
相
手
の
方
へ
転
換
し
た
。

　―
―
西
山
君
は
い
か
が
で
す
。
別
段
ご
容
態
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　―
―
は
い
。

－ 7 －

　婦
人
は
、
つ
つ
ま
し
く
両
手
を
膝
の
上
に
重
ね
な
が
ら
、
ち
ょ
い
と
言
葉
を
切
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
静
か
に
こ
う
言
っ
た
。
や
は
り
、
落
ち
着
い
た
、
な
め
ら
か

な

　調
子
で
云
っ
た
の
で
あ
る
。

　―
―
実
は
、
今
日
も
せ
が
れ
の
事
で
上
が
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
れ
も
と
う
と
う
、
い
け
ま
せ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在
生
中
は
、
い
ろ
い
ろ
先
生
に
ご

厄
介
に
な
り
ま
し
て
・
・
・
・
・

　婦
人
が
手
に
と
ら
な
い
の
を
遠
慮
だ
と
解
釈
し
た
先
生
は
、
こ
の
時
ち
ょ
う
ど
、
紅
茶
茶ち

や

碗わ
ん

を
口
に
持
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
な
ま
じ
い
に
、
く
ど
く
、
す

す
め
る
よ
り
は
、
自
分
で
す
す
っ
て
見
せ
る
方
が
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
茶
碗
が
、
柔
ら
か
な
口く
ち

髭ひ
げ

に
と
ど
か
な
い
う
ち
に
、Ｂ
婦
人
の
言

葉
は
、
突
然
、
先
生
の
耳
を
お
び
や
か
し
た
。
茶
を
飲
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
か
、
飲
ま
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
―
―
こ
う
い
う
思
案
が
、
青
年
の
死
と
は
、
全
く
独
立
し

て
、
一
瞬
の
間
あ
り
、
先
生
の
心
をａ
煩
わ
し
た
。
が
、
い
つ
ま
で
も
、
持
ち
上
げ
た
茶
碗
を
、
片
づ
け
ず
に
置
く
訳
に
は
行
か
な
い
。
そ
こ
で
先
生
は
思
い
切
っ
て
、

が
ぶ
り
と
半
碗
の
茶
を
飲
む
と
、
心
も
ち
眉
を
ひ
そ
め
な
が
ら
、
む
せ
る
よ
う
な
声
で
、「
そ
り
ゃ
あ
」
と
言
っ
た
。

　―
―
・
・
・
・
・
病
院
に
居
り
ま
し
た
間
も
、
よ
く
あ
れ
が
お
噂
う
わ
さ

な
ど
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
お
忙
し
か
ろ
う
と
は
存
じ
ま
し
た
が
、
お
知
ら
せ

か
た
が
た
、
お
礼
を
申
し
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
て
・
・
・

　―
―
い
や
、
ど
う
し
ま
し
て
。

　先
生
は
、
茶
碗
を
下
に
置
い
て
、
そ
の
代
わ
り
に
青
い
蠟ろ
う

を
引
い
た
う
ち
わ
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、イ
憮ぶ

然ぜ
ん

と
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　―
―
と
う
と
う
、
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
な
あ
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
れ
か
ら
と
言
う
年
だ
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
私
は
ま
た
、
病
院
の
方
へ
も
ご
無
沙
汰
し
て
い
た

も
の
で
す
か
ら
、
も
う
た
い
て
い
、
よ
く
な
ら
れ
た
事
だ
と
ば
か
り
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　―
―
す
る
と
、
い
つ
に
な
り
ま
す
か
な
、
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
。

　―
―
昨
日
が
、
ち
ょ
う
ど
初
七
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　―
―
や
は
り
、
病
院
の
ほ
う
で
・
・
・

　―
―
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　―
―
い
や
、
実
際
、
意
外
で
し
た
。

　―
―
何
し
ろ
、
手
の
つ
く
せ
る
だ
け
は
、
つ
く
し
た
上
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
あ
き
ら
め
る
よ
り
ほ
か
は
、
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
あ
れ
ま
で
に

い
た
し
て
み
ま
す
と
、
何
か
に
つ
け
て
、
愚
痴
が
出
て
い
け
ま
せ
ん
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　こ
ん
な
対
話
を
交
換
し
て
い
る
間
に
、
先
生
は
、
意
外
な
事
実
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
婦
人
の
態
度
な
り
、ウ
挙
措
な
り
が
、
少
し
も
自
分
の
息
子
の
死
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で
こ
そ
笑
っ
て
い
た
が
、
実
は
さ
っ
き
か
ら
、
全
身
で
泣
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　う
ち
わ
を
拾
っ
て
、
顔
を
あ
げ
た
時
に
、
先
生
の
顔
に
は
、
今
ま
で
に
な
い
表
情
が
あ
っ
た
。
見
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
見
た
と
言
うｄ
敬
虔
な
心
も
ち
と
、
そ
う

言
う
心
も
ち
の
意
識
か
ら
来
る
あ
る
満
足
と
が
、
多
少
の
芝
居
気
で
、
誇
張
さ
れ
た
よ
う
な
、
甚
だ
、
複
雑
な
表
情
で
あ
る
。

　―
―Ｄ
い
や
、
ご
心
痛
は
、
私
の
よ
う
な
子
供
の
な
い
者
に
も
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　先
生
は
、
眩ま
ぶ

し
い
も
の
で
も
見
る
よ
う
に
、
や
や
、
大お
お 

仰
ぎ
よ
う

に
、
頸
を
反
ら
せ
な
が
ら
、
低
い
、
感
情
の
籠こ

も
っ
た
声
で
こ
う
言
っ
た
。

　―
―
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
が
、
い
ま
さ
ら
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
、
か
え
ら
な
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
・
・
・

　婦
人
は
、
心
も
ち
頭
を
下
げ
た
。
晴
々
と
し
た
顔
に
は
、
依
然
と
し
て
、
ゆ
た
か
な
微
笑
が
、
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

（
芥
川
龍
之
介
『
手
巾
』
に
よ
る
）

＊
語
注

　（
注
１
）
イ
ブ
セ
ン

　ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
。
当
時
の
日
本
の
文
壇
や
思
想
界
に
影
響
を
与
え
た
。

   

　
　

     

（
注
２
）
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク

　ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
劇
作
家
。「
イ
プ
セ
ン
」
同
様
、
当
時
の
日
本
に
影
響
を
与
え
た
。

　
　
　
　（
注
３
）
独
法

　ド
イ
ツ
の
法
律
。

　
　
　
　（
注
４
）
手ハ
ン

巾ケ
チ

　「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
の
略
。

　
　
　
　（
注
５
）
カ
イ
ゼ
ル

　ド
イ
ツ
皇
帝
の
称
号
。

　
　
　
　（
注
６
）
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
第
一
世

　ド
イ
ツ
帝
国
初
代
皇
帝
（
一
七
九
七
〜
一
八
八
八
）。

　
　
　
　（
注
７
）
デ
ィ
テ
イ
ル

　細
部
。
詳
細
。
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問
一

　二
重
傍
線
部 

ａ 

〜 

ｄ 

の
漢
字
の
読
み
を
、
平
仮
名
で
答
え
な
さ
い
。

問
二

　傍
線
部 

ア 

〜 

ウ 

の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　
　
　
　ア

　一
瞥
し
て

　
　﹇

　①

　少
し
頭
を
か
し
げ
て

　
　
　
　②

　ち
ら
り
と
相
手
を
見
て

　
　
　③

　き
ち
ん
と
礼
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　瞬
時
の
う
ち
に
判
断
し
て

　
　⑤

　上
か
ら
下
ま
で
眺
め
回
し
て

　﹈

　
　
　
　イ

　憮
然
と
し
て

　﹇

　①

　役
に
立
て
な
か
っ
た
こ
と
を
猛
省
し
て

　
　②

　気
に
入
ら
な
い
と
い
う
感
情
を
表
に
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　③

　悲
痛
な
気
持
ち
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て

　
　
　④

　意
外
な
こ
と
に
接
し
て
ぼ
ん
や
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　⑤

　暑
さ
の
せ
い
で
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て

　﹈

　
　
　
　ウ

　挙
措

　
　
　
　﹇

　①

　立
ち
振
る
舞
い

　
　②
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

　
　③

　表
情
の
作
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　④

　激
し
た
動
作

　
　
　⑤
声
の
調
子

　﹈

問
三

　傍
線
部 

Ａ
「
先
生
は
、
独
り
で
頷
き
な
が
ら
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
「
先
生
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　見
舞
い
の
礼
を
母
親
が
言
い
に
来
た
の
だ
と
思
い
、
わ
ざ
わ
ざ
出
掛
け
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
満
足
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　②

　客
の
身
元
は
分
か
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
訪
問
の
意
図
を
つ
か
み
か
ね
て
真
意
を
い
ぶ
か
し
ん
で
い
る
。

　
　
　
　③

　面
識
の
な
い
は
ず
の
客
の
顔
に
見
覚
え
が
あ
る
こ
と
の
理
由
が
わ
か
り
、
心
の
中
で
納
得
し
て
い
る
。

　
　
　
　④

　西
山
憲
一
郎
と
母
親
が
極
め
て
そ
っ
く
り
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
血
の
つ
な
が
り
の
濃
さ
に
驚
い
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　立
っ
た
ま
ま
の
客
の
こ
と
を
気
遣
い
、
早
く
椅
子
を
勧
め
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
考
え
を
決
め
て
い
る
。
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問
四

　傍
線
部 

Ｂ
「
婦
人
の
言
葉
は
、
突
然
、
先
生
の
耳
を
お
び
や
か
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　婦
人
が
告
げ
た
息
子
の
死
と
い
う
事
実
が
あ
ま
り
に
も
予
想
外
で
あ
っ
た
た
め
、
先
生
が
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　

　
　
　
　②

　婦
人
が
語
っ
た
息
子
の
死
を
急
に
は
信
じ
ら
れ
ず
、
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
先
生
が
疑
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　婦
人
に
対
す
る
先
生
の
気
遣
い
を
無
視
し
て
、
急
に
息
子
の
死
を
告
げ
た
こ
と
に
先
生
が
怒
り
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　④

　前
後
の
会
話
と
は
無
関
係
に
息
子
の
死
を
語
る
婦
人
を
見
て
、
先
生
が
婦
人
の
精
神
状
態
を
心
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　婦
人
が
唐
突
に
息
子
の
死
を
語
り
出
し
、
し
か
も
ま
っ
た
く
悲
し
ん
で
い
な
い
こ
と
に
先
生
が
驚
き
を
覚
え
た
と
い
う
こ
と
。

問
五

　傍
線
部 

Ｃ
「
怪
訝
と
同
情
と
を
一
つ
に
し
た
よ
う
な
心
も
ち
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
心
も
ち
」
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　他
国
の
皇
帝
が
死
ん
で
も
当
初
は
た
い
し
た
感
銘
を
覚
え
な
か
っ
た
が
、
身
近
な
子
供
た
ち
が
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
自
然
に
強
い
追
悼

の
念
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
心
も
ち
。

②

　皇
帝
の
死
を
悲
し
む
子
供
た
ち
の
悲
し
み
の
深
さ
に
触
れ
、
そ
の
気
持
ち
に
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
極
端
な
感
情
表
現
に
対
し
て
は
日
本
人
と

し
て
違
和
感
も
同
時
に
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
心
も
ち
。

③

　ド
イ
ツ
で
は
元
首
が
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
と
、
日
本
で
は
そ
う
し
た
関
係
が
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
る
気
持
ち

が
表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
心
も
ち
。

④

　自
分
の
感
情
を
率
直
に
か
つ
激
し
く
表
現
す
る
西
洋
人
の
態
度
に
接
し
、
日
本
人
で
あ
る
自
分
は
反
発
す
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
賛
同
す
べ
き
な

の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
困
っ
て
い
る
と
い
う
心
も
ち
。

⑤

　感
情
表
現
に
関
し
て
、
抑
制
の
き
い
た
や
り
方
に
は
好
感
を
覚
え
、
西
洋
人
の
よ
う
な
大
げ
さ
な
反
応
に
は
嫌
悪
感
を
覚
え
る
の
は
、
武
士
道
を
重

ん
じ
て
い
る
者
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
心
も
ち
。
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を
、
語
っ
て
い
る
ら
し
く
な
い
と
言
う
事
で
あ
る
。
眼
に
は
、
涙
も
た
ま
っ
て
い
な
い
。
声
も
、ｂ
平
生
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
上
、
口こ
う

角か
く

に
は
、
微
笑
さ
え
浮
か
ん

で
い
る
。
こ
れ
で
、
話
を
聞
か
ず
に
、
外
貌
だ
け
見
て
い
る
と
し
た
ら
、
誰
で
も
、
こ
の
婦
人
は
、
家
常
茶
飯
事
を
語
っ
て
い
る
と
し
か
、
思
わ
な
か
っ
た
の
に
相

違
な
い
。
―
―
先
生
に
は
、
こ
れ
が
不
思
議
で
あ
っ
た
。

　―
―
昔
、
先
生
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
て
い
た
時
分
の
事
で
あ
る
。
今
の
カ

（
注
５
）イ
ゼ
ル
の
お
と
う
さ
ん
に
当
た
る
、
ウ

（
注
６
）
ィ
ル
ヘ
ル
ム
第
一
世
が
、ｃ
崩
御
さ
れ
た
。

先
生
は
、
こ
の
訃ふ

音い
ん

を
行
き
つ
け
の
珈コ

オ

琲ヒ
イ

店
で
耳
に
し
た
が
、
も
と
よ
り
一
通
り
の
感
銘
し
か
受
け
よ
う
は
な
い
。
そ
こ
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
元
気
の
い
い
顔

を
し
て
、
杖つ

え

を
脇
に
は
さ
み
な
が
ら
、
下
宿
へ
帰
っ
て
来
る
と
、
下
宿
の
子
供
が
二
人
、
扉ド

ア

を
あ
け
る
や
否
や
、
両
方
か
ら
先
生
の
頸く

び

に
抱
き
つ
い
て
、
一
度
に
わ
っ

と
泣
き
出
し
た
。
一
人
は
、
茶
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
、
十
二
に
な
る
女
の
子
で
、
一
人
は
、
紺
の
短
い
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
、
九
つ
に
な
る
男
の
子
で
あ
る
。
子

煩
悩
な
先
生
は
、
訳
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
二
人
の
明
る
い
色
を
し
た
髪
の
毛
を
撫
で
な
が
ら
、
し
き
り
に
「
ど
う
し
た
。
ど
う
し
た
。」
と
云
っ
て
慰
め
た
。
が
、

子
供
は
な
か
な
か
泣
き
や
ま
な
い
。
そ
う
し
て
、
洟は

な

を
す
す
り
上
げ
な
が
ら
、
こ
ん
な
事
を
言
う
。

　―
―
お
じ
い
さ
ま
の
陛
下
が
、
お
な
く
な
り
な
す
っ
た
の
で
す
っ
て
。

　先
生
は
、
一
国
の
元
首
の
死
が
、
子
供
に
ま
で
、
こ
れ
ほ
ど
悲
し
ま
れ
る
の
を
、
不
思
議
に
思
っ
た
。
ひ
と
り
皇
室
と
人
民
と
の
関
係
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
、

考
え
さ
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
西
洋
に
来
て
以
来
、
何
度
も
先
生
の
視
聴
を
動
か
し
た
、
西
洋
人
の
衝
撃
的
な
感
情
の
表
白
が
、
今
更
の
よ
う
に
、
日
本
人

た
り
、
武
士
道
の
信
者
た
る
先
生
を
、
驚
か
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
のＣ
怪
訝
と
同
情
と
を
一
つ
に
し
た
よ
う
な
心
も
ち
は 

、
未
だ
に
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
、
忘

れ
る
事
が
出
来
な
い
―
―
先
生
は
、
今
も
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
く
ら
い
な
程
度
で
、
逆
に 

、
こ
の
婦
人
の
泣
か
な
い
の
を
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　が
、
第
一
の
発
見
の
の
ち
に
は
、
間
も
な
く
、
第
二
の
発
見
が
次
い
で
起
こ
っ
た 

―
―

　ち
ょ
う
ど
、
主
客
の
話
題
が
、
な
く
な
っ
た
青
年
の
追
懐
か
ら
、
そ
の
日
常
生
活
の
デ

（
注
７
）ィ

テ
イ
ル
に
及
ん
で
、
更
に
ま
た
、
も
と
の
追
懐
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た

時
で
あ
る
。
何
か
の
拍
子
で
、
朝
鮮
う
ち
わ
が
、
先
生
の
手
を
す
べ
っ
て
、
ぱ
た
り
と
寄モ

ザ
イ
ク木

の
床ゆ

か

の
上
に
落
ち
た
。
会
話
は
む
ろ
ん
寸
刻
の
断
続
を
許
さ
な
い
ほ
ど
、

切
迫
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
先
生
は
、
半
身
を
椅
子
か
ら
前
へ
の
り
出
し
な
が
ら
、
下
を
向
い
て
、
床
の
方
へ
手
を
の
ば
し
た
。
う
ち
わ
は
、
小
さ
な

テ
エ
ブ
ル
の
下
に
―
―
上
靴
に
か
く
れ
た
婦
人
の
白
足た

袋び

の
側
に
落
ち
て
い
る
。

　そ
の
時
、
先
生
の
眼
に
は
、
偶
然
、
婦
人
の
膝
が
見
え
た
。
膝
の
上
に
は
、
手
巾
を
持
っ
た
手
が
、
の
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
、
発
見
で
も
何
で

も
な
い
。
が
、
同
時
に
、
先
生
は
、
婦
人
の
手
が
、
は
げ
し
く
、
ふ
る
え
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
ふ
る
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
感
情
の
激
動
を
し
い
て
抑
え
よ
う

と
す
る
せ
い
か
、
膝
の
上
の
手
巾
を
、
両
手
で
裂
か
な
い
ば
か
り
に
か
た
く
、
握
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
う
し
て
、
最
後
に
、
皺し

わ

く
ち
ゃ
に
な
っ
た
絹
の

手
巾
が
、
し
な
や
か
な
指
の
間
で
、
さ
な
が
ら
微
風
に
で
も
吹
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ぬ
い
と
り
の
あ
る
縁
を
動
か
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
―
―
婦
人
は
、
顔
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－ 12 －

問
六

　傍
線
部 

Ｄ
「
い
や
、
ご
心
痛
は
、
私
の
よ
う
な
子
供
の
な
い
者
に
も
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
発
言
に
は
「
先
生
」
の
ど
の
よ
う
な
心
情

が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　息
子
の
死
を
強
く
悲
し
ん
で
い
な
が
ら
、
そ
の
気
持
ち
を
大
げ
さ
に
は
出
さ
な
い
婦
人
の
態
度
に
武
士
道
の
精
神
を
認
め
、
婦
人
に
も
そ
の
精
神
の

尊
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
心
情
。

②

　将
来
が
あ
っ
た
息
子
を
失
っ
た
痛
切
な
悲
し
み
を
婦
人
が
身
体
全
体
で
表
現
し
て
い
た
の
に
、
最
初
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
や
れ
な
か
っ
た
自
ら

の
不
明
を
恥
じ
た
い
と
い
う
心
情
。

③

　血
の
つ
な
が
っ
た
息
子
に
先
立
た
れ
て
し
ま
う
喪
失
感
の
深
さ
を
目
の
前
の
婦
人
が
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
が
子
供
を
持
た
な
い
境
遇

に
い
る
こ
と
に
安
心
し
て
い
る
と
い
う
心
情
。

④

　表
面
的
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
婦
人
が
身
体
全
体
を
使
っ
て
感
情
を
表
出
し
て
い
た
こ
と
に
心
を
動
か
し
、
悲
し
み
に
耐
え
る
婦
人
に
対
す
る

い
た
わ
り
を
強
く
表
明
し
た
い
と
い
う
心
情
。

⑤

　婦
人
が
他
人
で
あ
る
先
生
に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
隠
し
て
い
た
息
子
の
死
に
対
す
る
悲
痛
な
思
い
を
は
か
ら
ず
も
知
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
そ
の
非
礼
を
詫
び
た
い
と
い
う
心
情
。

－ 13 －

問
七

　こ
の
文
章
に
お
け
る
内
容
と
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

　大
学
生
と
し
て
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
息
子
を
亡
く
し
た
母
親
の
悲
し
み
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
、
婦
人
の
内
面
の
直
接
的
な

描
写
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
る
。

②

　最
後
の
場
面
で
婦
人
が
握
り
し
め
て
い
る
手
巾
は
、
婦
人
の
心
情
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
読
者
に
対
し
悲
し
み
の
深

さ
を
印
象
づ
け
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
。

③

　婦
人
の
悲
し
み
方
が
武
士
道
の
精
神
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
武
士
道
で
は
肉
親
に
対
し
て
強
い
愛
情
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
主
題

を
、
先
生
の
一
人
称
を
用
い
る
こ
と
で
示
唆
し
て
い
る
。

④

　過
去
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
場
面
を
挿
入
し
西
洋
人
と
婦
人
の
感
情
表
現
の
差
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
に
見
れ
ば
日
本
人
が
西
洋
人
よ
り
優

位
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
訴
え
て
い
る
。

⑤

　先
生
の
視
点
を
中
心
と
す
る
こ
と
で
、
対
話
の
進
行
と
並
行
し
て
婦
人
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
過
程
と
、
婦
人
の
表
面
的
な
様
子
と
内
面
的
な

真
実
と
の
落
差
を
重
ね
て
描
い
て
い
る
。

⑥

　当
た
り
障
り
な
い
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
先
生
が
婦
人
の
悲
し
み
に
強
い
共
感
を
抱
く
ま
で
の
過
程
を
対
話
中
心
の
文
章
で
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

親
子
の
情
の
普
遍
性
を
読
者
に
提
起
し
て
い
る
。

　
　

問
八

　本
文
の
作
者
芥
川
龍
之
介
の
作
品
で
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　羅
生
門

　
　②

　奉
教
人
の
死

　
　③

　河
童

　
　④

　破
戒

　
　⑤

　枯
野
抄
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札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学前期試験Ａ日程

英　　語

注　意

１．この問題冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し，受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～７頁，解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年２月４日（金）

３時限目　１３：３０～１４：３０

1

１   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 In Japan, trains began to run in the Meiji period, when the government's lack of a high level 

of skill made it initially depend on investment and knowledge from foreign countries.  Since 

then, the Japanese railway industry has developed in its own way.  There are some unique points 

about this transportation network. 

 First, rural and urban areas are very different in terms of the development of their railway 

systems.  In rural regions the decreasing population, especially the decline in the number of 

young people, has prevented or reduced investment in transportation.  This is true for cities such 

as Wakkanai in Hokkaido and the state of the JR Souya-Honsen and other local railway lines. 

Meanwhile, in Tokyo, for example, there are as many as seventy-eight railway lines: sixty-three 

aboveground lines and fifteen underground lines.  This high level of development allows people 

in urban areas to go anywhere they want by train.

 However, this public vehicle does not always provide conveniences＊ to people.  In the Tokyo 

metropolitan area, several million people daily use these highly developed public services to 

commute＊ to and from their workplaces or schools （　ア　）.  As a result, trains are extremely 

crowded during these times of day.  At the morning rush hour peak in 2018, the average 

passenger load factor＊ reached 199% between Kiba and Monzen-nakacho stations in Tokyo. 

 Finally, this railway network system is operated precisely （　イ　）.  The annual average 

delay time of the Tokaido Shinkansen, a Japanese bullet train, was only about one minute in 2018. 

An article from 2017 reports that when a Japanese train left a station earlier than the scheduled 

time by twenty seconds, the operating company apologized officially.  This article also describes 

（　ウ　） overseas people reacted to this incident in Japan.  Some were shocked about the way the 

company dealt with the problem,  some exclaimed that it was a too self-deprecating＊ response 

which would be impossible in their own countries, and others commented that it was one of the 

best things about Japan.    

 Japanese trains are unique in some ways: differences in the level of development between rural 

and urban areas, excessive crowdedness during the rush hours, and the strict punctuality＊.  If you 

compare the Japanese railway system with that of other countries, you will surely rediscover the 

former's （　エ　） and appreciate its good points.

(Writing Skills for Readers. 日本英語表現学会テキスト研究部会, 2021, 南雲堂)

 （注）

　convenience：便利さ

　commute：通勤・通学する

　passenger load factor：乗車率

2

　self-deprecating：自分を卑下する

　punctuality：時間厳守

問１　問題文中の空所 (　ア　) に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

  ①　at the same time　　　②　at any time　　　③　at a time　　　④　at times

問２　問題文中の空所 (　イ　) に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

  ①　in time　　　②　on time　　　③　behind time　　　④　over time

問３　問題文中の空所 (　ウ　) に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　what　　　②　why　　　③　when　　　④　how　　　　　　　　

問４　問題文中の空所 (　エ　) に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　creativity　　　②　convenience　　　③　uniqueness　　　④　unity　　

問５　次の ① ～ ⑥ の文が問題文の内容と一致する場合には T を，一致しない場合には F を書きなさい。

  ①　Foreign countries forced the Japanese government to develop a railway system. 　　　

　②　The development of railway systems has made rural areas richer.　

　　　③　People in urban areas can enjoy the developed train networks.　　　　

　　　④　The highly developed train networks don't necessarily offer convenience.

　　　⑤　Some trains in Tokyo were filled beyond capacity all day.　　　　　

　　　⑥　A Japanese train company apologized because the train started ahead of schedule.　

3

２   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 When Japanese people think about New Zealand, many of them picture an island that is close 

to Australia, filled with a bunch of sheep.  Actually, the number of sheep on the island is several 

times more than the population of people there.  You may also think of the film series, The Lord 

of the Rings, as New Zealand was the filming location for these movies. 

 Speaking of New Zealand, woolen products or products that look like sheep might also 

come to mind.  However, there is another thing that the country is famous for around the 

world: ºmanuka honey."  This popular souvenir＊ is also known as ºmiracle honey" because of its 

antibacterial＊ effects. The honey has been drawing attention from all over the world.  Manuka 

honey is a traditional product that is made from flowers called ºmanuka."  Manuka flowers only 

grow in certain places in New Zealand.  The indigenous people＊ of New Zealand, known as the 

Maori, have used the honey as a medicine since ancient times.  They eat it when they have a sore 

throat or use it to treat wounds. 

 You may not have heard the word ºMaori," but you probably have heard of a very successful 

rugby team ºThe All Blacks."  The All Blacks are New Zealand's international male rugby team. 

They are one of the strongest rugby teams in the world.  They perform a traditional Maori dance 

before their matches called a ºhaka dance."

 The haka is a type of ancient Maori war dance.  The haka fiercely displays a tribe's pride, 

strength and unity.  The dance includes violent foot-stomping, sticking out of the tongue, and 

rhythmic body slapping.  Nowadays, haka are still performed during Maori ceremonies to honor 

guests and at weddings.  Most students in New Zealand learn how to do the haka at school, even 

though they may not have a Maori background.

 You may think New Zealand was originally inhabited＊ by Europeans. In fact, the Maori 

people arrived long before the British settlers did and had already built their distinct culture 

with its rich traditions.  More recently, New Zealand has received immigrants from Asia and 

other nations, making it a truly multi-cultural country; one that uniquely combines the traditions 

of the Maori and the modern culture we know today. 

(Guess What?!  ― Intercultural Surprises ― Natsuki Matsui, et al., 2021, Nanundo.)

 （注）

　souvenir：おみやげ

　antibacterial：抗菌作用の

　indigenous people：先住民

　inhabit：居住する
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4

問　問題文の内容と一致するものを次の選択肢から３つ選びなさい。

 ①　People in New Zealand thought The Lord of the Rings a big success.     

 ②　Woolen products of New Zealand seem to be well-known in the world.　　

 ③　Manuka honey is more famous than other kinds of honey in New Zealand. 

 ④　Recently the Maori people found manuka honey very effective cures for diseases.

 ⑤　A haka dance is performed by strong and violent Maori people.　　　　

 ⑥　Maori people had already had their own traditions when the British settlers came to New 

Zealand.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ⑦　New Zealand is made up of people with various cultural backgrounds.　

5

３   次の ⑴ ～ ⑻ の英文の空所に入る最も適切な語句を，次の選択肢から１つずつ選びなさい。

⑴ There (　　　) a park here, but now there's an apartment building.　

 ①　used to be ②　has been ③　would been ④　is

⑵　My computer doesn't work.  I am anxious (　　　) a new one.

 ①　to get ②　getting ③　about get ④　about getting

⑶　(　　　) late you are, be sure to give me a call.　　　

 ①　Whenever ②　However ③　No matter ④　Even if

⑷　She is a very popular novelist.  This book (　　　) for the past twenty years.　

 ①　has been read ②　has read ③　is read ④　was reading　　

　

⑸　I found the front door (　　　), so I entered through the backdoor.　　　　

 ①　lock ②　locking ③　locked ④　to lock

⑹　(　　　) I am reading most of the time now is the information I get from Matt.

 ①　Who ②　Which ③　When ④　What  

⑺　Jane's parents are out of town, so she has to (　　　) her sister.

 ①　look ahead ②　look after ③　look up ④　look in

⑻　The students are studying.  Would you mind (　　　) quietly?

 ①　to talk ②　to talking ③　in talking ④　talking

6

４   次の対話を完成させるために空所に入る最も適切な表現を，それぞれ下の選択肢から１つずつ選びな

さい。

問１

　Ted：  Hi, Mary, are you studying for tomorrow's English test?

　May：  Yes.  Actually, I don't like studying.

　Ted：  Do you want me to help you? 

　May：  No.  (　ア　)

　Ted：  Why do you say that? 

　May：  Because I'm not good at English.

　Tom：  But you did OK on your last test, didn't you?

　May：  Yeah.  (　イ　) But that was just luck.  I always get bad marks in English.

　Tom：  Don't be so negative.

　May：  (　ウ　)

　　　①　Thank you for encouraging me.                      

　　　②　That's bad.

　　　③　It's a waste of time.

　　　④　I'm really interested in helping others.

　　　⑤　I guess so.

　　　⑥　I'd love to do so.

7

問２

　Sue：   Have you got any exercise lately?

　Cathy： No, I haven't had an opportunity to get any exercise.

　Sue：   How about playing tennis with us? 

　Cathy： Tennis?  (　ア　)!  Are you playing much these days?

　Sue：   Yes, my friends and I are going to play this coming Sunday.

　Cathy： But I only played tennis when I was a junior high school student.

　Sue：  (　イ　)!  We are all beginners.

　Cathy： Really?  I’m relieved to hear that.

　Sue：  (　ウ　)!  So I'll send you an email later.

　Cathy： I'm looking forward to it.

  

　　　①　Well done　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　②　Don't worry

　　　③　Sounds terrific

　　　④　How kind

　　　⑤　What a disappointment

　　　⑥　That settles it
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数　学 Ⅰ・Ａ（前期Ａ日程）

札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学前期試験Ａ日程

選　択　科　目

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は60分です。

３．選択した１科目の解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入して

ください。

４．問題冊子については、数学Ⅰ・Ａは１頁～５頁、生物基礎は７頁～11頁、化学基礎は13頁

～17頁です。

５．解答用紙は、すべての科目１枚です。

６．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年２月４日（金）

２時限目　１１：３０～１２：３０

1

数学Ⅰ・Ａ

１  次の問いに答えなさい。

問１ x ＝ 1
�i5�－ i3

 ，y ＝ i5  － i3
�2

 のとき，xy，x2 － y2 の値をそれぞれ求めなさい。

問２ 連立不等式 { 
x2 － 2 x － 3 ＞ 0

－x ≦ 3 x ＋ 8
 を解きなさい。

問３ (x － 1)(y ＋ 2) ＝ 4 を満たす負でない整数 x，y の組をすべて求めなさい。

問４ 右図のように円Oに内接する三角形ABCについて，

　　∠BAC＝40°のとき，∠OBCの大きさを求めなさい。

問５ 下の道路図でA地点からB地点に行く最短経路のうち，C地点を通って行く場合の数

は何通りあるか求めなさい。なお，道路図の縦と横はすべて同じ長さとする。

A

C

B

C
B

O

A

2

数学Ⅰ・Ａ

２  関数 f(x) ＝ 2 x2 ＋ 3 x － 5 |x| について，次の問いに答えなさい。

問１ f(－1) の値を求めなさい。

問２ 0 ＜ x ≦ 2 のとき，座標平面上における y ＝ f(x) のグラフの頂点の座標と最大値

を求めなさい。

問３ x ＜ 0 のとき，座標平面上における y ＝ f(x) のグラフと x 軸との交点の座標を求

めなさい。

問４ y ＝ f(x) のグラフを解答用紙の座標平面にかきなさい。ただし，各軸との交点や頂

点の位置等は記入すること。
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3

数学Ⅰ・Ａ

３   右図の直方体 ABCD － EFGH に

ついて，AB ＝ 4，AD ＝ 6，AE ＝ 5

である。辺 FGの中点を I とするとき，

次の問いに答えなさい。

問１ 線分 AI の長さを求めなさい。

問２ cos∠DAI を求めなさい。

問３ 三角形 AID の面積Sを求めなさい。

問４ sin∠AID を求めなさい。

E F

D

A

C

B

H
G

I

4

数学Ⅰ・Ａ

４   袋の中に 1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9 の数字が 1 つずつ書かれている 9 枚のカードが

入っている。ただし，カードはどれも同じ大きさである。

　　　次の試行を行うとき，問いに答えなさい。

試行：袋の中から 3 枚のカードを取り出し，3 桁の整数を作る。

試行の結果，事象 A： 3 桁の整数が 5 の倍数である。

　　　　　　事象 B： 3 桁の整数が 2 の倍数である。

　　　　　　事象 C： 3 桁の整数が 4 の倍数である。

問１　3 桁の整数は何通り出来るか求めなさい。

問２　事象 A が起こる確率 P(A) を求めなさい。

問３　事象 B が起こる確率 P(B) を求めなさい。

問４　事象 C が起こる確率 P(C) を求めなさい。

5

数学Ⅰ・Ａ

５   ある30名の生徒に対して，数学のテスト（10点満点）を行ったデータの表です。

  平均点は7.1点であった。

　　　次の問いに答えなさい。

問１ a，b を求めなさい。

問２ 最頻値を求めなさい。

問３ 中央値を求めなさい。

問４ 四分位偏差を求めなさい。

得点（点） 2 4 6 7 8 9 10 計

人数 2 a 5 6 b 5 2 30
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生　物　基　礎（前期Ａ日程）

7

生物基礎

１   酵素に関する次の文を読み，問い（問１～３）にそれぞれ答えなさい。

　生物の体内では，物質の合成や分解など，さまざまな化学反応が生じる。この化学反応の中には，

反応開始に多くのエネルギーが必要なものがあるが，生体内で触媒として作用する酵素が仲介する

ことにより，反応が生じやすくなっている。

　酵素の性質を調べるために，物質 A および B と酵素 W，X および Y とを温度や pH を変えて反

応させた。反応で生じた生成物量を測定し，表１～３に示す結果を得た。なお，すべての実験にお

いて，物質や酵素の濃度や反応時間は同一であり，物質 A および B は酵素や触媒の作用のみを受

けるものとする。また，表中の「―」は生成物が生じなかったことを表し，「＋」の数は生成物の

量を示す。

表１　物質 A と酵素 W の反応により生じた生成物量

物質 A と酵素 W
pH

3.0 5.0 7.0 9.0 11.0

温度
（℃）

10 ― ― ＋ ― ―

30 ― ＋ ＋＋＋ ＋ ―

50 ― ― ＋ ― ―

70 ― ― ― ― ―

90 ― ― ― ― ―

表２　物質 B と酵素 X の反応により生じた生成物量

物質 B と酵素 X
pH

3.0 5.0 7.0 9.0 11.0

温度
（℃）

10 ＋ ― ― ― ―

30 ＋＋＋ ＋ ― ― ―

50 ＋ ― ― ― ―

70 ― ― ― ― ―

90 ― ― ― ― ―

表３　物質 A と酵素 Y の反応により生じた生成物量

物質 A と酵素 Y
pH

3.0 5.0 7.0 9.0 11.0

温度
（℃）

10 ― ― ― ― ―

30 ― ― ― ― ―

50 ― ＋ ― ― ―

70 ― ＋＋＋ ＋ ― ―

90 ― ＋＋ ＋ ― ―

8

生物基礎

問１　酵素 W，X，Y の性質について，表１～３の結果を用いてそれぞれ説明しなさい。また，

そのように考えた理由を記述しなさい。

問２　酵素 W および Y の溶液を予め90℃で十分に加熱してから物質 A と反応させた。この実験

で予想される結果について説明しなさい。その際，表１や表３との違いを理由と共に記述しな

さい。なお，反応時の条件 (温度，pH，物質 A と酵素の濃度，反応時間等) は，表１および

表３での実験と同一であるものとする。

問３　無機物のみで構成された，ある触媒 Z は，酵素 X と同様に物質 B と反応して生成物を生じ

る。物質 B の入った試験管を 2 本用意し，片方には触媒 Z を，もう片方には予め90℃で十分

に加熱した触媒 Z を加えて，30℃，pH3.0で反応させた。この 2 本の試験管に生じる生成物量

を比較したときにどのような結果が考えられるのか，説明しなさい。なお，反応前後において

pH は変化せず，触媒 Z は pH の影響を受けないものとする。

9

生物基礎

２   DNA 抽出に関する次の文を読み，以下の問い（問１～問６）に答えなさい。

DNA は，次に示す実験操作で抽出することができる。

手順１　DNA を取り出す材料を細かく切り，洗剤を加えて，乳鉢ですり潰す

手順２　これをビーカーに移し，塩化ナトリウム水溶液を加えて粘性が出るまで混ぜる

手順３　この液を80℃で湯せんしたのち，ガーゼでろ過する

手順４　室温まで放冷したろ液に (ア) を加え，繊維状の物質をガラス棒で巻き取る

問１　空欄 (ア) に入る最も適切な語句を答えなさい。

問２　手順１において，洗剤を加える理由を答えなさい。

問３　手順３において，80℃で湯せんが必要な理由を答えなさい。

問４　手順４で加える (ア) は，より低温のほうが適しているが，その理由を答えなさい。

問５　DNA を取り出す材料として最も不適切なものを次の解答群から選び，その材料が不適切な

理由を答えなさい。

　問５に対する解答群

　　　ニワトリの肝臓　　　　　ニワトリの卵黄　　ニワトリの卵白　　タマネギの鱗片

　　　ブロッコリーのつぼみ　　タラの白子　　　　バナナ

問６　手順４のあとに巻き取った物質をある溶液で染色した。その結果，物質が DNA であること

が確認できた。このとき使用した溶液の名称を答えなさい。
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10

生物基礎

３   生物の体内環境に関する次の文を読み，以下の問い（問１～問５）に答えなさい。

　ヒトは，異物が体内に侵入することを防ぎ，また侵入した異物を排除するしくみをもつ。このこ

とを (ア) という。
⒜
異物は，まず皮膚や粘膜といった組織で物理的にもしくは化学的に侵入を阻止

される。皮膚の表面には，(イ) が積み重なった (ウ) がある。また，汗や皮脂は pH を (エ) 性に

保つことで細菌などの増殖を防いでいる。鼻や口，消化管，気道などで外界に接する粘膜は，(オ)

でおおわれていて，異物の侵入を阻止している。これらの皮膚や粘膜からの分泌物には，細菌の細

胞壁を分解する (カ) や，細菌の細胞質を破壊するタンパク質の一種である (キ) などが含まれてい

る。これらの分泌物によって，病原体のはたらきを抑えている。これが第１の (ア) 機構である。

　第１の (ア) 機構をすりぬけ，体内に侵入した異物に対して，第２の機構がはたらく。このとき，

白血球のうち最も数の多い (ク)，血液中では (ケ) として存在している細胞が組織に移動して分化

した (コ) や，第３の (ア) 機構に異物の情報を引き継ぐ (サ) などが機能し，
⒝
これらの細胞は，異

物を自らの細胞内に取り込んで消化分解する。また，(コ) は周りの細胞と協調してさまざまな物

質を放出し，毛細血管を拡張し，多くの白血球を引き寄せ，異物が侵入した部分や周辺が赤く腫れ

て，熱や痛みを持った状態にする。この状態を (シ) という。さらに (シ) が起こったところに集まっ

てきた (ク) は，異物を取り込んで自ら死滅し (ス) となる。

問１　空欄 (ア) ～ (ス) に入る適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問２　下線部 ⒜ に関して，皮膚の表面や消化管のなかには，つねに細菌が存在しているが，この

細菌のことを何というか答えなさい。

問３　下線部 ⒝ に関して，この機能のことを何といい，この機能を担う細胞のことを何というか

答えなさい。

問４　第２の (ア) 機構である自然免疫を担う細胞には，文中で示した (ク) や (コ) のように異物

を取り込む細胞のほかに，病原体に感染した細胞を認識して，それを排除する機能をもってい

る細胞がある。この細胞の名称を答えなさい。

問５　問４で問われている細胞には，正常な自己の細胞とそれ以外の細胞を見分ける役割があるが，

この機能が医療において不都合となる事例を答えなさい。

11

生物基礎

４   窒素循環に関する次の文を読み，問い（問１～問３）に答えなさい。

　生態系には，主に生産者，消費者，分解者が存在しており，生産者が消費者に食われ，その消費

者がまた別の消費者に食われるというような，
⒜
食う食われるのつながりをもっている。また，生産

者や消費者の生命活動から生じる様々な有機物は，分解者によって最終的に無機物へ分解される。

この無機物は，非生物的環境を通して再び生産者に利用される。このような生態系を循環する物質

の流れを物質循環という。

　以下の図は，ある生態系における窒素循環を模式的に示している。矢印の向きは，生物間，ある

いは生物と非生物的環境との間における窒素化合物の移動を表している。図における A ～ C はい

ずれも無機窒素化合物である。無機化合物 A は，分解者により生じた無機窒素化合物を示している。

また，細菌 c の作用により A から B が生じ，続いて細菌 d の作用により B から C が生じることを

示している。

図　ある生態系における窒素循環

問１　下線部 ⒜ のような一連のつながりを何というか。最も適切な語句を答えなさい。

問２　図に示されている細菌 a ～ d に当てはまる，細菌の名称 (あるいは総称) をそれぞれ答えな

さい。

問３　図に示されている無機窒素化合物 A ～ C に当てはまる主な化合物名をそれぞれ答えなさ

い。

大気中のN2

細菌 b

細菌 a

マメ科植物

生産者 一次消費者 二次消費者

枯死体・遺体・排出物

菌類・細菌類

A　 →　 B　 →　 C

細菌 c 細菌 d

無機窒素化合物
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化　学　基　礎（前期Ａ日程）

13

化学基礎

１   次の問い（問１～問５）に答えなさい。

問１　混合物どうしの組み合わせはどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答えなさい。

　　　①　水酸化ナトリウム，アンモニア水

　　　②　塩酸，酢酸

　　　③　メタン，二酸化炭素

　　　④　原油，食塩水

　　　⑤　ダイヤモンド，ドライアイス

問２　互いに同素体であるものの組み合わせはどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答え

なさい。

　　　①　一酸化炭素，二酸化炭素

　　　②　黒鉛，フラーレン

　　　③　水，氷

　　　④　メタン，プロパン

　　　⑤　塩素，臭素

 

問３　ベーキングパウダーや発泡入浴剤に用いられている物質はどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一

つ選び番号で答えなさい。

　　　①　硫酸カルシウム

　　　②　炭酸ナトリウム

　　　③　塩化カルシウム

　　　④　炭酸水素ナトリウム

　　　⑤　炭酸カルシウム

数値については特に指示がない場合は，有効数字 2 桁で答えよ。

原子量は H = 1.0，C = 12，N ＝ 14，O = 16，Cl = 35.5，Ar ＝ 40とする。

14

化学基礎

問４　ペットボトルと同じ物質からつくられる合成繊維はどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び

番号で答えなさい。

　　　①　ナイロン

　　　②　ポリエステル

　　　③　ポリプロピレン

　　　④　アクリル

　　　⑤　ポリエチレン

問５　以下の下線部が，単体ではなく元素の意味に用いられるものはどれか，下の ① ～ ⑤ の中か

ら二つ選び番号で答えなさい。

　　　①　負傷者が酸素吸入を受ける。

　　　②　カルシウムは，骨や歯に多く含まれている。

　　　③　空気中には，窒素が約80％含まれている。

　　　④　リチウムは，水と激しく反応して水素を発生する。

　　　⑤　アルコールは，炭素，水素，酸素からなる。

15

化学基礎

２   金属のイオン化傾向に関する記述である。次の ① ～ ⑦ に最も適するものを下記の語群から選

び，記号 ⒜ ～ ⒤ で答えなさい。尚，① ～ ③ については解答の順序は問わない。

⑴　（　①　），（　②　），（　③　）などの金属は，希硝酸には溶けるが濃硝酸には溶解しない。

⑵　濃硝酸と濃（　④　）を 1：3 で混合した酸に金は溶ける。

⑶　カルシウム Ca は常温で水と反応し，（　⑤　）を発生する。

⑷　硝酸銀 AgNO3 水溶液中に銅 Cu を浸しておくと，水溶液中に（　⑥　）が溶け出し，銅の表

面に（　⑦　）が析出してくる。

　語群：⒜　Al　　 ⒝　Ag ⒞　Cu2＋　 ⒟　Fe　　⒠　Ni 

  ⒡　塩酸 ⒢　酸　 ⒣　酸素 ⒤　水素　　　　
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16

化学基礎

３   次の問い（問１～問４）に答えなさい。

問１　下記の物質（① ～ ⑤）について，同温・同圧における気体 1 L当たりの質量が大きいもの

から順に並べ，番号で答えなさい。

　　　①　アンモニア

　　　②　プロパン

　　　③　一酸化炭素

　　　④　アルゴン

　　　⑤　酸素

問２　質量パーセント濃度 20 ％の塩酸のモル濃度は何 mol/L か，答えなさい。ただし，この塩酸

の密度は 1.1 g/cm3 とする。

問３　問２の塩酸から 5.0 ％の塩酸を 400 gつくりたい。問２の塩酸は何 mL 必要か，答えなさい。

問４　過酸化水素を酸化マンガン（IV）に加えて酸素を発生させた。この反応について以下の問

いに答えなさい。

　⑴　上記の反応の化学反応式を答えなさい。

　⑵　質量パーセント濃度 6.8 ％の過酸化水素水 100 gに酸化マンガン（IV）を加えた。発生する

酸素の質量は最大で何 g か，答えなさい。

17

化学基礎

４   次の問い（問１～問２）に答えなさい。

問１　下記の文章の（　　　）内 ① ～ ④ にあてはまる語句を下の語群から選び，記号 ⒜ ～ ⒟ で

答えなさい。⑤ および ⑥ には，適切な数値を答えなさい。

　過マンガン酸カリウム KMnO4 水溶液をシュウ酸 H2C2O4 水溶液で酸化還元滴定を行う。

　過マンガン酸イオンMnO4
－ は下の式 ⑴ のように硫酸酸性溶液中で電子を（　①　）性質があ

り，（　②　）として作用する。シュウ酸イオンは式 ⑵ に示すように電子を（　③　）性質があり，

（　④　）として作用する。

　　　⑴　MnO4
－ ＋ 5 e－ ＋ （　⑤　）H＋　→　Mn2+ ＋ 4H2O（酸性）

　　　⑵　C2O4
2－　→　2CO2 ＋ （　⑥　）e－　　　　

　語群： ⒜　与える　　⒝　受け取る　　⒞　還元剤　　⒟　酸化剤 　  

問２　水素イオン濃度に関する問いである。以下の水溶液の pH を求め，整数で答えなさい。ただし，

すべて温度は 25 ℃とする。強酸水溶液と強塩基水溶液の電解度は 1.0 とする。水素イオン濃

度［H＋］と水酸化物イオン濃度［OH－］の積は常に 1.0 × 10－14（mol/L）2 に保たれている。

　　　①　0.040 mol/L の酢酸水溶液（電解度0.025）　  　　  

　　　②　0.10 mol/L のアンモニア水（電解度0.010）　  　   

　　　③　0.10 mol/L の塩酸　　　　　　　　　　　　　  　   

　　　④　0.20 g の水酸化ナトリウム（式量40）を水にとかして 500 mL とした水溶液

　　　⑤　0.1 mol/L の塩酸を 1000 倍に薄めた水溶液

　　　⑥　0.0001 mol/L の塩酸を 10000 倍に薄めた水溶液 　
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札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学前期試験Ｂ日程

国　　語

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～11頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年２月５日（土）

１時限目　１０：００～１１：００

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　自
分
は
他
者
の
心
を
正
確
に
掴つ
か

む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
問
い
は
お
そ
ら
く
現
代
人
の
誰
を
も
一
度
は
捉
え
る
問
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
夥
お
び
た
だ

し
い
小
説
が
こ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
こ
の
問
い
を
心
的
異
常
に
重
ね
合
わ
せ
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
暗
く
閉
ざ
さ
れ
た
主
題
が

成
立
す
る
。

　だ
が
、
こ
の
問
い
は
、Ａ
自
分
は
自
分
自
身
の
心
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
り
根
底
的
な
問
い
の
一
つ
の
系
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
人
は
、
こ
の
根
底
的
な
問
い
の
存
在
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
。
人
は
、
他
者
の
心
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
に
の
み
捉
え
ら
れ
て
、
そ
れ
が

ほ
か
な
ら
ぬ
自
己
自
身
と
い
う
謎
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
の
だ
。

　む
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ばａ
ボ
ウ
ジ
ャ
ク
ブ
ジ
ン
と
い
う
ほ
か
な
い
人
間
も
い
れ
ば
、
お
よ
そ
他
人
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
も
の
に
欠
け
て
い

る
人
間
も
い
る
。
逆
に
、
情
が
濃
す
ぎ
る
人
間
も
い
れ
ば
、
他
人
に
気
を
使
い
す
ぎ
る
人
間
も
い
る
。
要
す
る
に
人
の
気
持
が
わ
か
る
人
間
も
い
れ
ば
わ
か
ら
な
い

人
間
も
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
わ
か
る
わ
か
ら
な
い
は
技
術
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
他
人
の
気
持
が
わ
か
ら
な
い
の
は
そ
の
た
め
の
技
術
を
習
得
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
る
と
、
わ
か
る
人
間
と
わ
か
ら
な
い
人
間
と
が

（
注
１
）截せ
つ
ぜ
ん然
と
区
別
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
他
人
の
気
持
が
わ
か
る
人
間
も
わ
か
ら
な
い
人
間
も
、
じ
つ
はＢ
相
手
次
第
な
の
だ
。
あ
る
人
間
は
あ
る
人
間

に
気
持
の
わ
か
る
存
在
だ
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
別
の
人
間
に
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
存
在
だ
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
時
を
隔
て
て
接
し
て

み
る
と
、
気
持
の
わ
か
る
つ
も
り
で
い
た
人
間
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
人
間
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
わ
か
る
わ
か
ら
な
い
は

物
事
へ
の
関
心
を
、
ど
の
領
域
で
ど
の
程
度
そ
れ
ぞ
れ
が 

ア

 

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
家
庭
の
外
で
は
他
人
の
気
持
が
わ
か
る
情
の
厚
い

人
間
と
思
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
家
庭
の
中
で
は
ま
っ
た
く
家
族
の
気
持
を
理
解
し
な
い
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。

お
そ
ら
く
家
族
と
い
う
親
し
い
関
係
の
な
か
で
は
、
思
い
方
の
領
域
と
そ
の
程
度
の
差
が
き
わ
だ
つ
の
で
あ
る
。
親
し
さ
が
増
す
と
逆
に
相
手
の
気
持
が
わ
か
ら
な

く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
り
す
る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
他
人
の
気
持
が
わ
か
る
わ
か
ら
な
い
は
相
対
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

　し
か
し
、
他
者
の
心
を
正
確
に
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
分
自
身
へ
の
問
い
は
、Ｃ
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
次
元
へ
と
移
行
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、
他
者
の
心
を
正
確
に
掴
む
こ
と
な
ど
決
し
て
で
き
な
い
と
い
う
絶
望
的
な
答
え
を
す
で
に
用
意
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
人
は
二
つ
のｂ
セ
ン
タ
ク
シ
の
前
に
立
た
せ
ら
れ
る
。
敗
れ
去
る
に
決
っ
て
い
る
闘
い
に
挑
み
つ
づ
け
る
か
、
あ
る
い
は
最
初
か
ら
そ
れ
を
断
念
す

る
か
。
い
ず
れ
も
絶
望
的
な
答
え
に
達
す
る
た
め
の
絶
望
的
な
道
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

－ 2 －

　な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
思
い
は
、
た
だ
、
自
己
自
身
へ
の
過
剰
な
、
だ
か
ら

決
し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
関
心
に
よ
っ
て
の
み
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
剰
な
自
己
意
識
が
到
達
不
可
能
な
他
者
の
心
と
い
うｃ
ゲ
ン
エ
イ
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
問
い
の
絶
対
性
は
、
自
己
自
身
と
い
う
謎
の
絶
対
性
にｄ
キ
イ
ン
し
て
い
る
。
他
者
の
心
を
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
は
、

他
者
に
向
う
苦
悩
で
は
な
く
自
己
に
向
う
苦
悩
な
の
だ
。
こ
の
苦
悩
を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
む
ろ
ん
、
問
い
そ
の
も
の
を
批
判
し
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、Ｄ
問
い
も
苦
悩
も
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
文
明
的
な
も
の
で
あ
る
。
批
判
も
吟
味
も
歴
史
的
か
つ
文
明
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
困
難
な

こ
と
だ
。

　た
と
え
ば
、
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
絶
対
的
な
苦
悩
は
、
絶
対
的
な
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
に
接
し
て
い
る
。

絶
対
的
な
他
者
、
そ
れ
は 

イ

 

で
あ
っ
て
も
、
宇
宙
の
根
本
法
則
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
人
類
の
運
命
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
予
測
を
超
え
て
悲
惨
に
ま
た
残
酷

に
展
開
し
て
ゆ
く
人
類
の
歴
史
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
広
大
な
宇
宙
の
な
か
に
あ
っ
て
人
類
の
誕
生
と
死
滅
は
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
ち
う
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
も
ま
た
、
自
分
は
他
者
の
心
を
正
確
に
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
に
ほ
と
ん
ど
等
し
い

も
の
で
あ
る
。

　人
類
は
人
類
自
身
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
ゆ
く
世
界
と
い
う
事
件
の
意
味
を
知
ら
な
い
。
不
安
は
人
類
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

類
は
そ
れ
を
操
作
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
い
う
ま
で
も
な
くＥ
こ
の
苦
悩
こ
そ
現
代
文
明
の
全
域
を
覆
っ
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　問
い
も
ま
た
苦
悩
も
、
自
己
が
自
己
で
あ
る
と
同
時
にＦ
自
己
に
つ
い
て
の
自
己
で
あ
る
と
い
う
パ
（
注
２
）ラ

ド
ク
ス
、
人
間
に 

Ⅰ

 

な
パ
ラ
ド
ク
ス
か
ら
発
生

し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
は
同
時
に
二
つ
の
次
元
に
足
を
か
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
矛
盾
は
そ
こ
に
キ
イ
ン
し
て
い
る
。
矛
盾
は
、
自
己
と
い

う 

Ⅱ

 

な
仕
組
み
を
め
ぐ
る
謎
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
人
類
と
い
う 

Ⅲ

 

な
仕
組
み
を
め
ぐ
る
謎
と
し
て
現
れ
る
。
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
は
、

Ⅳ

 

な
裾
野
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
。

　多
く
の
現
代
作
家
が
こ
の
苦
悩
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
は
、
あ
る
と
き
は
自
分
を
つ
き
動
か
し
て
い
る
も
の

を
総
体
と
し
て
把
握
で
き
な
い
と
い
うｅ
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
と
し
て
表
現
さ
れ
、
ま
た
あ
る
と
き
は
自
分
を
自
分
と
し
て
感
覚
で
き
な
い
と
い
う
病
理
と
し
て
表
現
さ
れ

る
。

（
三
浦
雅
士
『
主
体
の
変
容
』
に
よ
る
〉

　注
１

　截
然

　
　
　
　
　区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
様
子

　注
２

　パ
ラ
ド
ク
ス

　
　逆
説

－ 3 －

問
一

　二
重
傍
線
部
ａ 

〜
ｅ 

の
カ
タ
カ
ナ
部
分
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

　傍
線
部 

Ａ
「
自
分
は
自
分
自
身
の
心
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
り
根
底
的
な
問
い
」
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　相
手
は
自
分
自
身
を
知
り
抜
い
て
い
る
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ

　
　②

　他
人
へ
の
思
い
や
り
に
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
意
識

　
　
　
　③

　人
間
が
わ
か
る
か
否
か
と
い
う
技
術
的
な
問
題

　
　
　
　
　
　④

　他
人
と
の
距
離
が
あ
ま
り
に
遠
す
ぎ
る
と
い
う
思
い
込
み

　
　
　
　⑤

　自
分
自
身
へ
の
過
剰
で
み
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
関
心

問
三

　傍
線
部 

Ｂ
「
相
手
次
第
」
と
同
じ
意
味
を
持
つ
語
句(

六
字
以
内)

を
本
文
中
よ
り
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

問
四

　空
欄 

ア

・

イ

 

に
該
当
す
る
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ア

　①

　共
有

　
　②

　予
測

　
　
　
　③

　集
中

　
　④

　依
存

　
　
　
　⑤

　分
散

　
　
　
　イ

　①

　他
人

　
　②

　自
分
自
身

　
　③

　神

　
　
　④

　現
代
文
明

　
　⑤

　家
族

問
五

　傍
線
部 

Ｃ
「
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
次
元
へ
と
移
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　絶
対
到
達
で
き
な
い
他
者
と
い
う
ゲ
ン
エ
イ
を
過
剰
な
自
意
識
が
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　②

　二
つ
の
セ
ン
タ
ク
シ
の
前
で
ど
ち
ら
を
選
ぶ
べ
き
か
判
断
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　③

　自
己
自
身
へ
の
絶
対
的
な
意
識
を
他
者
に
向
っ
て
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　④

　他
者
は
ど
こ
ま
で
も
絶
対
的
に
自
己
の
意
識
を
拒
否
し
つ
づ
け
る
も
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　他
者
は
他
者
と
し
て
自
意
識
を
持
ち
、
こ
ち
ら
の
思
い
を
受
け
入
れ
る
余
地
が
な
い
か
ら
。
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－ 4 －

問
六

　傍
線
部 

Ｄ
「
問
い
も
苦
悩
も
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
文
明
的
な
も
の
で
あ
る
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　自
分
の
心
も
他
人
の
心
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
個
人
的
な
問
題
に
限
ら
ず
人
類
で
あ
る
限
り
背
負
う
問
題
だ
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　②

　自
分
と
他
人
の
問
題
は
結
局
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
歴
史
や
文
明
が
違
う
以
上
相
互
理
解
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　す
べ
て
は
歴
史
的
文
明
的
な
文
脈
に
そ
っ
た
も
の
で
、
個
々
の
苦
悩
を
吟
味
し
て
も
意
味
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　④

　宇
宙
の
法
則
や
人
類
の
運
命
と
い
っ
た
絶
対
的
存
在
を
批
判
し
な
い
か
ぎ
り
問
い
の
本
質
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　他
者
の
心
へ
到
達
で
き
な
い
の
は
、
人
類
の
歴
史
と
自
他
の
文
明
と
を
批
判
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
。

問
七

　傍
線
部 

Ｅ
「
こ
の
苦
悩
」
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
を
表
す
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　人
類
は
か
か
わ
り
合
い
の
な
い
世
界
や
歴
史
を
自
力
操
作
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　②

　人
類
は
世
界
の
事
件
の
意
味
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　人
類
は
自
分
で
起
こ
し
た
事
柄
の
後
始
末
を
充
分
に
な
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　④

　人
類
は
人
類
自
身
が
形
成
し
た
物
事
を
自
由
に
操
作
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　人
類
は
現
代
文
明
の
全
域
を
覆
っ
て
い
る
不
安
を
払
拭
す
る
力
を
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
。

問
八

　傍
線
部 

Ｆ
「
自
己
に
つ
い
て
の
自
己
で
あ
る
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　自
分
が
自
分
で
あ
る
ゆ
え
に
自
分
の
問
題
を
知
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　②

　他
者
の
問
題
の
理
解
は
他
者
に
よ
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　自
己
と
他
者
の
相
互
理
解
は
逆
説
的
な
解
釈
で
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　④

　自
己
に
つ
い
て
過
剰
な
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
関
心
を
持
つ
自
己
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　他
者
は
他
者
を
知
り
え
な
い
が
自
己
は
自
己
を
知
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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問
九

　空
欄 

Ⅰ

 

か
ら 

Ⅳ

 

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　Ⅰ

　独
自

　Ⅱ

　狭
量

　Ⅲ

　広
大

　Ⅳ

　巨
大

　
　
　
　②

　Ⅰ

　顕
著

　Ⅱ

　微
小

　Ⅲ

　壮
大

　Ⅳ

　広
大

　
　
　
　③

　Ⅰ

　独
特

　Ⅱ

　微
細

　Ⅲ

　広
大

　Ⅳ

　巨
大

　
　
　
　④

　Ⅰ

　固
有

　Ⅱ

　微
小

　Ⅲ

　巨
大

　Ⅳ

　広
大

　
　
　
　⑤

　Ⅰ

　普
通

　Ⅱ

　微
細

　Ⅲ

　巨
大

　Ⅳ

　広
大

問
十

　本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　自
分
は
他
者
の
心
を
正
確
に
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
は
、
自
分
は
自
分
自
身
の
心
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
よ
り
根
底
的
な
問
い
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　②

　世
の
中
に
は
、
他
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
人
間
と
わ
か
ら
な
い
人
間
が
い
る
が
、
そ
れ
は
時
と
場
合
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
わ
か
ら
な
い
人
間
は
他
人

へ
の
関
心
が
希
薄
で
、
わ
か
ろ
う
と
す
る
努
力
が
不
足
し
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　③

　他
者
の
心
を
正
確
に
掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
は
、
絶
望
的
な
答
に
達
す
る
た
め
の
絶
望
的
な
道
で
し
か
な
い
。
人
類
の

歴
史
の
意
味
を
問
う
問
い
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　④

　現
代
人
の
誰
も
が
、
ま
た
多
く
の
作
家
が
、
他
者
の
心
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
苦
悩
に
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
小
説
家

は
多
く
の
小
説
を
書
い
て
い
る
。
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二  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　古
来
、
病
気
はＡ
天
変
地
異
や
外
敵
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生
存
を
脅
か
すａ
キ
ョ
ウ
イ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
十
世
紀
の
初
め
に

か
け
て
、
伝
染
病
が
病
原
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
病
気
と
い
う
も
の
の
見
方
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
病
気
は
不

可
解
な
も
の
で
も
神
の
怒
り
で
も
な
く
、
科
学
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
の
結
果
、
苦
し
む
人
の
世
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
病
気
と
い
う
も
の
だ
け
に
目
を
向
け
て
、
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
治
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
大
き
な
希
望
が
、
人
々
の
心
に
目
覚
め
た
。
し
か
し
、
実
際
に
結
核
を
含
め
た
い
ろ
い
ろ
な
伝
染
病
をｂ
コ
ク
フ
ク
で
き
る
と
い
う
確

信
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
医
師
も
一
般
の
人
々
も
、
や
が
て
は
す
べ
て
の
病
気
に
科
学

の
力
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
こ
れ
は
幻
想
で
し
か
な
か
っ
た
。
癌が

ん

や
慢
性
病
は
病
原
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
伝
染
病
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
は
い
ず
れ
死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
伝
染
病
に
対
す
る
勝
利
を
、
医
師
も
一
般
の
人
々
も
簡
単
に
手
放
そ
う
と
は
し
な
い
。「
す
べ
て
の
病
気
は
科
学
の
力

で
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。」
と
い
う
希
望
は
根
強
く
人
々
の
心
に
残
っ
て
い
る
。

　身
近
な
人
を
癌
な
ど
で
失
っ
て
、
科
学
の
力
で
も
治
す
こ
と
の
で
き
な
い
病
気
が
あ
る
こ
と
を
経
験
し
た
人
で
も
、「
す
べ
て
の
病
気
は
理
解
で
き
る
も
の

で
あ
る
。」
と
い
う
強
い
確
信
を
持
っ
て
い
る
。「
科
学
は
す
べ
て
の
病
気
を
理
解
で
き
る
。Ｂ
科
学
は 

ア

 

で
あ
る
。」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ

は
信
仰
に
も
似
て
い
る
。
か
つ
て
、
神
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
た
能
力
を
人
々
は
科
学
に
求
め
、
そ
れ
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。

　科
学
信
仰
は
、
一
般
の
人
々
ば
か
り
で
な
く
、
医
師
に
も
強
い
。
医
学
が
成
功
を
収
め
て
い
く
に
つ
れ
て
、
病
人
を
選
別
し
、
命
令
を
与
え
る
人
と
し
て
の

医
師
の
権
限
も
強
く
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
社
会ｃ
ホ
シ
ョ
ウ
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
医
師
は
病
人
に
診
断
を
下
し
、
働
か
な
い
権
利
を
認
め

る
権
限
を
持
つ
人
と
し
て
、
ま
す
ま
す
力
を
得
る
。

　医
師
自
身
の
科
学
に
対
す
る
信
仰
と
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
地
位
の
確
立
に
伴
っ
て
、
医
師
は
強
い
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
一
般
の
人
も
、

か
つ
て
の
呪じ

ゅ
じ
ゅ
つ
し

術
師
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
望
み
も
か
な
え
て
く
れ
る
人
と
し
て
、
医
師
に
依
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。

　西
洋
医
学
は
物
事
の
原
因
と
結
果
を
追
求
す
る
。
そ
の
た
め
に
症
状
を
分
析
し
て
、
測
定
し
、
数
値
と
し
て
表
す
。
病
気
を
数
値
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
病
気
と
い
う
も
の
に
、
だ
れ
の
目
に
も
理
解
し
や
す
い
尺
度
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　病
気
を
数
値
化
す
れ
ば
、
統
計
処
理
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
集
団
と
し
て
の
人
間
の
中
で
、
何
が
正
常
で
あ
り
、
何
が
異
常
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
も
、
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数
値
で
は
っ
き
り
と
出
て
く
る
。
こ
こ
に
は
、
人
々
をＣ
数
値
の
魔
術
に
引
き
込
む
危
険
が
満
ち
て
い
る
。

　科
学
は
ど
の
よ
う
な
問
い
に
も
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
答
え
ら
れ
る
問
題
を
見
つ
け
出
し
て
、
そ
れ
に
答
え
る
の
が
科
学
で
あ
る
。
病
気
に
つ
い
て

言
え
ば
、
ま
ず
、
病
人
と
病
気
を
切
り
離
し
て
、
そ
の
症
状
に
だ
け
注
目
す
る
。
次
に
症
状
の
中
か
ら
、
測
定
可
能
な
も
の
、
検
査
可
能
な
も
の
を
取
り
出
す
。

検
査
の
結
果
を
症
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
し
て
結
論
を
出
す
。

　こ
れ
だ
け
の
過
程
を
見
て
も
、Ｄ
非
常
に
多
く
の
も
の
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、Ｅ
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
ご
く

限
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
る
特
定
の
病
気
を
治
療
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
で
十
分
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。

　こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
医
師
も
一
般
の
人
々
も
医
学
が
出
し
た
答
え
に
だ
け
注
目
し
て
、
答
え
ら
れ
て
い
な
い
部
分
に
は
注
目
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
注
目

し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
部
分
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
さ
え
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

　そ
の
結
果
、
科
学
は
す
べ
て
の
こ
と
に
答
え
ら
れ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
科
学
が
万
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
の
で
あ
る
。
医
学
が
病
人
と

病
気
を
切
り
離
し
て
、
人
間
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
、
検
査
デ
ー
タ
が
人
間
の
体
の
状
態
の
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
た
ら
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
。

イ

 

を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　な
か
で
も
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
は
、
医
学
が
人
間
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
科
学
と
し
て
の
医
学
は
本
質
的
に
分
析
不
可
能

な
も
の
は
扱
え
な
い
の
で
あ
る
。
人
間
と
い
う
存
在
も
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
も
す
べ
て
視
野
の
外
に
置
い
て
、
病
気
の
症
状
に
だ
け
注
目
し
て
そ
れ
を
分
析

す
る
こ
と
こ
そ
科
学
な
の
で
あ
る
。

　科
学
は
人
間
そ
の
も
の
を
も
排
除
し
て
し
ま
う
が
、
人
間
の
持
つ
分
析
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
も
打
つ
手
を
持
た
な
い
。
た
く
さ
ん
の
分
析
不
能
な
問
題

の
中
で
、
現
在
の
医
学
が
最
も
注
目
し
て
い
る
も
の
に
痛
み
と
死
が
あ
る
。

　現
在
の
医
学
で
は
、
痛
み
そ
の
も
の
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
医
師
は
間
接
的
な
デ
ー
タ
か
ら
痛
み
の
程
度
を
判
断
す
る
。
医
師
が
痛
み
が
な

い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
患
者
が
痛
み
を
訴
え
て
も
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
はＦ
医
師
は
神
の
よ
う
に
完
璧
で
あ
り
、
痛
み
の
よ
う
に
患
者
本
人

に
と
っ
て
明
ら
か
な
感
覚
さ
え
も
否
定
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　痛
み
と
い
う
の
は
、
本
来
体
に
備
わ
っ
た
警
告
信
号
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
同
じ
状
況
に
陥
っ
た
時
に
ど
れ
く
ら
い
の
痛
み
を
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
個

人
差
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、Ｇ
個
人
差
と
い
う
も
の
も
、
科
学
の
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　痛
み
の
研
究
が
進
む
と
、
痛
み
の
分
析
が
始
ま
る
。
痛
み
に
は
、
生
理
的
痛
み
、
心
理
的
痛
み
、
霊
的
痛
み
が
あ
る
と
い
う
。
生
理
的
痛
み
に
関
し
て
は
、
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　こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
問
題
に
だ
け
注
意
を
集
中
す
る
医
療
に
は
、
何
か
偏
り
を
感
じ
る
し
、Ｈ
そ
の
よ
う
な
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
世
の
中
に
も
、
人

間
本
来
の
姿
か
らｅ
ユ
ウ
リ
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　遺
伝
子
診
断
、
遺
伝
子
治
療
、
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
作
成
な
ど
、
科
学
は
生
命
倫
理
的
に
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
技
術
を
次
々
に
開
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

技
術
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
い
か
に
応
用
す
る
か
と
い
う
私
た
ち
の
考
え
方
に
問
題
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
科
学
の
進
歩
に

見
合
っ
た
人
間
の
成
熟
が
要
求
さ
れ
る
。

　特
に
こ
の
よ
う
な
科
学
技
術
が
、
経
済
的
利
益
と
結
び
つ
く
時
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
誤
り
を
冒
す
可
能
性
が
あ
る
。
科
学
の
限
界
を
考
え
、
人
間
の
限
界

を
わ
き
ま
え
て
、
謙
虚
に
自
然
と
向
き
合
う
姿
勢
が
、
今
、
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（『

文
藝
別
冊

　総
特
集

　柳
澤
桂
子
』
に
よ
る
）

問
一

　本
文
の
二
重
傍
線
部
ａ 

〜
ｅ 

の
熟
語
の
傍
線
部
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ａ

　キ
ョ
ウ
イ

　
　①

　キ
イ
な
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②

　イ
シ
ャ
リ
ョ
ウ
を
請
求
す
る

　
　
　
　
　③

　父
の
イ
サ
ン
を
相
続
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　国
家
の
イ
シ
ン
を
保
つ

　
　
　
　
　
　
　⑤

　多
く
の
イ
ケ
ン
を
無
視
し
て
会
議
を
進
め
た

　
　
　
　ｂ

　コ
ク
フ
ク

　
　①

　と
て
も
コ
ク
シ
に
耐
え
ら
れ
な
い

　
　
　②

　選
挙
の
コ
ク
ジ
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　③

　事
件
を
コ
ク
メ
イ
に
記
録
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　コ
ク
セ
イ
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑤

　シ
ン
コ
ク
な
事
態
に
な
っ
た

　
　
　
　ｃ

　ホ
シ
ョ
ウ

　
　①

　車
が
コ
シ
ョ
ウ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　②

　与
え
た
損
害
を
ベ
ン
シ
ョ
ウ
し
た

　
　
　③

　犯
罪
の
カ
ク
シ
ョ
ウ
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　ケ
イ
シ
ョ
ウ
を
鳴
ら
す

　
　
　
　
　
　
　⑤

　船
が
ア
ン
シ
ョ
ウ
に
乗
り
上
げ
る

　
　
　
　ｄ

　シ
ン
シ
ョ
ク

　①

　シ
ン
パ
ン
の
判
定
に
従
う

　
　
　
　
　
　②

　友
の
シ
ン
シ
ョ
ウ
を
害
し
て
し
ま
っ
た

　③

　仕
事
の
シ
ン
チ
ョ
ク
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　軍
隊
が
他
国
に
シ
ン
ニ
ュ
ウ
し
た

　
　
　⑤

　シ
ン
ケ
ン
な
表
情

　
　
　
　ｅ

　ユ
ウ
リ

　
　
　①

　候
補
者
が
地
方
に
ユ
ウ
ゼ
イ
に
出
る

　
　②

　ユ
ウ
シ
ュ
ウ
な
成
績
を
修
め
る

　
　
　
　③

　ユ
ウ
キ
ュ
ウ
休
暇
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　昔
か
ら
の
シ
ン
ユ
ウ
を
家
に
招
待
す
る

　⑤

　ユ
ウ
ダ
イ
な
景
色
を
堪
能
す
る

－ 10 －

問
二

　傍
線
部 

Ａ
「
天
変
地
異
」
の
四
字
熟
語
と
構
成
が
最
も
近
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　因
果
応
報

　
　②

　快
刀
乱
麻

　
　③

　雲
散
霧
消

　
　④

　大
器
晩
成

　
　⑤

　弱
肉
強
食

問
三

　傍
線
部 

Ｂ
「
科
学
は 

ア

 

で
あ
る
」
の
空
欄 

ア

 

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　力

　
　②

　全
知

　
　③

　幻
想

　
　④

　不
可
解

　
　⑤

　希
望

問
四

　傍
線
部 

Ｃ
「
数
値
の
魔
術
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　病
気
を
数
値
化
し
統
計
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
が
正
常
で
、
何
が
異
常
で
あ
る
か
が
は
っ
き
り
す
る
こ
と
。

　
　
　
　②

　病
気
を
数
値
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
病
気
が
誰
で
も
理
解
で
き
る
も
の
だ
と
い
う
誤
解
を
生
む
こ
と
。

　
　
　
　③

　病
気
の
数
値
化
で
正
常
値
が
健
康
の
基
準
と
な
り
そ
こ
か
ら
外
れ
る
数
値
が
出
て
し
ま
う
と
、「
病
人
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

　
　
　
　④

　痛
み
も
数
値
化
さ
れ
、
数
値
に
表
れ
な
い
と
患
者
が
痛
み
を
訴
え
て
も
医
師
に
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　病
気
の
数
値
化
に
よ
り
、
病
人
を
選
別
し
治
療
方
針
を
指
示
す
る
人
と
し
て
の
医
師
の
権
限
が
強
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
。

問
五

　傍
線
部 

Ｄ
「
非
常
に
多
く
の
も
の
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
「
科
学
の
性
質
」
に
つ
い
て
端
的
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
二
つ
の
連
続
す
る
文
の
最
初
の
五
文
字
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
六

　傍
線
部 

Ｅ
「
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
」
と
同
じ
意
味
内
容
の
表
現
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　症
状
に
現
れ
た
こ
と

　
　②

　切
り
離
さ
れ
た
こ
と

　
　
　③

　治
療
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　④

　数
値
化
さ
れ
た
こ
と

　
　⑤

　診
断
が
下
さ
れ
た
こ
と

問
七

　空
欄 

イ

 

に
入
る
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　科
学
が
非
人
間
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　②

　科
学
に
限
界
の
あ
る
こ
と

　
　
　③

　科
学
は
非
社
会
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　④

　科
学
信
仰
は
正
し
く
な
い
こ
と

　
　
　
　
　⑤

　科
学
は
医
学
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と

－ 11 －

問
八

　傍
線
部 

Ｆ
「
医
師
は
神
の
よ
う
に
完
璧
で
あ
り
」
と
あ
る
が
、「
神
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
を
こ
の
部
分
以
降
の
本
文
中
か
ら
抜
き
出

し
な
さ
い
。

問
九

　傍
線
部 

Ｇ
「
個
人
差
と
い
う
も
の
も
、
科
学
が
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄 

Ⅰ

・

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
語
を
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　
　
　
　個
人
差
と
い
う
も
の
は 

Ⅰ

・

Ⅱ

 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

問
十

　傍
線
部 

Ｈ
「
そ
の
よ
う
な
も
の
」
に
該
当
し
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　痛
み
、
死
な
ど

　
　
　
　
　
　
　②

　人
間
と
し
て
受
容
す
べ
き
問
題

　
　
　
　③

　人
間
本
来
の
自
己
感
覚

　
　
　
　④

　病
気
と
そ
れ
に
伴
う
苦
し
み

　
　⑤

　科
学
の
名
の
下
で
発
せ
ら
れ
る
情
報

問
十
一

　筆
者
は
こ
の
文
章
を
四
段
構
成
で
記
し
て
い
る
。
１ 

２ 

４ 

を
そ
れ
ぞ
れ
一
段
落
目
、
二
段
落
目
、
四
段
落
目
の
始
ま
り
と
す
る
と
、
第
三
段
落
は

ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
。
最
初
の
五
文
字
を
答
え
な
さ
い
。

－ 8 －

鎮
痛
剤
な
ど
で
対
処
し
、
心
理
的
、
霊
的
痛
み
に
対
し
て
は
、
ま
た
別
の
対
処
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
生
理
的
痛
み
以
外
の
痛
み
の
存
在
に
気

づ
か
な
か
っ
た
時
よ
り
は
、
状
況
が
改
善
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
物
事
を
分
析
し
な
け
れ
ば
対
処
で
き
な
い
科
学
の
本
質
が
、
こ

こ
に
は
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
う
。

　医
師
の
判
断
に
よ
っ
て
、
医
学
的
に
証
明
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
痛
み
に
対
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
処
置
が
施
さ
れ
る
。
医
師
は
、
病
人
そ
の
も
の
は
自
分

の
視
野
か
ら
閉
め
出
し
て
、
痛
み
だ
け
に
注
目
す
る
。
病
人
は
、
痛
み
と
い
う
自
分
だ
け
に
し
か
わ
か
ら
な
い
感
覚
を
医
師
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
患

者
は
も
は
や
自
分
の
痛
み
と
闘
う
必
要
も
耐
え
る
必
要
も
な
く
、
す
べ
て
を
医
師
に
ゆ
だ
ね
る
。
医
師
に
依
存
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　こ
こ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
病
の
苦
し
み
の
中
か
ら
、
痛
み
を
一
つ
の
例
と
し
て
引
い
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
痛
み
を
取
り
除
く
こ
と
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
し
て
、
病
人
か
ら
苦
し
み
を
受
容
す
る
能
力
が
し
だ
い
に
奪
わ
れ
て
い
く
。
医
師
と
い
う
絶
対
者
を
信
じ
、
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね
て
し
ま
っ
た
患

者
は
、
自
分
の
足
で
立
つ
能
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
病
気
も
痛
み
も
死
も
、
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
依
存
性
は
無

能
力
へ
と
変
貌
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
患
者
の
自
己
決
定
権
を
議
論
し
て
も
始
ま
ら
な
い
。
病
気
と
そ
れ
に
伴
う
苦
し
み
を
患
者
に
返
し
、
患
者
が
そ
れ
を
自
分
の
も
の
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
状
況
で
初
め
て
、
自
己
決
定
と
い
う
考
え
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

　病
気
の
治
療
に
お
い
て
、
科
学
は
た
し
か
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
中
心
静
脈
輸
液
、
超
音
波
診
断
、
麻
酔
な
ど

優
れ
た
技
術
も
開
発
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
科
学
の
限
界
を
忘
れ
、
科
学
を
過
度
に
信
じ
た
結
果
、
病
気
か
ら
人
間
を
排
除
し
、
人
間
本
来
の
自
己
感
覚

を
否
定
し
、
病
人
が
苦
し
み
を
受
容
す
る
能
力
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

　ま
た
、
病
気
と
い
う
、
病
人
と
は
切
り
離
せ
な
い
状
態
に
病
名
を
つ
け
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
も
、
大
き
な
問
題
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
一

人
ひ
と
り
の
病
人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
議
論
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
が
、
そ
の
社
会
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　さ
ら
に
は
、
科
学
の
名
の
下
に
発
せ
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
人
々
の
健
康
感
をｄ
シ
ン
シ
ョ
ク
す
る
。
動
物
本
来
の
「
何
も
苦
痛
を
感
じ
な
い
」
と
い
う

健
康
で
は
な
く
、
検
査
デ
ー
タ
に
依
存
し
た
「
正
常
値
」
が
健
康
の
基
準
に
な
る
。
統
計
的
な
中
心
値
か
ら
ず
れ
た
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
「
病
人
」
が
出
現

す
る
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
医
師
が
痛
み
、
癌
、
死
な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
社
会
に
伝で

ん

播ぱ

し
、
社
会
は
ま
す
ま
す
そ
れ
ら
の
も
の
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
る
。

人
間
と
し
て
受
容
す
べ
き
問
題
と
し
て
受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
注
意
が
そ
こ
に
集
中
さ
れ
、
社
会
現
象
と
し
て
の
恐
れ
を
生
み
出
す
。

４
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札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学前期試験Ｂ日程

理科（生物基礎）

２０２２年２月５日（土）

２時限目　１１：３０～１２：３０

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～４頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

1

生物基礎

１   酵素に関する次の文を読み，問い（問１～４）にそれぞれ答えなさい。

　肝臓に含まれる酵素のはたらきを調べるために，以下の試験管Ａ～Ｆを用意し，試験管内の様子

を観察した。また，反応を始めてから火のついた線香を試験管の口に近づけて火の状態を観察した。

なお，反応は断りがない限り，中性，室温下で行うものとする。

試験管Ａ： 3 % 過酸化水素水

試験管Ｂ： 3 % 過酸化水素水＋生の肝臓片

試験管Ｃ： 3 % 過酸化水素水＋酸化マンガン(Ⅳ)

試験管Ｄ：蒸留水

試験管Ｅ：蒸留水＋生の肝臓片

試験管Ｆ：蒸留水＋酸化マンガン(Ⅳ)

問１　試験管Ａ～Ｆの中で線香の火が大きくなったものはどれか。過不足なく記号で答えなさい。

問２　この実験で，線香の火を大きくさせた物質の名称を答えなさい。また，その物質を生じさせ

た反応の化学反応式を答えなさい。

問３　試験管Ｂ～Ｃ，Ｅ～Ｆに加える生の肝臓片および酸化マンガン(Ⅳ)を予め十分に煮沸した後，

室温まで冷却した。これらの試験管の中で，線香の火が大きくなったものはどれか。その結果

となった理由とともに記述しなさい。

問４　試験管ＢおよびＥに加える肝臓片を予め細かくすりつぶして加えた場合のそれぞれの試験管

における線香の火の様子は，すりつぶさなかった場合と比べてどうなると考えられるか。理由

とともに記述しなさい。なお，加えた肝臓片の重量はいずれの場合も同じであったとする。

2

生物基礎

２   細胞分裂と DNA 複製に関する次の文を読み，以下の問い（問１～ 問５）に答えなさい。

　体細胞分裂の過程は，分裂期と間期に分けられる。さらに，分裂期は前期，中期，後期，終期に

分けられ，間期は G1 期，S 期，G2 期に分けられる。

　間期では，(ア) は光学顕微鏡で観察できない。分裂期の (ア) の変化の様子を光学顕微鏡で観察

するには，分裂が盛んに行われる植物の成長点などを材料として用いると容易にできる。分裂期

の前期には，核内に分散していた (ア) が凝縮し，(イ) が消失する。中期には，凝縮した (ア) が

細胞の (ウ) 面に並ぶ。後期になると，それぞれの (ア) は分離し，細胞の (エ) へ移動する。そし

て終期に (ア) はもとの状態に戻り，動物細胞では外側からくびれ，植物細胞では (オ) ができて

細胞質が２つに分かれる。つまり，体細胞分裂では１個の母細胞が２個の (カ) になる。これら

の (カ) に含まれる DNA は，間期の間に，塩基の (キ) という性質に基づいて，元の DNA と同じ

塩基配列をもつ DNA が複製されたものである。したがって，間期のうち (ク) の間では，１つの

細胞の中で DNA 量が元の量の (ケ) 倍になるまで徐々に増加することになる。

問１　空欄 (ア)～ (ケ) に入る最も適切な語句または数字をそれぞれ答えなさい。

問２　DNA の複製が終わり，分裂の準備が行われるのはどれか，次の解答群から選んで答えなさ

い。

　　　問２に対する解答群

　　　前期　中期　後期　終期　G1 期　S 期　G2期

問３　光学顕微鏡で細胞を観察する際に， (ア) を観察しやすくする試薬として適切なものを１つ答

えなさい。

問４　体細胞分裂を繰り返す細胞において，分裂を終えて生じた細胞が次の分裂を終えるまでの一

連の過程を何というか，答えなさい。

問５　問４の一連の過程が制御できず，分裂し続ける細胞の例を１つ答えなさい。

3

生物基礎

３   生物の体内環境に関する次の文を読み，以下の問い（問１～ 問３）に答えなさい。

　ヒトの神経系は，中枢神経系と末梢神経系の２つからなる。中枢神経系は，脳と (ア) から構成

される。脳は，大脳，(イ)，および複数の器官集合体である脳幹からなり，脳幹は間脳，(ウ) や (エ)

からなる。間脳には，体温，体液濃度，血糖値の調節を行う (オ) のような器官がある。末梢神経

系は，感覚と骨格筋を支配する (カ) と，内臓などを支配する (キ) に分けられる。この(キ) には，

(ク) と (ケ) があり，互いに (コ) に作用する。(ク) は，興奮状態にあるときにはたらき，(ケ) は

休息時などにはたらく。これらは恒常性に係わっていて，意思とは無関係にはたらいている。(ク)

が優位になると，胃腸の運動は (サ) され，心臓の拍動は (シ) され，血圧は (ス) する。(ケ) が優

位になると，排尿は (セ) され，気管支は (ソ) する。

問１　空欄 (ア)～ (ソ) に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。ただし，空欄 (サ)～ (ソ)

には同じ語句が複数の空欄に入ることがある。

問２　文中の (ク) は中枢神経系のうちどの部位から出ているか，答えなさい。

問３　血糖濃度が低下した場合，文中の (ク) の刺激によって，２種類の内分泌物の放出が促される。

この２種類の内分泌物と，その分泌腺の名称をそれぞれ答えなさい。
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4

生物基礎

４   エネルギーの流れに関する次の文を読み，問い（問１～ 問４）に答えなさい。

　生態系は主に生産者と消費者で構成されており，
⒜
生産者が合成する有機物の一部が消費者に取り

こまれ，利用される。このような食うものと食われるものとの間には，一連のつながりが生じてい

る。しかし，実際には消費者が複数種の生物を捕食するため，より複雑な関係性が生じる。これを

(ア) という。

　生態系は環境要因の変化に応じて一定のバランスが保たれているが，
⒝
外来種により生態系のバラ

ンスが崩れてしまうことが問題となっている。

問１　空欄 (ア) に入る，最も適切な語句を答えなさい。

問２　下線部 ⒜ に関して，生産者は無機物だけを利用して有機物を合成し，生命活動を維持する

ことができる。このような生物を何というか。最も適切な語句を答えなさい。

問３　ある生態系における物質の収支を測定したところ，表１に示す結果を得た。空欄 (イ)～ (ケ)

に入る，最も適切な数値をそれぞれ答えなさい。

表１　ある生態系における物質収支（g/m2・年）

栄養段階
総生産量

（同化量）

純生産量

（生産量）
成長量 被食量

枯死または

死亡量
呼吸量 不消化排出量

生産者 2330 (イ) 480 110 (ウ) 1320

一次消費者 90 (エ) 28 15 22 (オ) (カ)

二次消費者 (キ) 7 (ク) 1 2 5 (ケ)

問４　下線部 ⒝ に関して，外来種の定義を簡潔に記述しなさい。
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札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学後期試験

国　　語

注　意

１．この問題冊子は試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～15頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年３月１６日（水）

１時限目　１０：００～１１：００

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

 

「
都
市
」
は
雑
多
で
多
様
な
人
々
が
行
き
交
い
、ａ
シ
ン
取
の
気
運
に
み
ち
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
と
く
に
い
ま
驚
異
的
な
発
展
と
変

化
を
と
げ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
の
都
市
を
訪
れ
る
と
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ
る
。
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
「
モ
ノ
」
の
魅
力
、
新
し
い
「
機
会
」
を
見
つ
け
る

可
能
性
、
仕
事
に
つ
く
チ
ャ
ン
ス
と
言
っ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
「
空
気
」
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
都
市
の
も
っ
て
い
る
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
自
由
な
空

気
が
、
ど
ん
ど
ん
人
を
引
き
つ
け
て
い
く
。
国
内
の
各
地
か
ら
、
あ
る
い
は
国
境
を
越
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸
収
す
る
か
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
「
都
市
」
は
活
気
づ
い
て
い
く
の
だ
。

　し
か
し
、
い
く
ら
「
実
感
」
と
し
て
こ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
よ
う
と
、
こ
の
「
都
市
」
の
顔
が
非
常
に
一
面
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
南
ア
ジ
ア
で

調
査
を
し
て
い
る
と
き
、
し
ば
ら
く
都
市
か
ら
は
な
れ
て
生
活
し
て
い
て
、
ま
た
そ
こ
に
戻
っ
て
く
る
と
、
騒
音
や
道
路
に
舞
い
上
が
る
砂
す
な
ぼ
こ
り

埃
に
ア

辟へ
き
え
き易

し
な
が
ら

も
、
街
に
活
気
が
あ
る
と
自
分
の
気
持
ち
も
つ
ら
れ
て
元
気
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
都
市
に
は
や
は
り
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
む
し
ろ
一
瞬
で
、
し
ば
ら
く
す
る
と
「
活
気
」
や
「
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
を
通
り
越
し
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
「
危

う
い
」、
あ
る
い
は
「
も
ろ
い
」
と
い
う
感
覚
が
現
れ
て
く
る
。
そ
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
い
う
積
極
的
なイ
ニ
ュ
ア
ン
ス
よ
り
は
、
こ
Ａ

の
「
危

う
さ
」
が
う
っ
す
ら
と
街
を
覆
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
足
下
の
そ
こ
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
と
い
っ
た
印
象
の
ほ
う
が
、
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
に
い
る
と
強
く

感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

 

「
都
市
化
」
は
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
生
じ
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
だ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
「
発
展
」
の
も
の
さ
し
と
も
見
ら
れ
て
き
た
が
、
今
で
は
そ
れ
ほ

ど
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。
発
展
途
上
国
の
都
市
に
は
、
医
療
や
福
祉
制
度
な
ど
の
整
備
が
ま
っ
た
く
追
い
つ
か
な
く
な
る
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
大
量
に
人
々
が

流
れ
込
ん
で
い
る
。
住
む
と
こ
ろ
も
な
く
不
衛
生
な
環
境
で
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
た
め
に
、
疫
病
も
発
生
し
や
す
く
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が
流は

行や

る
と
い
っ

ぺ
ん
に
多
く
の
人
々
が
感
染
し
て
し
ま
う
。
大
気
汚
染
や
犯
罪
な
ど
は
決
し
て
「
都
市
」
の
問
題
と
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
途
上
国
で
はウ
急
激
な
開
発

と
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
の
た
め
に
、ｂ
事
タ
イ
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
深
刻
で
危
険
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　し
か
し
先
に
わ
た
し
が
感
じ
た
「
危
う
さ
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
「
危
険
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
を

背
景
と
し
な
が
ら
現
れ
て
く
る
、
人
々
の
「
ア注１
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
意
識
に
関
わ
る
も
の
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
し
て
国
境
を
越
え
て
労
働
者
が
大
量
に
移

動
し
て
い
る
現
在
、Ｂ
そ
れ
は
途
上
国
の
都
市
に
限
っ
た
こ
と
だ
と
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
政
治
学
者
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
発
達
と
大
量
移
民
に
よ
っ
て
、
今
で
は
人
々
がＣ
新
し
い
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
とｃ
指
テ
キ
し
て
い
る
。
た
と

－ 2 －

え
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
出
稼
ぎ
に
き
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
飛
行
機
や
船
、
列
車
な
ど
母
国
に
帰
る
手
段
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
実
際
に
は
移
民
し

て
き
た
人
々
が
故
郷
に
帰
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
以
前
に
比
べ
て
行
き
来
は
ず
っ
と
容
易
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、

「
移
住
先
」
と
「
故
郷
」
と
の
「
距
離
」
はｄ
カ
ク
段
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
人
々
が
移
住
先
で
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
続
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
う
で
き
る

よ
う
な
条
件
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
情
報
、
旅
行
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、「
エ注２
ス
ニ
ッ

ク
」
を
売
り
物
に
す
る
商
品
群
の
な
か
に
現
れ
る
の
は
、
ど
こ
か
誇
張
さ
れ
理
想
化
さ
れ
た
「
母
国
」
で
は
あ
っ
て
も
、
故
国
を
離
れ
て
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
そ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
自
分
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
か
す
か
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
わ
け
で
、
母
国
に
い
た
と
き
に
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
「
国
民
」

と
し
て
の
、
あ
る
い
は
「
民
族
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
遠
い
異
国
の
中
で
か
な
り
「
純
化
」
さ
れ
た
か
た
ち
で
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。
大

量
の
移
民
が
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
い
っ
そ
う
易
し

く
な
る
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。

　し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
「
故
郷
」
と
の
つ
な
が
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
想
像
」
は
、
や
は
り
「
一
貫
性
」
あ
る
い
は
「
連
続
性
」
を
欠
い
て

お
り
、
不
安
定
で
あ
る
と
同
時
に
熱
し
や
す
く
、
ま
た
突
然
現
れ
る
と
い
う 
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を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
都
市
に
身
を
お
い
て
い
る
と
き

に
感
じ
ら
れ
るエ
漠
然
と
し
た
「
危
う
さ
」
に
通
じ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
発
展
途
上
国
の
都
市
を
中
心
に
起
こ
っ
た
民
族
間
の
衝
突
の
多
く
は

　地

方
か
ら
都
市
に
職
を
求
め
て
流
入
し
た
若
者
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、故
郷
に
住
ん
で
い
れ
ば
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
「
連
続
性
」
を
欠
い
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
の
欠
如
に
よ
る
危
険
な
側
面
が
、
表
面
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　文
化
人
類
学
者
の
コ
マ
ロ
フ
は
南
ア
フ
リ
カ
の
新
し
い
国
家
づ
く
り
の
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
家
づ
く
り
が
何
か
「
即
席
」
に
で

き
あ
が
る
よ
う
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
、「
新
し
い
」
南
ア
フ
リ
カ
が
「
電
波
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
空
間
」
上
に
、
非
常
に
強
力
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
言
う
に
は
、
映
像
の
中
で
人
々
が
国
歌
を
歌
っ
て
い
た
り
、
国
旗
を
ふ
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
選
挙
の
投
票
の
た
め
に
列
に
並
ん
で
い
た

り
す
れ
ば
、
と
た
ん
に
そ
の
「
人
々
」
は
「
国
民
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
てＤ
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
「
国
民
」
の
想
像
は
、
本
来
矛
盾
や
問

題
を
多
く
含
む
「
国
民
づ
く
り
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
一
貫
し
て
い
て
矛
盾
が
な
い
か
の
よ
う
に
見
せ
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
想
像
」
は
「
国
民
」
で
な
く
と
も
、
民
族
や
文
化
集
団
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
わ
た
し
た
ち
は
、「
国
民
」
や
「
文
化
」「
民

族
」
と
い
っ
た
も
の
が
、
い
と
も
簡
単
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
生
み
出
さ
れ
や
す
い
社
会
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
大
量
の
移
動
、
移
民
、
あ
る
い
は
開

発
に
伴
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
多
く
の
人
々
の
都
市
へ
の
移
動
な
ど
は
、こ
の
傾
向
に
い
っ
そ
う 
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を
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
想
像
の
集
団
」
は
、

都
市
で
は
ま
す
ま
す
現
れ
や
す
く
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
さ
れ
や
す
く
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
想
像
」
は
、
土
地
に
根
ざ
し
た
、
そ
れ
を
生
き
る
人
々
に

－ 3 －

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
「
文
化
」
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
、
い
つ
ど
こ
に
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で
「
想
像
の
集
団
」
が
生
み
出
さ
れ
て
来
る
の

か
が
非
常
に
つ
か
み
に
く
く
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
「
危
う
さ
」
の
感
覚
を
つ
の
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

（
岡
本
真
佐
子
『
開
発
と
文
化
』
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　注
１

　ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
自
己
同
一
性
。
自
分
が
独
自
の
存
在
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
。）

　
　
　
　
　
　注
２

　エ
ス
ニ
ッ
ク

　
　
　

 

（
民
族
風
な
こ
と
。）

問
一

　傍
線
部
ａ 

〜 

ｄ 

の
カ
タ
カ
ナ
部
と
同
じ
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ａ

　シ
ン
取
（

　①

　シ
ン
剣
に
取
り
組
む

　
　②

　産
業
の
シ
ン
興
を
図
る

　
　③

　精
ジ
ン
料
理
を
味
わ
う

　
　
　④

　誌
面
を
刷
シ
ン
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑤

　シ
ン
縮
自
在
な
繊
維

　）

　
　
　
　ｂ

　事
タ
イ
（

　①

　緊
急
タ
イ
策
の
実
施

　
　②

　旧
タ
イ
依
然
の
や
り
方

　
　③

　高
価
な
品
を
頂
ダ
イ
す
る

　
　④

　土
砂
が
タ
イ
積
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑤

　事
故
で
道
が
渋
タ
イ
し
た

　）

　
　
　
　ｃ

　指
テ
キ
（

　①

　果
実
を
ツ
み
取
る

　
　
　②

　矢
を
マ
ト
に
当
て
る

　
　
　③

　新
緑
か
ら
シ
タ
タ
る
水

　
　
　④

　あ
の
人
に
は
カ
ナ
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑤

　敗
れ
た
カ
タ
キ
を
討
つ

　）

　
　
　
　ｄ

　カ
ク
段
（

　①

　道
路
の
カ
ク
張
工
事

　
　②

　投
票
数
が
カ
ク
定
す
る

　
　③

　性
能
を
比
カ
ク
す
る

　
　
　
　④

　先
人
が
残
し
た
カ
ク
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑤

　機
器
を
遠
カ
ク
操
作
す
る

　）

 

問
二

　傍
線
部 

ア
、
イ 
の
語
句
の
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ア
「
辟
易
」

　
　
　

 
（

　①

　迷
惑
な
こ
と

　
　②

　困
惑
す
る
こ
と

　
　
　③

　支
障
が
出
る
こ
と

　
　④

　閉
口
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　⑤

　途
方
に
暮
れ
る
こ
と

　）

　
　
　
　イ
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」（

　①

　強
い
印
象

　
　
　②

　微
妙
な
意
味
合
い

　
　③

　明
ら
か
な
変
化

　
　
　④

　も
の
事
の
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　⑤

　深
い
意
味
合
い

　）
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－ 4 －

問
三

　空
欄
部 

 

Ⅰ
・
Ⅱ 

に
入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　Ⅰ
（

　①

　及
び
難
さ

　
　②

　救
い
難
さ

　
　③

　分
か
ち
難
さ

　
　④

　御
し
難
さ

　
　⑤

　避
け
難
さ

　）

　
　
　
　Ⅱ
（

　①

　追
い
込
み

　
　②

　弾
み

　
　
　
　③

　発
破

　
　
　
　
　④

　圧
力

　
　
　
　⑤

　拍
車

　）

問
四

　傍
線
部 
Ａ
「
こ
の
『
危
う
さ
』
が
う
っ
す
ら
と
町
を
覆
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　大
量
の
労
働
者
が
移
動
し
て
く
る
都
市
の
環
境
が
少
し
ず
つ
悪
化
し
て
い
く
こ
と
が
目
に
見
え
な
い
た
め
、
そ
の
危
険
性
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
。

　
　
　
　②

　移
民
が
も
つ
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
異
国
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
純
化
さ
れ
、
や
が
て
危
険
な
民
族
間
の
対
立
に
発
展
し
て
い
く
か
ら
。

　
　
　
　③

　都
市
に
流
入
し
て
来
る
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
土
地
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
不
安
定
で
は
っ
き
り
せ
ず
利
用
さ
れ
や
す
い
も
の
だ
か

ら
。

　
　
　
　④

　多
く
の
人
々
が
都
市
に
流
れ
込
む
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
国
民
」
や
「
民
族
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
薄
れ
、
収
拾
が
つ
か
な
い
危
険
を
招
く
と

感
じ
る
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　労
働
者
が
国
境
を
越
え
て
大
量
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
発
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
消
滅
し

て
い
く
か
ら
。

－ 5 －

問
五

　傍
線
部 

Ｂ
「
そ
れ
は
途
上
国
の
都
市
に
限
っ
た
こ
と
だ
と
も
い
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　先
進
国
に
大
量
の
移
住
者
が
増
え
る
現
象
は
都
市
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
所
で
進
行
し
て
お
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
は
必
然
的
に
起
こ
る

も
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　②

　途
上
国
か
ら
都
市
に
移
り
住
む
人
々
の
「
国
民
」
や
「
民
族
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
母
国
に
い
る
時
よ
り
も
純
化
さ
れ
て
強
く
な
る
も
の
だ

か
ら
。

　
　
　
　③

　外
国
人
労
働
者
の
大
量
移
入
は
世
界
各
国
で
進
行
し
て
い
て
、
先
進
国
の
都
市
に
住
む
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
も
影
響
を
あ
た
え
て

い
る
か
ら
。

　
　
　
　④

　人
口
が
増
加
し
て
い
る
途
上
国
の
都
市
だ
け
で
な
く
、マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
が
地
方
に
も
波
及
し
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　国
境
を
越
え
て
都
市
に
大
量
に
流
入
す
る
人
々
が
も
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
安
定
さ
は
、
大
き
な
発
展
を
続
け
る
国
に
特
有
の
問
題
で
は
な
い

か
ら
。

問
六

　傍
線
部 

Ｃ
「
新
し
い
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』」
と
あ
る
が
ど
う
い
う
点
が
「
新
し
い
」
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　母
国
に
も
移
住
先
の
生
活
や
文
化
に
も
根
ざ
さ
な
い
、
一
貫
性
に
欠
け
た
想
像
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
。

　
　
　
　②

　母
国
の
文
化
と
移
住
先
の
文
化
が
交
じ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
、
普
遍
的
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
点
。

　
　
　
　③

　大
量
の
移
民
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
に
根
ざ
し
た
、
よ
り
純
化
さ
れ
た
想
像
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
点
。

　

　
　
　
　④

　そ
の
土
地
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
文
化
や
価
値
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
可
能
性
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
点
。

　
　
　
　⑤

　マ
ス
コ
ミ
の
発
達
と
そ
の
波
及
効
果
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
国
民
・
民
族
と
し
て
の
自
覚
が
う
ま
れ
る
点
。

－ 6 －

問
七

　傍
線
部 

Ｄ
「
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
『
国
民
』
の
想
像
は
、本
来
矛
盾
や
問
題
を
多
く
含
む
『
国
民
づ
く
り
』
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
い
、

そ
れ
が
ま
っ
た
く
一
貫
し
て
い
て
矛
盾
が
な
い
か
の
よ
う
に
見
せ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　「
国
民
づ
く
り
」
に
は
電
波
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
力
が
欠
か
せ
ず
、
あ
る
べ
き
姿
を
映
像
で
連
続
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
矛
盾
や
問
題
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　②

　「
国
民
づ
く
り
」
を
す
る
上
で
は
電
波
な
ど
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
が
複
雑
な
矛
盾
や
問
題
を
解
決
し
て
い
く
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　電
波
や
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
「
国
民
像
」
が
現
実
と
か
け
離
れ
て
い
て
、
矛
盾
や
問
題
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
危
険
性
を
は
ら

ん
で
い
る
こ
と
。

　
　
　
　④

　「
国
民
づ
く
り
」
の
筋
道
や
い
き
さ
つ
が
、
電
波
映
像
や
マ
ス
コ
ミ
情
報
と
し
て
国
民
に
伝
わ
る
中
で
生
じ
る
「
想
像
」
に
よ
っ
て
、
矛
盾
や
問
題

が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　電
波
情
報
や
マ
ス
コ
ミ
情
報
が
強
力
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
や
問
題
、
対
立
な
ど
の
原
因
が
曖
昧
に
な
り
一
貫
し
た
対
応
や
「
国
民
づ
く
り
」

が
難
し
く
な
る
こ
と
。

－ 7 －

問
八

　本
文
の
構
成
上
の
特
徴
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
都
市
化
が
世
界
中
で
す
す
み
、
外
国
人
労
働
者
や
移
民
が
増
加
す
る
中
で
の
「
国
づ
く
り
」
の
「
危
う
さ
」
に
つ
い
て
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　②

　途
上
国
で
の
体
験
で
得
た
感
触
か
ら
具
体
的
な
例
を
と
り
あ
げ
、
二
人
の
学
者
の
説
を
手
が
か
り
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
都
市
に
共
通
す

る
「
危
う
さ
」
と
し
て
一
般
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　③

　途
上
国
の
実
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
経
済
発
展
の
た
め
の
開
発
が
も
た
ら
す
様
々
な
矛
盾
と
「
危
う
さ
」
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
掘
り
下
げ

て
焦
点
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　④

　外
国
の
都
市
で
の
実
体
験
を
も
と
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
都
市
の
活
気
の
裏
側
に
存
在
す
る
「
危
う
さ
」
と
絶
望
的
な
状
況
を
、
政
治
学
的
観
点
と

文
化
人
類
学
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
労
働
力
や
人
口
が
流
入
す
る
現
状
と
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
の
両
面
か
ら
、
都
市
の
「
危
う
さ
」
に

つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

問
九

　傍
線
部 

ウ
、
エ 

の
対
義
語
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ウ
「
急
激
」（

　チ
エ
ン

　
　
　オ
ン
ケ
ン

　
　シ
ン
チ
ョ
ウ

　
　ゼ
ン
ジ

　
　
　カ
ン
マ
ン

　）

　
　
　
　エ
「
漠
然
」（

　コ
ン
キ
ョ

　
　ハ
ン
ゼ
ン

　
　メ
イ
カ
イ

　
　
　ゲ
ン
ゼ
ン

　
　ド
ウ
リ

　）
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－ 9 －

対
す
る
感
情
は
悪
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。
間
抜
け
を
し
た
と
き
は
よ
く
叱
り
も
し
た
。
が
、
じ
り
じ
り
と
（ｂ
フ
キ
ゲ
ン
）
な
顔
で
困
ら
す
よ
う
な
事
は
し
な
く
な
っ

た
。
大
概
の
場
合
叱
っ
て
三
分
あ
と
に
は
平ふ

だ

ん常
の
通
り
に
も
の
が
言
え
た
。

　四
谷
に
住
ん
で
い
る
Ｋ
が
正
月
の
初
旬
か
ら
小
田
原
に
家
を
借
り
て
、
家
中
で
其そ

処こ

へ
行
く
事
に
な
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
と
入
れ
替
り
に
我あ

孫び

子こ

か
ら
Ｋ

の
留
守
宅
に
来
て
住
む
事
に
し
て
い
た
。
私
に
は
丸
五
年
ぶ
り
の
東
京
住
ま
い
で
あ
る
。
久
し
振
り
の
都
会
生
活
を
私
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　そ
の
前
か
ら
石
に
は
結
婚
の
話
が
あ
っ
た
。
先
は
我
孫
子
か
ら
一
里
余
り
あ
る
あ
る
町
の
穀
屋
と
い
う
事
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
東
京
へ
行
く
の
と
同
時
に
暇
を
と

る
と
い
う
の
で
、
私
た
ち
も
そ
の
気
で
後
を
探
し
た
が
中
々
い
い
女
中
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　あ
る
時
妻
は
誰
か
ら
か
、
石
の
行
く
先
の
男
は
今
度
が
八
度
目
の
結
婚
だ
と
い
う
噂
う
わ
さ

を
聴
い
て
、
そ
れ
を
石
に
話
し
た
。
そ
し
て
と
に
か
く
も
っ
と
よ
く
調
べ
る

こ
と
を
勧
め
た
。
後
で
妻
は
私
に
こ
ん
な
事
を
い
っ
た
。

　

 

「
石
は
余
り
行
き
た
く
な
い
ん
で
す
っ
て
。
何
で
も
お
父
さ
ん
が
一
人
乗
り
気
で
、
と
に
か
く
行
っ
て
見
ろ
、
そ
の
上
で
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
、
帰
っ
て
来
い
っ

て
い
う
ん
で
す
っ
て
。
ど
う
も
其
処
が
当
た
り
前
と
は
大
分
違
い
ま
す
の
ね
。
行
く
前
に
充
分
調
べ
て
、
行
っ
た
以
上
は
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
帰
っ
て
く
る
な
、

な
ら
解
っ
て
い
る
が
、
帰
る
ま
で
も
、
一
度
は
行
っ
て
見
ろ
と
い
う
の
は
変
ね
」

　そ
の
後
暫
く
し
て
石
の
姉
が
来
て
、そ
の
先
は
噂
の
八
人
妻
を
変
え
た
と
い
う
男
と
は
違
う
事
が
知
れ
た
。
そ
し
て
、石
は
少
し
も
厭い
や

で
は
な
い
の
だ
と
姉
は
い
っ

て
い
た
そ
う
だ
。

　石
は
先
の
男
が
ど
う
い
う
人
か
恐
ら
く
少
し
も
知
ら
ず
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。写
真
を
見
る
と
か
、見
合
い
を
す
る
と
か
と
い
う
事
も
な
い
ら
し
か
っ

た
。
何
し
ろ
田
舎
の
結
婚
に
は
驚
く
ほ
ど
暢の
ん

気き

な
の
が
あ
る
の
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
結
婚
し
て
初
め
て
、
こ
の
家
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
と
い
う
よ
う
な
の
が
あ

る
。
私
の
家
の
隣
の
若
い
方
の
か
み
さ
ん
が
そ
れ
だ
。
来
て
見
た
ら
、
自
分
の
思
っ
て
い
た
家
の
隣
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
貧
乏
な
の
で
失
望
し
た
と
い
う
話
を
私
の

家
の
前
に
い
た
女
中
に
し
た
そ
う
だ
。
し
か
し
そ
の
家
族
は
今
老
人
夫
婦
、
若
夫
婦
で
貧
乏
は
し
て
い
る
ら
し
い
が
至
極
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　

 

「
石
の
（ｃ
支
度
）
は
出
戻
り
の
姉
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
そ
っ
く
り
持
っ
て
い
く
ん
で
す
っ
て
。
何
だ
か
注
３

直
ち
ょ
く

で
い
い
わ
ね
」
妻
は
面
白
が
っ
て
い
た
。

　石
の
代
り
は
な
か
っ
た
が
、
日
が
来
た
の
で
私
た
ち
は
運
送
屋
を
呼
ん
で
東
京
行
き
の
荷
造
り
を
さ
し
た
。
そ
し
て
翌
朝
私
た
ち
も
出
か
け
る
と
い
う
そ
の
夕
方

に
な
る
と
、Ｂ
急
に
石
は
や
は
り
一
緒
に
行
き
た
い
と
い
い
だ
し
た
。

　

 

「
何
だ
か
、
ち
っ
と
も
解
り
ゃ
し
な
い
。
お
嫁
入
り
ま
で
に
お
針
の
稽
古
を
す
る
か
ら
是
非
暇
を
く
れ
と
い
う
か
と
思
う
と
、
ま
た
急
に
そ
ん
な
事
を
い
い
出
す

し
。
皆
が
支
度
す
る
の
を
見
て
い
る
内
に
、
急
に
（ｄ
羨
ま
し
く
）
な
る
の
ね
。
子
供
が
そ
う
で
す
わ
」
と
妻
が
い
っ
た
。

　そ
れ
を
い
い
に
帰
っ
た
石
と
一
緒
に
翌
朝
来
た
母
親
は
繰
り
返
し
繰
り
返
し
ど
う
か
二
月
一
杯
で
必
ず
帰
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
て
い
た
。
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　上
京
し
て
暫
く
す
る
と
左
枝
子
が
麻は

し

か疹
を
し
た
。
幸
い
に
軽
い
方
だ
っ
た
が
、
用
心
は
厳
重
に
し
た
。
石
も
き
み
4

4

も
そ
の
た
め
に
は
な
か
な
か
よ
く
働
い
た
。
一ひ
と

月つ
き

半は
ん

ほ
ど
し
て
い
よ
い
よ
石
の
帰
る
時
が
近
づ
い
た
の
で
、
あ
る
日
二
人
を
近
所
へ
芝
居
見
物
に
や
っ
た
。
何
か
恐
ろ
し
い
者
が
出
て
来
た
と
か
、
石
は
二
幕
の
間

は
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
を
暫
く
し
て
、
や
っ
と
直
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

　い
よ
い
よ
石
の
帰
る
日
が
来
た
の
で
、
先
に
荷
を
車
夫
に
届
け
さ
し
て
お
い
て
、
丁
度
天
気
の
い
い
日
だ
っ
た
の
で
、
私
は
妻
と
左
枝
子
を
連
れ
て
一
緒
に
上
野

へ
出
か
け
た
。
停
車
場
で
車
夫
か
ら
受
け
取
っ
た
荷
を
一
時
預
け
に
し
て
お
い
て
、
皆
で
動
物
園
に
い
っ
た
。
そ
し
て
二
時
何
分
か
に
ま
た
帰
っ
て
改
札
口
で
石
を

送
っ
て
や
っ
た
。

　私
た
ち
に
は
永
い
間
一
緒
に
暮
ら
し
た
者
と
別
れ
る
あ
る
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
い
た
。
少
し
涙
ぐ
ん
で
い
た
石
に
も
そ
れ
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
Ｃ

の

表
れ
方
が
私
た
ち
と
は
全
く
反
対
だ
っ
た
。
石
は
ひ
ど
く
無
愛
想
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
妻
が
何
か
い
う
の
に
碌ろ

く
ろ
く々

返
事
も
し
な
か
っ
た
。
別
れ
の
（ｅ
ア
イ
サ
ツ
）

一
つ
い
わ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
行
く
石
は
一
度
も
こ
っ
ち
を
振
り
向
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
よ
く
私
た
ち
が
左
枝
子
を
連
れ
て
出
掛
け
る
時
、
門
口
に

立
っ
て
い
つ
ま
で
も
見
送
っ
て
い
る
石
が
、
こ
う
し
て
永
く
別
れ
る
時
に
左
枝
子
が
何
か
言
う
の
に
振
り
向
き
も
し
な
い
の
はＤ
石
ら
し
い
か
え
っ
て
自
然
な
別
れ
の

気
持
ち
を
表
し
て
い
た
。

　私
た
ち
が
客

き
ゃ
く
ま
ち

待
自
動
車
に
乗
っ
て
帰
っ
て
く
る
時
、
左
枝
子
は
し
き
り
に
「
い
い
や
、
い
い
や
」
と
い
っ
て
い
た
。

　石
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
は
家
の
中
が
大
変
静
か
に
な
っ
た
。
夏
か
ら
秋
に
な
っ
た
よ
う
に
淋
し
く
も
感
ぜ
ら
れ
た
。

　

 

「
芝
居
を
見
に
い
っ
た
時
、
出
さ
な
く
て
や
っ
ぱ
り
よ
か
っ
た
」

　

 

「
石
で
す
か
？
」
と
妻
が
い
っ
た
。

　

 

「
う
ん
」

　

 

「
本
当
に
。
そ
ん
な
に
し
て
別
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
後
で
寝
覚
め
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
ね
」

　

 

「
あ
の
時
帰
し
て
し
ま
え
ば
石
は
し
ま
い
ま
で
、
厭
な
女
中
で
俺
た
ち
の
頭
に
残
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
し
、
先
方
で
も
同
様
、
厭
な
主
人
だ
と
生
涯
思
う
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
両
方
と
も
今
と
そ
の
時
と
人
間
は
別
に
変
り
は
し
な
い
が
、
何
し
ろ
関
係
が
充
分
で
な
い
と
、
い
い
人
同
士
で
も
お
互
い
に
悪
く
思
う
し
、
そ
れ
が
充
分
だ
と

い
い
加
減
悪
い
人
間
で
も
憎
め
な
く
な
る
」

　

 

「
本
当
に
そ
う
よ
。
石
な
ん
か
、
欠
点
だ
け
見
れ
ば
（ｆ
ズ
イ
ブ
ン
）
あ
る
方
で
す
け
れ
ど
、
ま
た
い
い
方
を
見
る
と
中
々
捨
て
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
わ
」

　

 

「
左
枝
子
の
事
だ
と
な
か
な
か
本
気
に
心
配
し
て
い
た
ね
」

　

 

「
そ
う
よ
。
左
枝
子
は
本
当
に
可
愛
ら
し
か
っ
た
わ
」
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「
い
な
く
な
っ
た
ら
急
に
よ
く
な
っ
た
が
、
左
枝
子
が
本
当
に
可
愛
か
っ
た
は
少
しエ
欲
目
か
な
。
そ
う
さ
え
し
て
い
れ
ば
こ
っ
ち
の
キ
ゲ
ン
は
い
い
か
ら
ね
」

 

「
全
く
の
と
こ
ろ
、
い
く
ら
か
そ
れ
も
あ
る
の
」
と
い
っ
て
妻
も
笑
っ
た
。「
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
、
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
こ
の
間
も
き
み

4

4

と
二
人
で
何
を
怒
っ

て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
Ｔ
さ
ん
が
、
左
枝
ち
ゃ
ん
は
注
４
別べ
っ
ぴ
ん嬪
さ
ん
に
な
れ
ま
せ
ん
よ
、
と
（ｇ
仰
し
ゃ
っ
た
）
っ
て
二
人
で
怒
っ
て
い
る
の
。
何な

故ぜ

そ
ん
な
こ
と
を

仰
し
ゃ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
Ｔ
さ
ん
は
大
嫌
い
だ
な
ん
て
い
っ
て
る
の
」

　
Ｅ

二
人
は
笑
っ
た
。
妻
は
、

　

 

「
今
頃
田
舎
で
、
く
し
ゃ
み
を
し
て
い
ま
す
よ
」
と
笑
っ
た
。

（
志
賀
直
哉
『
流
行
感
冒
』
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　注
１

　致
死
率
の
極
め
て
高
い
感
冒
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
も
い
わ
れ
国
内
で
約
五
十
万
人
、
世
界
で
四
千
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ザ
の
こ
と
。）

　
　
　
　
　
　注
２

　半
纏

　
　

 

（
羽
織
に
似
た
紐
の
な
い
衣
服
で
、
赤
ん
坊
を
背
負
う
時
に
着
る
。）

　
　
　
　
　
　注
３

　直

　
　
　

 

（
た
や
す
く
手
軽
な
こ
と
。）

　
　
　
　
　
　注
４

　別
嬪
さ
ん
（
と
り
わ
け
美
し
い
女
性
。）

問
一

　文
中
の
（

　）
部
ａ 

〜
ｇ 

の
漢
字
に
つ
い
て
は
読
み
を
平
仮
名
で
、
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
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二  

次
の
作
品
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
な
お
、
問
題
の
作
成
上
、
表
記
な
ど
の
一
部
に
変
更
が
あ
る
。）

　
 

（
作
家
で
あ
る
私
は
、
妻
、
娘
の
「
左
枝
子
」、
そ
れ
と
女
中
の
「
石い

し

」「
き
み
」
の
四
人
と
暮
ら
し
て
い
る
。
致注１
死
率
の
極
め
て
高
い
感
冒
が
世
界
的
に
猛
威
を

ふ
る
う
中
、
最
初
の
子
を
病
気
で
亡
く
し
て
お
り
、
娘
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。）

　そ
し
て
と
う
と
う
流
行
感
冒
に
取
り
つ
か
れ
た
。
四
十
度
近
い
熱
は
覚
え
て
初
め
て
だ
っ
た
。
腰
や
足
が
無
闇
と
だ
る
く
て
閉
口
し
た
。
し
か
し
一
日
苦
し
ん
で
、

翌
日
に
な
っ
た
ら
非
常
に
よ
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
は
妻
に
伝
染
し
た
。
し
ま
い
に
は
左
枝
子
に
も
伝う

染つ

っ
て
し
ま
っ
て
、
健
康
な
の
は
前
に
予
防
注
射
を
済

ま
し
て
い
た
看
護
婦
と
、
石
と
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
人
は
驚
く
ほ
ど
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。

　ま
だ
左
枝
子
に
伝う

染つ

す
ま
い
と
し
て
い
る
時
、
左
枝
子
は
毎い

つ

も時
の
習
慣
で
乳
房
を
含
ま
ず
に
は
ど
う
し
て
も
寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
。
石
が
お
ぶ
っ
て
（ａ
漸
く
）
寝

つ
か
せ
た
と
思
う
と
直
ぐ
ま
た
眼
を
覚
ま
し
て
暴
れ
出
す
。
石
は
仕
方
な
く
、
ま
た
お
ぶ
る
。
西
洋
間
と
い
っ
て
い
る
部
屋
を
左
枝
子
の
部
屋
に
し
て
お
い
て
、
私

は
目
が
覚
め
る
と
時
々
そ
の
部
屋
を
覗の

ぞ

き
に
行
っ
た
。
二
枚
の
注
２

半は
ん
て
ん纏

で
お
ぶ
っ
た
石
が
い
つ
も
座
っ
た
ま
ま
眼
を
つ
ぶ
っ
て
体
を
揺
す
っ
て
い
る
。
人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
昼
間
も
普
段
の
倍
以
上
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
夜
は
夜
で
そ
の
疲
れ
切
っ
た
体
で
こ
う
し
て
横
に
も
な
ら
ず
に
い
る
。
私
は
心
か
ら
石
に
い
い
感
情

を
持
っ
た
。
私
は
今
ま
で
露
骨
にア
邪じ

ゃ
け
ん険

に
し
て
い
た
事
を
気
の
毒
で
な
ら
な
く
な
っ
た
。
全
体
あ
れ
ほ
ど
喧

や
か
ま

し
く
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
自
身
輸
入
し
て
皆
に
伝
染

し
、イ
暇
を
出
す
と
さ
え
い
わ
れ
た
石
だ
け
が
家
の
者
で
は
無
事
で
皆
の
世
話
を
し
て
い
る
。
石
に
と
っ
て
は
こ
れ
は
痛
快
で
も
い
い
事
だ
。
私
は
痛
快
が
ら
れ
て
も
、

皮
肉
を
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
石
は
そ
ん
な
気
持
は
素
振
り
に
も
見
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
一
生
懸
命
に
働
い
た
。
普
段
は
あ
ま
り
よ
く
働
く
性た

ち

と
は
い
え
な
い
方
だ
が
、
そ
の
時
は
よ
く
続
く
と
思
う
ほ
ど
に
働
い
た
。
そ
の
気
持
は
明
瞭
と
は
い
え
な
い
が
、
想
う
に
、
前
に
失
策
を
し
て
い
る
、
そ
の
取
り
返

し
を
つ
け
よ
う
、
そ
う
い
う
気
持
か
ら
で
は
な
い
ら
し
か
っ
た
。
も
っ
と
直
接
な
気
持
か
ら
ら
し
か
っ
た
。
私
に
は
全
て
が
善
意
に
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
私

た
ち
が
困
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
石
は
出
来
る
だ
け
働
い
た
の
だ
。
そ
れ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
風
に
と
れ
た
。
長
い
こ
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
芝
居
が
あ
る
、
ど
う
し

て
も
そ
れ
が
見
た
い
、
嘘
を
つ
い
て
出
掛
け
た
、
そ
の
嘘
が
段
々
し
ま
い
に
は
念
入
り
に
な
っ
て
来
た
が
、
嘘
を
つ
く
初
め
の
単
純
な
気
持
は
、
困
っ
て
い
る
か
ら

出
来
る
だ
け
働
こ
う
と
い
う
気
持
と
は
別
々
な
所
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
気
が
し
た
。

　私
た
ち
の
は
幸
い
に
簡
単
に
済
ん
だ
が
肺
炎
に
な
っ
た
き
み

4

4

は
中
々
帰
っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
病
人
の
中
に
い
て
、
遂
に
か
か
ら
ず
に
し
ま
っ
た
石
は

そ
れ
か
ら
も
か
な
り
忙
し
く
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。Ａ
私
の
石
に
対
す
る
感
情
は
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
現
金
す
ぎ
る
と
自
分
で
も
気
が
と
が
め
る
位

だ
っ
た
。

　一
カ
月
ほ
ど
し
て
き
み

4

4

が
帰
っ
て
来
た
。
暫
く
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
非
常
に
よ
く
働
い
て
い
た
石
は
段
ウ々

元
の
木も

く

阿あ

弥み

に
な
っ
て
来
た
。
し
か
し
私
た
ち
の
石
に



― 28 ―

－ 12 －

問
二

　傍
線
部 

ア
「
邪
険
」、
ウ
「
元
の
木
阿
弥
」
の
使
い
方
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　ア
「
邪
険
」

　
　
　
　①

　大
事
な
話
し
合
い
だ
っ
た
が
、
最
後
は
邪
険
な
内
容
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　②

　友
人
の
身
勝
手
な
行
為
は
、
誰
が
見
て
も
常
識
に
欠
け
る
邪
険
さ
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　③

　彼
の
性
格
は
偏
っ
て
い
て
、
い
つ
も
友
人
の
欠
点
を
邪
険
に
あ
つ
か
う
。

　
　
　
　④

　な
ご
や
か
な
会
場
の
雰
囲
気
が
、
に
わ
か
に
邪
険
な
も
の
に
急
変
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　⑤

　久
し
ぶ
り
に
昔
の
知
人
宅
を
訪
ね
て
み
た
が
、
邪
険
に
追
い
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

 

　
　ウ
「
元
の
木
阿
弥
」

　
　
　
　①

　地
域
で
昔
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
歴
史
的
伝
統
文
化
が
、
元
の
木
阿
弥
と
し
て
復
活
し
た
。

　
　
　
　②

　豪
雨
に
よ
る
災
害
で
新
築
し
た
ば
か
り
の
自
宅
が
流
さ
れ
、
苦
労
が
元
の
木
阿
弥
と
な
っ
た
。

　
　
　
　③

　奈
良
時
代
の
木
造
建
築
の
修
理
が
終
わ
り
、
元
の
木
阿
弥
ど
お
り
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　④

　経
営
が
心
配
さ
れ
て
い
た
会
社
が
元
の
木
阿
弥
に
戻
り
、
そ
の
後
い
っ
そ
う
の
発
展
を
遂
げ
た
。

　
　
　
　⑤

　地
球
規
模
の
環
境
汚
染
が
進
行
し
て
い
る
が
、
自
然
は
元
の
木
阿
弥
の
よ
う
に
す
ぐ
に
は
再
生
し
な
い
。

問
三

　二
重
傍
線
部 

イ
、
エ 

の
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　イ
「
暇
を
出
す
」（

　①

　追
放
す
る

　
　②

　解
任
す
る

　
　③

　辞
職
す
る

　
　
　
　④

　解
雇
す
る

　
　⑤

　休
暇
を
与
え
る

　）

　
　
　
　エ
「
欲
目
」

　
　

 

（

　①

　我
を
通
す

　
　②

　欲
を
出
す

　
　③

　大
げ
さ
に
言
う

　
　④

　自
慢
す
る

　
　⑤

　ひ
い
き
す
る

　）
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問
四

　傍
線
部 

Ａ
「
私
の
石
に
対
す
る
感
情
は
変
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　嘘
を
つ
く
こ
と
が
身
に
つ
い
て
い
る「
石
」に
不
信
感
を
抱
い
て
き
た
が
、疲
れ
を
見
せ
ず
に
働
く
姿
を
見
て
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
。

　
　
　
　②

　愚
痴
も
言
わ
ず
に
朝
早
く
か
ら
家
族
に
尽
く
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
て
、
芝
居
を
見
た
い
一
心
で
嘘
を
つ
い
た
の
だ
と
納
得
し
て
許
す
気
持
ち
に

な
っ
た
か
ら
。

　
　
　
　③

　嘘
を
つ
い
て
芝
居
を
見
に
行
っ
た
「
石
」
に
不
快
な
感
情
を
い
だ
い
て
き
た
が
、
家
族
の
た
め
に
献
身
的
に
働
く
姿
に
人
間
的
な
良
さ
を
見
出
し
た

か
ら
。

　
　
　
　④

　家
族
の
た
め
に
労
を
惜
し
ま
ず
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
る
こ
と
が
、嘘
を
何
回
も
つ
く
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
大
事
な
こ
と
だ
と
認
識
し
た
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　芝
居
を
見
る
こ
と
が
唯
一
の
生
き
が
い
で
あ
る
「
石
」
に
と
っ
て
、
主
人
に
嘘
を
つ
く
こ
と
に
強
い
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
た

か
ら
。

問
五

　傍
線
部 

Ｂ
「
急
に
石
は
や
は
り
一
緒
に
行
き
た
い
と
い
い
だ
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
「
石
」
の
心
情
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　結
婚
す
る
こ
と
を
厭
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
主
人
一
家
が
引
っ
越
す
こ
と
に
よ
り
自
分
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
の
心
細
さ
。

　
　
　
　②

　芝
居
が
何
よ
り
も
好
き
な
自
分
に
と
っ
て
憧
れ
の
東
京
で
の
生
活
は
こ
の
上
な
く
羨
ま
し
く
、
乗
り
気
で
な
い
結
婚
を
諦
め
て
東
京
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
願
望
。

　
　
　
　③

　結
婚
に
必
要
な
お
針
の
稽
古
や
嫁
入
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
、
東
京
に
引
っ
越
す
主
人
一
家
の
も
と
で
働
き
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
こ
う

と
い
う
決
意
。

　
　
　
　④

　引
越
し
先
で
の
荷
ほ
ど
き
か
ら
当
面
の
生
活
の
準
備
や
幼
い
「
左
枝
子
」
の
世
話
な
ど
、
代
わ
り
の
女
中
が
み
つ
か
ら
な
い
中
で
自
分
が
果
た
す
べ

き
役
割
の
自
覚
。

　
　
　
　⑤

　主
人
一
家
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に
し
て
働
い
て
き
た
こ
と
が
生
き
が
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
今
ま
で
通
り
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
へ

の
期
待
。

－ 14 －

問
六

　傍
線
部 

Ｃ
「
そ
の
表
れ
方
が
私
た
ち
と
は
全
く
反
対
だ
っ
た
」
と
傍
線
部
Ｄ
「
石
ら
し
い
か
え
っ
て
自
然
な
別
れ
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
た
」
か
ら
「
石
」

の
性
格
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　期
待
し
て
い
た
東
京
で
の
お
針
の
稽
古
が
で
き
な
く
な
っ
た
不
満
や
悔
し
さ
を
そ
の
ま
ま
態
度
に
表
す
偏
屈
な
性
格
。

　
　
　
　②

　別
れ
る
こ
と
の
辛
さ
を
振
り
払
う
た
め
に
、
意
図
的
に
無
関
心
さ
や
素
っ
気
な
い
態
度
を
と
る
子
供
っ
ぽ
い
性
格
。

　
　
　
　③

　主
人
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と
を
否
定
し
受
け
入
れ
ま
い
と
す
る
、
自
己
中
心
的
で
わ
が
ま
ま
な
性
格
。

　
　
　
　④

　自
分
の
感
情
を
う
ま
く
言
葉
に
表
わ
せ
ず
に
、
相
手
に
素
っ
気
な
い
態
度
を
と
っ
て
し
ま
う
幼
稚
で
単
純
な
性
格
。

　
　
　
　⑤

　別
れ
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
と
悲
し
さ
で
心
が
混
乱
す
る
た
め
、
自
分
の
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
自
制
心
の
強
い
性
格
。

問
七

　傍
線
部 

Ｄ 

の
表
現
か
ら
、「
石
」
の
人
柄
に
最
も
近
い
意
味
の
四
字
熟
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

　
　
　

 

（

　①

　軽
挙
妄も

う
ど
う動

　
　②

　傍
若
無ぶ

人じ
ん

　
　③

　天
衣
無む

縫ほ
う

　
　④

　厚
顔
無む

恥ち

　
　⑤

　純
真
無む

垢く

　）

問
八

　傍
線
部 

Ｅ
「
二
人
は
笑
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
夫
婦
の
「
石
」
へ
の
心
情
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　間
が
抜
け
て
い
て
欠
点
も
多
い
が
、
人
手
が
足
り
な
い
状
態
の
中
、
主
人
一
家
を
心
配
し
身
の
危
険
も
気
に
せ
ず
に
一
生
懸
命
尽
く
し
て
く
れ
た
姿

に
感
心
し
て
い
る
。

　
　
　
　②

　入
念
に
嘘
を
つ
い
た
り
失
敗
や
欠
点
も
多
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
娘
に
深
い
愛
情
を
注
い
で
働
い
て
く
れ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
感

謝
し
て
い
る
。

　
　
　
　③

　家
族
が
感
冒
に
か
か
り
娘
が
麻
疹
に
か
か
っ
た
時
に
も
、
人
手
が
足
り
な
い
中
で
の
働
き
ぶ
り
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
に
今
さ

ら
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。

　
　
　
　④

　家
族
が
大
変
な
時
に
人
の
倍
も
働
き
、
疲
れ
切
っ
た
体
で
も
横
に
な
ら
ず
に
娘
の
世
話
を
す
る
な
ど
、
体
力
は
も
ち
ろ
ん
気
丈
な
女
性
だ
っ
た
こ
と

に
感
服
し
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　何
度
も
嘘
を
つ
き
感
染
の
危
険
が
あ
る
芝
居
に
で
か
け
る
な
ど
信
頼
が
置
け
な
い
一
方
で
、
家
族
の
た
め
に
献
身
的
に
尽
く
す
二
面
性
を
も
つ
人
柄

を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

－ 15 －

問
九

　こ
の
作
品
の
表
現
上
の
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　主
人
一
家
の
日
常
生
活
を
描
き
な
が
ら
、
複
雑
な
人
間
関
係
を
単
純
化
し
て
描
く
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　②

　主
人
一
家
に
起
き
た
一
事
件
が
作
者
の
目
を
通
し
て
描
か
れ
、「
石
」
の
心
理
や
人
物
像
を
解
説
す
る
形
態
に
よ
っ
て
テ
ン
ポ
よ
く
物
語
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　③

　主
人
一
家
の
出
来
ご
と
を
平
易
な
言
葉
で
描
き
な
が
ら
も
自
然
や
社
会
状
況
な
ど
に
は
触
れ
ず
、
登
場
人
物
の
心
理
の
変
化
や
描
写
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
。

　
　
　
　④

　主
人
一
家
の
一
大
事
を
「
石
」
の
行
動
や
心
理
を
中
心
に
描
き
な
が
ら
、
他
の
登
場
人
物
も
生
き
生
き
と
し
た
緊
張
感
を
も
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　主
人
一
家
の
体
験
を
も
と
に
、
作
者
の
視
点
を
通
し
て
登
場
人
物
の
内
面
を
推
測
を
交
え
て
描
い
て
お
り
、
簡
潔
で
的
確
な
心
理
描
写
と
な
っ
て
い

る
。



― 29 ―

札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学後期試験

英　　語

注　意

１．この問題冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し，受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～７頁，解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２２年３月１６日（水）

３時限目　１３：３０～１４：３０

1

１   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 Everyone knows that we must eat food in order to live. However, sometimes, people are 

confused about what type of food is healthy, and what kind of food can be harmful to our 

health. The USDA＊ has prepared a food guide to help people learn about which types of food are 

the healthiest to eat. The food guide describes six basic food groups: meat (beef, fish, chicken, 

etc.), dairy (milk, yogurt, cheese, etc.), grains (bread, cereal, rice, etc.), fruit, and vegetables. 

The last group is fats, oil, and sweets. The USDA also suggests how much of each food group is 

healthy to eat daily. Although this guide was prepared by the U.S. government, it is very useful 

for people all over the world.

 As a result of years of research, we know that too much animal fat is bad for our health. For 

example, Americans eat a lot of meat and only a （　ア　）amount of grains, fruit, and vegetables. 

Because of their diet, they have a high rate of cancer and heart disease. In Japan, in contrast, 

people eat large amounts of grains and very little meat. The Japanese also have a very low rate 

of cancer and heart disease. In fact, the Japanese live longer than almost anyone else in the 

world. Unfortunately, when Japanese people move to the United States, the rate of heart disease 

and cancer increases as their diet changes. Moreover, as hamburgers, ice cream, and other high-fat 

foods become popular in Japan, the rate of heart disease and cancer is increasing there as well. 

People are also eating more meat and dairy products in other countries, such as Cuba, Mauritius, 

and Hungary. Not surprisingly, the disease rate in these countries is increasing along with the 

changes in diet. Consequently, doctors everywhere advise people to eat more grains, fruit, and 

vegetables, and eat less meat and fewer dairy products.

 A healthy diet is important for children as well as adults. When adults have poor eating habits, 

their children usually do, too.（　イ　）, children eat the same way as their parents. When parents 

eat healthy food, the children will learn to enjoy it, too. Then they will develop good eating habits. 

Doctors advise parents to give their children healthier snacks such as fruit, vegetables, and juice.

 Everyone wants to live a long, healthy life. We know that the food we eat affects us in 

different ways. For instance, doctors believe that fruit and vegetables can actually prevent many 

different diseases.（　ウ　）, animal fat can cause disease. We can improve our diet now and enjoy 

many years of healthy living.

(Reading Access. Miwako Yamashina, et al., 2015, CENGAGE Learning)

 （注）

　the USAD：the United States Department of Agriculture（米国農務省）

2

問１　問題文中の空所 (　ア　) に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　large　　　②　many　　　③　few　　　④　small

問２　問題文中の空所 (　イ　) に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　After all　　　②　At last　　　③　In contrast　　　④　To begin with

問３　問題文中の空所 (　ウ　) に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　As a result　　　②　For example　　　③　On the other hand　　　④　In short

問４　次の ① ～ ⑦ の文が問題文の内容と一致する場合には T を，一致しない場合には F を書きなさい。

  ①　Almost everyone can tell the difference between healthy foods and foods necessary for 

daily life.

  ②　A food guide given by the USDA can be used effectively worldwide.

  ③　Most Americans go on a diet, but the rate of cancer is high.

  ④　The Japanese moving to the United States have a higher rate of heart disease because 

of a social change.

  ⑤　With an increasing rate of the disease, doctors recommend that we have less milk and 

yogurt.

  ⑥　Doctors consider it advisable that children choose healthier snacks by themselves.

  ⑦　This passage illustrates a relationship between a diet and a healthy life.

3

２   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 Aging is a result of the gradual failure of the body's cells and organs to replace or repair 

themselves. This is because there is a limit to the number of times that each cell can divide. As 

the body's cells begin to near this limit, the rate at which they divide slows down. Sometimes the 

new cells that are produced have defects＊ or do not carry out their usual task effectively. Organs 

can then begin to fail, tissues change in structure, and the chemical reactions that power the 

body become less efficient.

 Elderly people are no longer growing, and so they are not as active as they used to be. For 

this reason, they do not need to eat as much, and quite often become thinner. The body loses 

muscle as well as fat, and sometimes older people become unsteady on their feet.

 The skin becomes looser as people age. As skin sags＊, it forms into wrinkles＊. This happens 

because the fibers＊ of collagen that normally provide support to the skin become weaker. 

Smoking and over-exposure＊ to the sun can make skin more likely to wrinkle.

 Exercise is important because it keeps bones, joints, and muscles healthy. You cannot expect 

an older person to take hard exercise, but walking and even swimming help the circulation＊ and 

keeps the joints supple＊. If seniors are receiving medical treatment, it is important that their 

doctor advises on the proper level of exercise to avoid doing any damage to the body.

 It is very important that elderly people eat fresh food. The elderly need to have protein, fat, 

and carbohydrates＊, which form the basis of any healthy diet. They need plenty of fresh fruit 

and vegetables.

(Brushing up your English by American Junior High School Textbook, Isao Hayashi, 

 2019, Beret com.)

 （注）

　defect：欠陥

　sag：たるむ

　wrinkle：しわ

　fiber：繊維

　over-exposure：過度にさらされること

　circulation：（血液の）循環

　supple:　柔軟な

　carbohydrate: 炭水化物
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4

問　問題文の内容と一致するものを，次の選択肢から３つ選びなさい。

　　①　Aging causes new cells not to carry out their usual task effectively.

　　②　When people become older, the body's cells divide faster.

　　③　Even elderly people are growing, so they need to eat as much as they used to.

　　④　The skin becomes wrinkled because the fibers of collagen become weaker.

　　⑤　Elderly people often receive medical treatment, but their doctor should advise them to 

　　　　exercise as much as possible.

　　⑥　Elderly people can take exercise such as walking and swimming.

　　⑦　Elderly people don't need to have fat because it makes them gain weight.

5

３   次の ⑴ ～ ⑻ の英文の空所に入る最も適切な語句を，次の選択肢から１つずつ選びなさい。

⑴ Could you recommend a good English dictionary? I'm looking for (　　　).

 ①　it  ②　that ③　such ④　one

⑵ (　　　) I'm concerned, there's no reason to oppose your plan.

 ①　As far as ②　As long as ③　So far ④　So that

⑶ I went to Nijo Castle three times (　　　) my stay in Kyoto.

 ①　for ②　while ③　during ④　within

⑷ Kate and I exchanged email addresses and promised to (　　　) in touch.

 ①　get ②　make ③　take ④　keep

⑸ Which boy is (　　　) of the two?

 ①　faster ②　the faster ③　fastest ④　a fastest

⑹ It took a long time for John to get used to (　　　) in a new company.

 ①　working ②　work ③　be worked ④　be working

⑺ Sorry, I have to go. I wish I (　　　) stay longer.

 ①　can ②　could ③　will ④　will be able to

⑻ “I'll never talk to my boss.” “(　　　)?” “He won't listen to me.”

 ①　How come ②　How about ③　What about ④　What if

6

４   次の対話を完成させるために空所に入る最も適切な表現を，それぞれ下の選択肢から１つずつ選びな

さい。

問１　[At a karaoke box]

Clerk： Good afternoon! Welcome to Pussy Karaoke Box.

   Can I see your member ID?

Man： Good afternoon!  (　ア　)

   I booked a room for two hours for myself. Where is the room?

Clerk： All right, Mr. Jackson. (　イ　) This is the key. It usually costs 500 yen an hour with 

   free drinks. But since (  ウ  ), it costs only 400 yen an hour.

Man： My goodness! Then I need to pay only 800 yen for two hours, right?

Clerk： And a 1000 yen room charge.

　　（　ア　）

  ①　How are you?

  ②　I'll get it.

  ③　Here you are.

　　（　イ　）

  ①　Your room is not clean.

  ②　Your room is B25.

  ③　Your room is not ready.

　　（　ウ　）

  ①　you came in the morning

  ②　you came with your friend

  ③　you are a member

7

問２　[At a secondhand shop]

Woman： Hello! I'd like to see a vacuum cleaner.  (　ア　)

Clerk：  That's too bad. We have a lot of very nice used vacuum cleaners. (　イ　)

Woman： Then its condition should be quite good.

Clerk：  (　ウ　)  At present we offer a 10 % discount from the price.

Woman： Can't you discount a little more?

Clerk：  We take a 20% discount if you pay in cash.

Woman： All right, I'll take it.

　　（　ア  ）

  ①　Our cleaner was very expensive.

  ②　Our cleaner broke suddenly yesterday.

  ③　We need a cleaner as soon as possible.

　　（　イ  ）

  ①　This is a product of last year.

  ②　This is very colorful.

  ③　This is bigger than that.

　　（　ウ　）

  ①　Moreover, we are producing new products.

  ②　Moreover, we are displaying excellent goods.

  ③　Moreover, we are having a sale.
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生　物　基　礎（後期）

札幌保健医療大学

２０２２年度　一般選抜入学後期試験

選　択　科　目

２０２２年３月１６日（水）

２時限目　１１：３０～１２：３０

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は60分です。

３．選択した１科目の解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入して

ください。

４．問題冊子については、生物基礎は１頁～４頁、化学基礎は７頁～11頁です。

５．解答用紙は、すべての科目１枚です。

６．解答はすべて解答用紙に記入してください。

1

生物基礎

１   生物の特徴に関する次の文を読み，問い（問１～ 問３）に答えなさい。

　生物には，環境に応じた多様性が見られる一方で，
⒜
共通性も見られる。そのような共通性がみら

れるのは，すべての生物が共通の祖先に由来するためである。この共通の祖先から，生物が世代を

重ねるうちに変化することを (ア) といい，(ア) の道筋を表した図を (イ) という。

　すべての生物は，細胞を基本単位としてできている。真核細胞は (ウ) と (エ) が (オ) によって

外界と仕切られた構造をもつ。(ウ) には遺伝情報を担う物質が，(エ) には
⒝
特定の機能を持つ構造

体がそれぞれ含まれている。

問１　空欄 (ア)～ (オ) に入る最も適切な語句を次の解答群から選び，それぞれ記号で答えなさい。

　　(ア)～ (オ) に対する解答群

　　　①　細胞質　　②　核　　　③　食物網　　④　細胞膜　　⑤　細胞壁

　　　⑥　発生　　　⑦　進化　　⑧　葉緑体　　⑨　系統樹　　⑩　核小体

問２　下線部 ⒜ に関して，植物がもつ共通性を次の ① ～ ⑦ から３つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　呼吸によって，有機物からエネルギーを取り出す。

　　　②　エネルギーをつくるために，有機物を外界からとり入れている。

　　　③　細胞で構成されるが，遺伝物質は (ウ) に含まれない。

　　　④　エネルギーを利用し，無機物から有機物をつくる。

　　　⑤　遺伝物質を持ち，同種の個体をつくることができる。

　　　⑥　エネルギーを利用し，窒素からアンモニウム塩などをつくる。

　　　⑦　細胞で構成され，その構造に動物細胞との違いはない。

問３　下線部 ⒝ に関して，（１）代謝により ATP 産生の場となる構造体（２）成長した植物細胞

で発達し，内部に糖やアミノ酸，無機塩類などを含む構造体を，それぞれ１つずつ答えなさい。

2

生物基礎

２   DNA に関する次の文を読み，以下の問い（問１～ 問５）に答えなさい。

　遺伝子の本体である 
⒜

DNA は，糖である (ア) に (イ) と
⒝
塩基が結合した (ウ) という構造をとっ

ている。この構造単位は鎖状に多数結合して 
⒞

(ウ) 鎖を形成する。そして，
⒟

(エ) 本の (ウ) 鎖が平

行に並び，塩基部分で向かい合わせに結合したはしご状の構造が全体にねじれた特徴的な構造をし

ている。さらにこれが，ヒストンというタンパク質に巻き付き，小さくたたまれて，細胞の中に存

在している。

問１　下線部 ⒜ に関して，DNA は遺伝情報をもつ物質の略称である。この物質の名称を略さず

に答えなさい。

問２　空欄 (ア)～ (ウ) に入る適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問３　下線部 ⒝ に関して，以下の問いに答えなさい。

　⑴　DNA を構成する塩基は４種類ある。それぞれアルファベット１文字ずつで表すことができ

るが，物質の名称を略さずに４つすべてを答えなさい。

　⑵　この４種類の塩基には，対になる組み合わせの規則性がある。どの塩基とどの塩基が対にな

るか，２つの組み合わせを答えなさい。

　⑶　このように塩基が互いに補うように結合する性質のことを何というか，答えなさい。

問４　下線部 ⒞ に関して，(ウ) 鎖中の１つの (ア) には，いくつの (イ) が結合しているか答えな

さい。

問５　下線部 ⒟ に関して，以下の問いに答えなさい。

　⑴　空欄 (エ) に入る適切な数字を答えなさい。

　⑵　この構造のことを何というか，答えなさい。

　⑶　この構造を提唱した研究者名を２名答えなさい。
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3

生物基礎

３   生物の体内環境に関する次の文を読み，以下の問い（問１～ 問５）に答えなさい。

　ヒトにおける体液の循環系は，血管系とリンパ系に分けられる。血管には血液が流れ，リンパ管

には組織液の一部が流入しリンパ液となって流れる。血液は，液体成分の (ア) と，有形成分の 赤
⒜

血球，(イ)，および (ウ) から構成されている。液体成分の (ア) は，90％以上が (エ) で構成され，

そのほかタンパク質，グルコースや脂質などが含まれる。
⒝
この (ア) に含まれるグルコースのこと

を (オ) という。有形成分は，それぞれ大きさや形は異なるが，すべてが (カ) にある (キ) からつ

くられる。赤血球は，成熟の過程で (ク) が消失するため特有の形状を有している。赤血球には鉄
⒞

を含んだタンパク質があり，(ケ) はこのタンパク質に結合することで体内の各組織に運搬される。

(イ) は，免疫にかかわる様々な細胞の総称であり，好中球や
⒟
単球などがある。(ウ) は，破損した

血管から出血を止めるしくみに関与する。

問１　空欄 (ア)～ (ケ) に入る適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問２　下線部 ⒜ に関して，健康なヒトにおけるおおよその赤血球数を答えなさい。ただし，単位

を「個/mm3」とする。

問３　下線部 ⒝ に関して，健康なヒトの (オ) 濃度は空腹時でどれくらいが正常な数値か，適当な

数値を答えなさい。ただし，単位を「mg/血液 100mL」とする。

問４　下線部 ⒞ に関して，このタンパク質は何か，名称を答えなさい。

問５　下線部 ⒟ に関して，単球が血管外に浸出して組織内に移行分化した細胞を何というか，名

称を答えなさい。

4

生物基礎

４   遷移に関する次の文を読み，問い（問１～ 問３）に答えなさい。

　ある土地の植生が時間と共に変化していく現象を，遷移という。陸上や湖沼といった環境や，裸
⒜

地や伐採跡地といった遷移開始時の状況に応じて，異なる様式の遷移を見ることができる。例えば，

陸上から始まる遷移は
⒝
先駆植物の侵入から始まり，森林の形成へと進行していく。一方，

⒞
湖沼か

ら始まる遷移は，生物の遺体や土砂が堆積して湖沼がしだいに浅くなるところから始まる。

問１　下線部 ⒜ が示す遷移に関する記述として誤っているものを次の ① ～ ⑤ の中から１つ選び，

記号で答えなさい。

　　　①　裸地は栄養塩類に乏しいため，幹や根の発達する木本植物は進入しにくい。

　　　②　山火事跡地からの遷移は，元の土壌環境などを一部引き継いだ状態から進行する。

　　　③　極相林を形成した森林では倒木などによりギャップを形成することがある。

　　　④　伐採跡地からの遷移は一次遷移を経て二次遷移に移行する。

　　　⑤　二次遷移は一次遷移よりも進行が速い。

問２　下線部 ⒝ に関して，日本における先駆植物の侵入から始まる遷移は以下のように進行する。

空欄 (ア)～ (ウ) に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

　　　　　荒原　 ⇒　(ア)　⇒　低木林　⇒　(イ)　⇒　混交林　⇒　(ウ)

問３　下線部 ⒞ に関する記述として最も適当なものを次の ① ～ ④ の中から１つ選び，記号で答

えなさい。

　　　①　湖沼の環境は，生物の環境形成作用を受けて変化し，環境変化に応じて植物種も変化す

る。

　　　②　湖沼の環境は，生物の環境形成作用を受けて変化するが，植物種は変化しない。

　　　③　湖沼の環境は，生物の環境形成作用に依存せずに変化し，環境変化に応じて植物種も変

化する。

　　　④　湖沼の環境は，生物の環境形成作用に依存せずに変化するが，植物種は変化しない。
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化　学　基　礎（後期）

7

化学基礎

数値については特に指示がない場合は，有効数字 2 桁で答えよ。

原子量は H = 1.0，C = 12，O = 16 とする。

１   次の問い（問１～ 問４）に答えなさい。

問１　食品の酸化防止剤として用いられる物質はどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答

えなさい。

　　　①　亜硝酸ナトリウム

　　　②　アスコルビン酸（ビタミン C）

　　　③　塩化マグネシウム

　　　④　ソルビン酸

　　　⑤　炭酸水素ナトリウム

問２　ａ ～ ｅ の混合物の分離を行うときに用いる方法はどれか，下の ① ～ ⑥ の中から一つ選び

番号で答えなさい。なお，重複選択は不可とする。

　　ａ　水性サインペンに含まれる色素を分離する。

　　ｂ　原油からガソリンや灯油を分離する。

　　ｃ　少量の硫酸銅（Ⅱ）を含む硝酸カリウムから，純粋な硝酸カリウムを得る。

　　ｄ　ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液からヨウ素を分離する。

　　ｅ　食塩水から純水を得る。

　　　①　クロマトグラフィー

　　　②　昇華

　　　③　蒸留

　　　④　再結晶

　　　⑤　抽出

　　　⑥　分留

8

化学基礎

問３　元素の周期表において，第２周期の元素の原子でイオン化エネルギーの値が最も大きいのは

どれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答えなさい。

　　　①　Li

　　　②　C

　　　③　N

　　　④　F

　　　⑤　Ne

問４　空気中でもすぐに酸素や水蒸気と反応するため灯油中に保存する単体はどれか，下の ① ～

⑤ の中から一つ選び番号で答えなさい。

　　　①　Be

　　　②　Mg

　　　③　Na

　　　④　Cu

　　　⑤　Sc

9

化学基礎

２   次の問い（問１～ 問５）に答えなさい。

問１　以下の水溶液の pH が大きい順に並べ，番号で答えなさい。ただし，濃度はすべて 0.1 mol/L

とする。

　　　①　NaHSO4

　　　②　CH3COONa

　　　③　Na2SO4

問２　以下の２種類の水溶液を組み合わせて中和滴定を行う際，指示薬としてメチルオレンジを用

いることが可能な反応をすべて選び，番号で答えなさい。ただし濃度はすべて 0.1 mol/L とす

る。

　　　①　酢酸水溶液と水酸化ナトリウム水溶液

　　　②　塩酸とアンモニア水

　　　③　酢酸水溶液とアンモニア水

　　　④　塩酸と水酸化ナトリウム水溶液

問３　シュウ酸二水和物 (COOH)2・2H2O を用い，質量パーセント濃度 4.5 ％のシュウ酸水溶液を

200 mL 調製したい。シュウ酸二水和物は何 g 必要か，答えなさい。ただし，シュウ酸水溶液

の密度は 1.00 g/cm3 とする。

問４　問３のシュウ酸水溶液のモル濃度は何 mol/L か，答えなさい。

問５　0.4 mol/L のアンモニア水 10 mL に 0.1 mol/L の希硫酸 20 mL を加えた。

　⑴　上記の反応の化学反応式を答えなさい。

　⑵　上記の水溶液は，酸性，中性，塩基性のいずれを示すか，答えなさい。
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10

化学基礎

３   次の問い（問１～ 問２）に答えなさい。

問１　酸化還元反応について以下の問いに答えなさい。

　⑴　金属の酸化還元反応について（　①　）および（　②　）に当てはまる語句を下記の語群か

ら選び，記号で答えない。

　　　一般に，金属の単体が水溶液中で（　①　）になろうとする性質を金属のイオン化傾向とい

う。代表的な金属イオンをイオン化傾向の大きいものから順に並べたものを（　②　）という。

　　語群：ａ　イオン化傾向　　ｂ　イオン性列　　ｃ　陽イオン　　ｄ　陰イオン

　　　　　ｅ　イオン化列　　　ｆ　イオン化行　　ｇ　中性

　⑵　亜鉛・水銀・鉄・ナトリウム・マグネシウムの５種類の金属について，イオン化傾向の大き

いものから順に並べ，番号で答えなさい。

　　　①　亜鉛　　②　水銀　　③　鉄　　④ ナトリウム　　⑤　マグネシウム

問２　酸化還元反応に関する問題である。次の ① から ⑤ で指定された原子の酸化数を答えなさい。

　　　①　二クロム酸カリウム (K2Cr2O7) のクロム原子の酸化数

　　　②　酸化マグネシウム (MgO) のマグネシウム原子の酸化数

　　　③　水素分子 (H2) の水素原子の酸化数

　　　④　過マンガン酸カリウム (KMnO4) のマンガン原子の酸化数

　　　⑤　リン酸水素カルシウム (CaHPO4) のリン原子の酸化数

11

化学基礎

４   次のイオン反応式の（　①　）～（　⑤　）には適切な数字、（　Ａ　）および（　Ｂ　）に

は最も適するイオン式を答えなさい。

⑴　MnO4
－ + （　①　） H＋ ＋ （　②　） e－ →（　Ａ　） + 4H2O

⑵　(　Ｂ　） + （　③　） H＋ ＋ （　④　） e－ → 2Cr3
＋ + （　⑤　） H2O



２０２１年度　　　　

入 学 試 験 問 題 集



推薦入学試験

「 小　論　文 」
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。
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文
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ん
で
、
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容
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二
○
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し
な
さ
い
。

問
二

課
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文
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で
、
社
会
で
必
要
な
対
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や
、
現
在
の
日
常
生
活
で
行
え
る
具
体
的
な
行
動

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
六
○
○
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
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札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学前期試験Ａ日程

国　　語

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～11頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年２月４日（木）

１時限目　９：３０～１０：３０

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。（
問
題
の
作
成
上
、
本
文
の
一
部
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。）

　い
わ
ゆ
る
ク
レ
ー
マ
ー
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
難
癖
の
よ
う
な
文
句
を
つ
け
る
、
し
つ
こ
く
苦
情
を
述
べ
立
て
る
、
リ
ン

チ
の
よ
う
な
責
任ａ
追
キ
ュ
ウ
を
す
る
…
…
。
こ
れ
を
た
だ
ち
に
、
消
費
者
の
、
あ
る
い
は
市
民
の
、
権
利
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
し
る
し
だ
と
い
う
の
は
早
計
で
あ

る
。
わ
た
し
に
は
こ
れ
は
、
言
葉
の
攻
撃
性
と
は
裏
腹
に
、
と
て
も
受
動
的
な
姿
勢
に
映
る
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
た
ち
に
、
ク
レ
ー
マ
ー
は
「
わ
た
し

た
ち
を
も
っ
と
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
言
い
張
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
か
ら
だ
。
苦
情
を
ぶ
つ

け
る
だ
け
で
み
ず
か
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
も
う
と
は
し
な
い
。
こ
う
し
た
光
景
を
、
い
つ
で
も
だ
れ
か
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
き
ち
ん
と
務
め
を
果
た
し
て
い
る

は
ず
だ
と
い
う
「
相
互
信
頼
の
過
剰
」
か
ら
、
何
か
不
全
が
起
こ
る
と
い
つ
も
み
ん
な
がｂ
責
任
転
カ
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
「
相
互
不
信
の
過
剰
」
へ
と
時
代
が
反

転
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
表
現
し
た
ひ
と
も
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
ひ
と
び
と
は
い
つ
か
ら
こ
う
も
受
け
身
な
存
在
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　出
産
す
る
こ
と
、
食
材
を
調
達
す
る
こ
と
、
調
理
す
る
こ
と
、
排は
い

泄せ
つ

物
を
処
理
す
る
こ
と
、
治
療
す
る
こ
と
、
看
病
す
る
こ
と
、
育
て
る
こ
と
、
教
え
る
こ
と
、

介
護
す
る
こ
と
、
看み

取
る
こ
と
、
埋
葬
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
一
つ
た
り
と
も
欠
か
せ
ぬ
こ
と
の
大
半
を
、
ひ
と
び
と
は
い
ま
社
会
の
公
共
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
い
る
。
医
療
機
関
に
、
学
校
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
、
あ
る
い
は
外
食
産
業
に
、
流
通
業
者
に
、
公
益
業
者
に
。ア
と
ど

の
つ
ま
り
、
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
、
あ
る
い
は
受
け
る
の
で
あ
る
。

　「
生
老
病
死
」
と
言
わ
れ
る
い
の
ち
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
は
、
現
代
社
会
で
は
こ
の
よ
う
に
、
公
共
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
に
税
金
を
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
料
を
支
払
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
寿
命
は
大
き
く
伸
び
、
子
ど
も
た
ち
も

高
学
歴
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
安
心
・
安
全
が
き
ち
ん
とｃ
保
シ
ョ
ウ
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
福
祉
の
充
実
（
安
心
と
安
全
）
と
世
間
で
は

言
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
裏
を
返
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
各
人
が
こ
う
し
た 

Ａ

 

を
一
つ
一
つ
失
っ
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　実
際
こ
れ
ら
「
生
老
病
死
」
の
世
話
は
、
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
は
、
家
族
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
近
隣
住
民
の
あ
い
だ
で
、
協
力
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
出
産

も
介
護
も
治
療
・
看
病
も
看
取
り
も
、
さ
ら
に
は
調
理
、
排
泄
物
処
理
、
子
育
て
、
教
育
、
葬
儀
も
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
も
し
く
は
地
域
住
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
と
は
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ス
テ
ム
が
完
備
し
て
い
く
な
か
で
、
み
ず
か
ら
の
手
で
そ
れ
ら
を
お
こ
な
う
能
力
を
次
第
に
失
っ
て
い
っ
た
。
調
理
、
医
療
、
教
育
だ
け
で
は
な
い
。
か
つ

て
は
地
域
に
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、
だ
れ
か
が
そ
の
仲
裁
に
あ
た
り
、
な
ん
と
か
事
を
お
さ
め
て
い
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
う
い
う
問
題
解
決
の
能
力
、
ひ

と
び
と
の
あ
い
だ
に
合
意
を
と
り
つ
け
て
い
く
能
力
も
わ
た
し
た
ち
は
失
っ
て
し
ま
い
、
何
ご
と
も
役
所
や
弁
護
士
に
任
せ
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。 

Ⅰ

　

－ 2 －

　サ
ー
ビ
ス
社
会
は
た
し
か
に
心
地
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
先
に
挙
げ
た
、
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
能
力
の
一
つ
一
つ
を
も
う
い
ち
ど
内
に
回
復
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、イ
脆ぜ

い 

弱
じ
ゃ
く

な
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
自
身
が
く
ず
れ
て
し
ま
う
。
昨
今
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
っ
て
い
る
多
く
の
不
正
や
不
祥
事
は
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
管
理
し

て
い
る
者
の
責
任
感
の
欠
如
ぶ
り
を
表
に
出
し
た
。
ナ
イ
ー
ブ
な
ま
ま
、１
思
考
停
止
し
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
社
会
は
、
じ
つ
は
と
て
も
危
う
い
社
会
で
あ
る
こ
と
を

浮
き
彫
り
に
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ひ
と
び
と
は
ま
だ
外
側
か
ら
ナ
イ
ー
ブ
なウ 

糾
き
ゅ
う 

弾だ
ん 

し
か
し
な
い
。
そ
し
て
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

だ
れ
か
が
是
正
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
。
だ
が
じ
っ
さ
い
に
は
、
抗
議
と
弁
明
ば
か
り
で
、
だ
れ
も
責
任
を
と
ろ
う
と
し
な
い
。 

Ⅱ

　

　ひ
と
び
と
が
幼
稚
な
ま
ま
で
生
き
て
い
け
る
社
会
と
は
、
ひ
と
び
と
が
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
身
を
あ
ず
け
た
ま
ま
の
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、

そ
れ
は
リ
ス
ク
の
高
い
社
会
で
も
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
大
規
模
な
危
機
に
直
面
し
た
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
「
生
老
病
死
」
の
世
話
の
能
力
を
そ
の
基
本
の
と
こ
ろ

で
失
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
断
さ
れ
て
飲
み
水
も
な
い
と
き
に
、目
の
前
を
流
れ
る
川
の
水
を
飲
め
る
よ
う
に
処
理
も
で
き
ず
、

わ
た
し
た
ち
は
た
だ
飲
料
水
を
含
む
救
援
物
資
の
到
着
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
、
は
な
は
だ
し
く
無
能
力
に
な
っ
て
い
る
。 

Ⅲ

　
２

市
民
と
し
て
の
基
礎
的
な
能
力
の
喪
失
、
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
専
門
家
主
義
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
社
会
の
仕
組
み
で
あ
る
。
食

事
の
準
備
（
食
材
の
購
入
、
調
理
）、
子
ど
も
の
世
話
・
教
育
、
看
護
、
介
護
、
冠
婚
葬
祭
…
…
と
い
っ
た
、
本
来
家
族
相
互
、
住
民
相
互
の
ケ
ア
と
い
う
か
た
ち

で
維
持
さ
れ
て
き
た
生
活
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
ぼ
全
面
が
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
も
し
く
は
業
者
に
委
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
の
仕
組
み
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、

メ
デ
ィ
・
ケ
ア
（
医
療
サ
ー
ビ
ス
）、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ケ
ア
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）、
ジ
ュ
デ
ィ
・
ケ
ア
（
法
曹
サ
ー
ビ
ス
）、
さ
ら
に
は
サ
イ
コ
・
ケ
ア
（
メ
ン
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
）
と
い
う
ふ
う
に
、
専
門
家
に
よ
る
「
生
老
病
死
」
の
世
話
が
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
さ
れ
る
社
会
に
生
き
て
い
る
。 

Ⅳ

　さ
ま
ざ
ま
の
「
プ
ロ
」
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
顧
客
）
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
仕
事
と
し
て
な
さ

れ
る
。
こ
う
い
う
感
覚
の
危
う
さ
に
つ
い
て
は
、３
イ
（
注
１
）

リ
イ
チ
派
の
思
想
家
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
三
つ
の
思
い
込
み
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ニ
ー

ズ
が
何
が
し
か
の
欠
陥
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
そ
の
欠
陥
が
個
人
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
専
門
家
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
細
分
化

さ
れ
、
そ
し
て
市
民
に
は
理
解
で
き
な
い
言
語
へ
と
暗
号
化
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
あ
な
た
が
問
題
で
あ
る
以
上
、
専
門
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
で
あ
る
私

が
解
答
者

4

4

4

な
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
解
答
者
に
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
の
仲
間
た
ち
も
解
答
者
で
は
な
い
。
専
門
家
で
あ
る
私
こ
そ
解
答
者
な
の
だ
。
専
門
家
で
あ

る
私
は
生
産
す
る
、
顧
客
の
あ
な
た
は
消
費
す
る
。」
と
い
う
わ
け
だ
。 

Ⅴ

　

　こ
う
し
た
専
門
家
の
サ
ー
ビ
ス
を
、生
活
の
安
心
・
安
全
と
引
き
換
え
に
（
そ
し
て
税
金
・
サ
ー
ビ
ス
料
の
支
払
い
と
交
換
に
）
一
方
的
に
受
け
る
。
市
民
は
「
サ
ー

ビ
ス
の
顧
客
」
に
成
り
下
が
る
の
で
あ
る
。
市
民
は
こ
う
し
て
受
動
的
に
な
る
。
つ
ま
り
、
専
門
家
サ
ー
ビ
ス
と
は
「
ひ
と
を 

Ｂ

 

化
す
る
援
助
」
と
な
る

危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
シ
ス
テ
ム
は
だ
れ
か
が
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、ク
レ
ー
マ
ー
は
自
分
が
シ
ス
テ
ム
の
外
に
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

－ 3 －

そ
う
し
たｄ
カ
ン
違
い
も
こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
る
。
市
民
で
あ
る
は
ず
の
ひ
と
び
と
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
「
顧
客
」
も
し
く
は
「
消
費
者
」
と
み
ず
か
ら
を
カ
ン

違
い
し
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
と
し
て
さ
か
ん
に
「
集
客
都
市
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
語
ら
れ
る
が
、
都
市
に
お
け
る
市
民
は

お
金
を
落
と
す
「
客
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
ま
ち
を
運
営
す
る
「
主
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
、
市
民
は
、
そ
し
て
行
政
も
し
く
は
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
社
会
に
溺
れ
て
、
忘
れ
果
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　成
熟
と
は
ま
ず
は
ひ
と
と
し
て
自
活
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
食
べ
、
飲
み
、
衣
を
ま
と
い
、
居
場
所
を
も
ち
、
仲
間
と
交
際
す
る
こ
と
が
独
力
で
で
き

る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
は
自
分
で
自
分
の
暮
ら
し
を
マ
ネ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
ひ
と
は
生
活
を
他
の
ひ
と
と
協
同
し
て
い
と
な
む
と

い
う
意
味
で
は
社
会
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
成
熟
と
は
、
よ
り
正
確
に
は
、
社
会
の
な
か
で
自
分
た
ち
の
生
活
を
自
分
た
ち
で
マ
ネ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

（
鷲
田
清
一
『
わ
か
り
や
す
い
は
わ
か
り
に
く
い
？
』
に
よ
る
） 

　
　注
１

　イ
リ
イ
チ
派

　
　哲
学
者
で
文
明
批
評
家
の
イ
リ
イ
チ
を
中
心
に
、
現
代
産
業
社
会
の
欠
陥
を
批
判
的
に
論
評
し
た
。

問
一

　文
中
二
重
傍
線
部 

ａ 

〜 

ｄ 

の
カ
タ
カ
ナ
部
と
同
一
の
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

　
　
　
　ａ

　追
キ
ュ
ウ

　〔

　①

　権
利
を
要
キ
ュ
ウ
す
る

　
　②

　脳
の
研
キ
ュ
ウ
を
始
め
る

　
　③

　ス
マ
ホ
が
普
キ
ュ
ウ
す
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　救
キ
ュ
ウ
車
で
運
ぶ

　
　
　⑤

　生
活
が
困
キ
ュ
ウ
す
る

　〕

　
　
　
　
　

　
　
　
　ｂ

　責
任
転
カ

　〔

　①

　花
ヨ
メ
衣
装
を
着
る

　
　
　②

　タ
ヌ
キ
が
バ
け
て
出
る

　
　
　③

　生
活
費
を
カ
セ
ぐ

　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　調
味
料
を
ク
ワ
え
る

　
　
　⑤

　疲
れ
ハ
て
る

　〕

　
　
　
　ｃ

　保
シ
ョ
ウ

　〔

　①

　無
実
を
シ
ョ
ウ
明
す
る

　
　②

　事
故
の
補
シ
ョ
ウ
を
す
る

　
　③

　議
案
を
シ
ョ
ウ
認
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　体
に
シ
ョ
ウ
害
が
残
る

　
　⑤

　外
国
と
交
シ
ョ
ウ
す
る

　〕

　
　
　
　ｄ

　カ
ン
違
い

　〔

　①

　遺
カ
ン
の
意
を
表
す
る

　
　②

　お
金
を
カ
ン
定
す
る

　
　
　
　③

　カ
ン
動
的
な
映
画
を
見
る

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　カ
ン
過
で
き
な
い
事
態

　
　⑤

　絶
対
カ
ン
忍
で
き
な
い

　〕
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問
二

　傍
線
部 

ア
「
と
ど
の
つ
ま
り
」
と
同
じ
意
味
を
も
つ
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　〔

　

 

①

　転
じ
て

　
　②

　首
尾
よ
く

　
　③

　い
か
に
も

　
　④

　あ
げ
句
の
は
て

　
　⑤

　押
し
な
べ
て

　〕

問
三

　傍
線
部 

イ
、
ウ 

の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　イ
「
脆
弱
」

　〔

　①

　不
確
か
で
怪
し
い

　
　
　
　②

　も
ろ
く
壊
れ
や
す
い

　
　③

　は
か
な
く
消
え
や
す
い

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　危
険
性
が
非
常
に
高
い

　
　⑤

　修
復
が
む
ず
か
し
い

　〕

　
　
　
　ウ
「
糾
弾
」

　〔

　①

　激
し
く
反
対
す
る

　
　
　
　②

　言
葉
で
威
圧
す
る

　
　
　③

　誤
り
を
指
摘
し
て
注
意
す
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　自
分
の
主
張
を
押
し
通
す

　⑤

　問
い
た
だ
し
て
非
難
す
る

　〕

　
　

問
四

　空
欄 

 

Ａ
、
Ｂ 

に
入
れ
る
の
に
適
当
な
語
句
を
語
群
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

　
　
　
　Ａ

　〔

　①

　責
任
能
力

　
　②

　適
応
能
力

　
　③

　自
活
能
力

　
　④

　思
考
能
力

　
　⑤

　判
断
能
力

　〕

　
　
　
　Ｂ

　〔

　①

　無
能
力

　
　
　②

　無
関
心

　
　
　③

　無
作
為

　
　
　④

　無
責
任

　
　
　⑤

　無
気
力

　〕

問
五

　次
の
文
章
は
本
文
の 

Ⅰ 

〜 

Ⅴ 

の
ど
こ
に
入
る
の
が
適
当
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

【
近
年
の
そ
う
し
た
被
災
の
経
験
は
、
見
え
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
に
そ
っ
く
り
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る
相
互
の
サ
ー
ビ
ス
―
―
他
者
に
心

を
く
ば
る
、
世
話
を
す
る
、
面
倒
を
見
る
―
―
を
い
つ
で
も
交
換
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
、
起
こ
り
う
る
危
機
を
切
り
抜
け
る
た
め
に

は
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
だ
と
告
げ
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。 

】

　

－ 5 －

問
六

　傍
線
部 

１
「
思
考
停
止
し
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
社
会
」
が
人
び
と
に
与
え
る
影
響
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　
　
　
　①

　「
生
老
病
死
」
に
つ
い
て
の
危
機
意
識
が
う
す
れ
て
し
ま
い
、
豊
か
に
生
活
す
る
中
で
リ
ス
ク
管
理
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
。

　
　
　
　②

　「
生
老
病
死
」
に
か
か
わ
る
公
共
的
な
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
医
療
や
福
祉
が
充
実
し
生
活
の
豊
か
さ
が
増
し
て
い
く
。

　
　
　
　③

　「
生
老
病
死
」
の
公
共
的
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
生
活
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
消
費
者
に
な
る
に
つ
れ
て
、
不
正
や
不
祥
事
に
敏
感
に
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
　④

　「
生
老
病
死
」
の
世
話
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
完
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
任
せ
に
な
り
無
責
任
に
な
る
。

　
　
　
　⑤

　「
生
老
病
死
」
を
直
接
体
験
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
役
所
や
弁
護
士
に
頼
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
く
。

　
　
　
　

問
七

　傍
線
部 

２
「
市
民
と
し
て
の
基
礎
的
な
能
力
の
喪
失
」
の
原
因
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 

　①

　社
会
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
進
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
祉
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
人
び
と
の
安
全
と
安
心
も
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会

的
変
化
。

 

　②

　ひ
と
び
と
の
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
が
完
備
さ
れ
、
専
門
家
に
よ
る
適
切
な
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る
社
会
構
造
。

 

　③

　家
族
や
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
生
活
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
ぼ
全
て
が
専
門
家
や
業
者
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
に
委
託
さ
れ
て
い
る
社
会
の
仕

組
み
。

 

　④

　家
族
や
地
域
住
民
に
よ
る
取
り
組
み
が
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し
無
駄
が
多
い
た
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
方
法
が
優
先
さ
れ
る
社
会
的
価
値
観
。

 

　⑤

　社
会
の
進
展
と
と
も
に
市
民
同
士
の
関
わ
り
が
消
滅
す
る
一
方
で
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
が
完
備
さ
れ
、
市
民
の
意
識
の
幼
稚
化
が
す
す
む
社
会
的
な

背
景
。
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問
八

　傍
線
部 

３
「
イ
リ
イ
チ
派
の
思
想
家
の
指
摘
」
の
意
図
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 

　①

　市
民
自
身
が
顧
客
と
な
っ
て
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
質
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
説
明

す
る
た
め
。

 

　②

　社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
個
人
の
生
活
を
社
会
全
体
で
支
え
る
も
の
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
た
め
。

 

　③

　市
民
社
会
は
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
提
供
す
る
者
と
利
用
す
る
も
の
が
と
も
に
共
存
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
説
明
す
る
た
め
。

 

　④

　職
業
も
生
活
も
多
様
化
が
す
す
む
現
代
の
社
会
で
は
、
個
人
で
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
た
め
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
生
活
支
援
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
説
明
す
る
た
め
。

 

　⑤

　市
民
が
個
人
の
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
専
門
家
に
委
託
す
る
の
が
安
全
で
安
心
だ
と
信
じ
、
そ
の
結
果
、
受
動
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
の
危
険
性

を
説
明
す
る
た
め
。

　
　
　
　

問
九

　本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 

　①

　社
会
サ
ー
ビ
ス
が
高
度
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
く
ほ
ど
、市
民
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
専
門
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
く
。

 

　②

　業
者
や
専
門
家
な
ど
プ
ロ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
が
完
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
が
失
わ
れ
て

い
く
危
険
性
が
あ
る
。

 

　③

　市
民
が
主
体
者
で
あ
る
べ
き
都
市
が
様
々
な
衣
食
住
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
中
心
の
社
会
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
社
会
そ
の
も
の
が
成
熟
し
て
い

か
な
い
。

 

　④

　市
民
が
安
心
・
安
全
と
引
き
換
え
に
専
門
家
に
す
べ
て
を
任
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
化
さ
れ
分
業
化
さ
れ
た
現
代
都
市
社
会
が
円
滑
に
機
能
し

て
い
く
。

 

　⑤

　都
市
で
の
生
活
は
専
門
家
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
顧
客
・
消
費
者
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
受
動
的
な
生
活
者
と
な
り
生
活
力

を
失
っ
て
い
く
。

　

 

　⑥

　多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
社
会
は
、
市
民
が
顧
客
・
消
費
者
に
な
る
た
め
に
自
ら
の
暮
ら
し
を
マ
ネ
ー
ジ
で
き
ず
、
社
会
的
に
成
熟
し
な
い

リ
ス
ク
が
あ
る
。
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二  

次
の
文
章
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　人
生
と
い
う
も
の
を
ト
ー
タ
ル
で
見
て
み
る
と
、
人
間
の
倖
し
あ
わ

せ
の
量
は
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ
の
年
に
な
っ
て
、
つ
く
づ
く
そ

の
よ
う
に
思
う
。

　こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
瞬
間
に
至
る
ま
で
、
毎
日
が
良
い
こ
と
づ
く
め
で
、
い
つ
も
倖
せ
を
感
じ
て
い
る
人
間
な
ど
い
る
ま
い
。
同
じ
よ
う
に
、
悪
い
こ

と
や
不
幸
が
延
々
と
つ
づ
く
人
も
お
そ
ら
く
い
な
い
だ
ろ
う
。
特
別
に
倖
せ
な
人
も
い
な
い
し
、
ま
た
特
別
に
不
幸
な
人
も
い
な
い
。
長
い
人
生
の
中
で
は
ど
こ
か

でア
辻つ

じ

褄つ
ま

が
合
っ
て
、
結
局
は
似
た
り
寄
っ
た
り
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　だ
い
た
い
に
お
い
て
、
今
の
世
の
中
に
お
け
る
幸
福
の
定
義
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
日
本
は
資
本
主
義
社
会
だ
か
ら
、
お
金
と
い
う
も
の

が
相
当
な
価
値
を
も
つ
こ
と
は
確
か
だ
。
お
金
が
あ
れ
ば
欲
し
い
も
の
も
自
由
に
買
え
る
し
、
ど
こ
に
で
も
行
き
た
い
所
に
行
け
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
果
た
し
て
そ

れ
が
真
の
幸
福
な
の
だ
ろ
う
か
。

　物
欲
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
生
ま
れ
な
い
。
生
き
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
も
の
は
、
体
が
自
然
に
欲
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し１
不
必
要
な
物
欲
は
、ａ
ミ
ニ

ク
い
心
が
ど
ん
ど
ん
と
増
幅
す
る
だ
け
の
話
だ
。
た
と
え
ば
車
を
買
う
お
金
が
な
い
た
め
に
、
車
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
い
た
と
す
る
。
こ
の
人
は
車
が
な
い
か
ら

不
幸
だ
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
別
に
車
が
な
け
れ
ば
自
転
車
で
も
い
い
。
自
転
車
が
な
け
れ
ば
二
本
の
足
で
歩
け
ば
い
い
。
車
よ
り
も
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。
逆
に
車
に
乗
っ
て
い
て
は
気
づ
か
な
い
季
節
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
車
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
だ
け
不
便

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ほ
か
の
こ
と
が
補
っ
て
く
れ
て
、
決
し
て
不
幸
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　そ
し
て
こ
の
人
が
、
お
金
を
貯た

め
て
や
っ
と
車
を
買
っ
た
と
す
る
。
そ
の
便
利
さ
を
初
め
て
体
験
し
、
一
時
は
と
て
も
幸
福
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
幸
福
は
一
瞬
の
も
の
で
、
そ
の
人
は
車
を
買
っ
た
時
点
か
ら
そ
の
便
利
さ
の
虜
と
り
こ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
最
初
は
小
さ
な
車
で
満
足
し
て
い
て
も
、
す
ぐ
に

も
っ
と
大
き
な
車
が
欲
し
く
な
っ
て
く
る
。
十
年
落
ち
の
中
古
車
で
も
嬉う
れ

し
く
て
仕
様
が
な
か
っ
た
の
に
、
い
つ
の
日
か
、
そ
れ
が
格
好
悪
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

る
。
ピ
カ
ピ
カ
の
新
車
が
欲
し
い
、
家
族
が
ゆ
っ
た
り
と
乗
れ
る
よ
う
な
大
型
車
が
欲
し
い
。
や
が
て
は
不
必
要
な
車
を
買
う
こ
と
だ
け
が 

 

の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
倖
せ
と
不
幸
の
辻
褄
が
合
っ
た
瞬
間
な
の
で
あ
る
。

　多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が
、
激
烈
な
競
争
社
会
の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
。
昼
夜
を
問
わ
ず
に
仕
事
に
励
み
、
勝
ち
残
っ
た
者
が
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
と
上

が
っ
て
い
く
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
評
価
と
出
世
が
一
つ
の
幸
福
のイ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
。
出
世
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い

る
人
は
ご
く
少
数
だ
。
み
ん
な
ど
こ
か
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
成
功
を
望
ん
で
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
はウ
当
然
の
こ
と
で
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
の
出
世
は
、
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も
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　今
は
多
く
の
人
間
が
設
計
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
場
の
多
く
の
人
間
を
大
切
に
し
な
い
で
、３
過
剰
な
設
計
者
だ
け
で
足
の
引
っ
張
り
合
い
を
し
て
い
る
。

ま
る
で
現
場
に
は
倖
せ
が
落
ち
て
い
な
い
よ
う
なｄ
サ
ッ
カ
ク
を
し
て
い
る
。
汗
を
流
す
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
国
は
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

　
　

　な
ぜ
平
凡
な
こ
と
を
評
価
し
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
、
欧
米
の
よ
う
な
厳
し
い
競
争
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
競

争
社
会
と
い
う
の
は
必
ず
勝
者
と
敗
者
が
存
在
す
る
。
と
な
れ
ば
、
誰
も
が
勝
者
に
な
り
た
い
と
願
う
の
は
当
た
り
前
だ
。
し
か
し
、
み
ん
な
が
勝
者
に
な
っ
た
の

で
は
競
争
社
会
は
成
り
立
た
な
い
。
勝
者
に
な
る
た
め
に
は
必
ず
敗
者
が
必
要
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　要
す
る
に
競
争
社
会
と
は
少
し
の
勝
者
と
、
多
く
の
敗
者
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
愚
直
に
働
い
て
い
る
大
多
数
の
平
凡
な
人
た
ち
に
、

敗
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
欧
米
は
長
い
競
争
社
会
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
敗
者
復
活
の
シ
ス
テ
ム
も
あ
れ
ば
、
競
争
社
会

と
い
うオ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
の
体
の
中
に
は
、
ま
だ
競
争
社
会
がｅ
染
み
込
ん
で
は
い
な
い
。
そ
の
場
所
で
の
幸
せ
の
見
つ
け
方
が

へ
た
だ
。
敗
者
に
な
っ
た
時
の
辻
褄
の
合
わ
せ
方
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ギ
ス
ギ
ス
と
し
た
社
会
不
安
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
　

　
４

そ
ん
な
波
に
の
み
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
今
一
度
互
い
の
倖
せ
の
量
を
測
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　（
立
松
和
平
『
人
生
の
現
在
地
』
に
よ
る
）

　
　注
１

　利
ざ
や

　売
買
で
得
ら
れ
る
利
益
。

－ 10 －

問
一

　二
重
傍
線 

ａ 

〜 

ｅ 

の
カ
タ
カ
ナ
部
分
を
漢
字
に
、
漢
字
に
つ
い
て
は
文
中
で
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

問
二

　傍
線 

ア
「
辻
褄
が
合
う
」
の
語
句
の
使
い
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

　
　
　
　①

　証
拠
と
な
る
過
去
の
議
事
録
と
照
合
し
て
、
一
つ
一
つ
辻
褄
を
合
わ
せ
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　②

　友
人
と
約
束
し
た
時
間
に
間
に
あ
わ
せ
る
た
め
、
時
計
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
。

　
　

　
　
　
　③

　注
文
を
受
け
た
製
品
の
在
庫
状
況
を
確
認
し
、
お
客
様
へ
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
。

　
　
　

　
　
　
　④

　自
分
で
判
断
が
で
き
な
い
時
は
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
な
が
ら
辻
褄
を
合
わ
せ
る
。

　
　

　
　
　
　⑤

　多
様
な
意
見
を
内
容
ご
と
に
分
類
整
理
し
て
、
参
加
者
全
員
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
。

　
　
　

問
三

　傍
線
部 

イ
、
オ 

の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　イ
「
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」

　〔

　①

　指
針

　
　②

　手
本

　
　③

　基
本

　
　④

　根
拠

　
　⑤

　指
標

　〕

　
　

　
　
　
　オ
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

　〔

　①

　合
致

　
　②

　指
示

　
　③

　経
緯

　
　④

　合
意

　
　⑤

　納
得

　〕

　
　
　
　
　

問
四

　傍
線
部 

１
「
不
必
要
な
物
欲
」
が
人
間
に
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　不
必
要
な
物
欲
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
目
的
に
向
か
う
意
欲
が
生
ま
れ
、
日
々
の
生
活
が
張
り
合
い
の
あ
る
も
の
に
な
る
。

　
　
　
　②

　不
必
要
な
物
欲
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
幸
福
は
瞬
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
際
限
の
な
い
欲
望
は
増
幅
し
て
不
幸
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　③

　不
必
要
な
物
欲
は
人
間
に
と
っ
て
の
生
き
方
や
倖
せ
の
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
時
と
し
て
生
き
る
意
思
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　④

　不
必
要
な
物
欲
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
一
生
は
倖
せ
と
不
幸
が
交
互
に
入
れ
替
わ
り
、
生
き
る
意
欲
が
増
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　⑤

　不
必
要
な
物
欲
は
激
し
い
競
争
社
会
で
生
き
て
い
く
現
代
人
に
と
っ
て
、
幸
福
を
手
に
す
る
た
め
の
活
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

問
五

　文
中
の
空
欄
部 

 

に
最
も
適
当
な
語
句
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　〔

　①

　人
生
の
評
価

　
　②

　人
生
の
価
値

　
　③

　人
生
の
豊
か
さ

　
　④

　人
生
の
意
味

　
　⑤

　人
生
の
目
標

　〕
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問
六

　傍
線
部 

２
「
親
父
は
倖
せ
な
人
生
を
送
っ
た
な
あ
」
と
思
う
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　社
会
的
な
評
価
や
出
世
を
求
め
ず
働
き
続
け
た
親
爺
は
、
地
道
に
努
力
し
な
が
ら
平
凡
で
倖
せ
な
人
生
を
生
き
抜
い
た
か
ら
。

　
　
　
　②

　日
々
の
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
、
本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
親
爺
が
自
分
の
生
活
体
験
か
ら
会
得
し
た
か
ら
。

　
　
　
　③

　汗
を
流
し
て
愚
直
に
働
く
努
力
を
か
さ
ね
た
親
父
の
よ
う
な
生
き
方
が
、
現
代
で
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

　
　
　
　④

　自
分
に
厳
し
く
、
平
凡
だ
が
愚
直
に
生
き
抜
い
た
親
爺
が
周
囲
の
人
び
と
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　厳
し
い
競
争
社
会
と
は
無
関
係
に
、
親
爺
自
身
の
道
を
ひ
た
す
ら
生
き
た
こ
と
で
真
の
倖
せ
を
手
に
入
れ
た
か
ら
。

　

問
七

　傍
線
部 

３
「
過
剰
な
設
計
者
だ
け
で
足
の
引
っ
張
り
合
い
を
し
て
い
る
」
に
最
も
近
い
意
味
の
慣
用
句
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　〔

　①

　帯
に
短
し
た
す
き
に
長
し

　
　
　②

　雨
降
っ
て
地
固
ま
る

　
　
　③

　案
ず
る
よ
り
産
む
が
易や

す

し

　
　

　
　
　
　
　

 

④

　船
頭
多
く
し
て
船
山
に
上の
ぼ

る

　
　⑤

　三
人
寄
れ
ば
文も
ん

殊じ
ゅ

の
知
恵

　〕

問
八

　傍
線
部 

４
「
そ
ん
な
波
」
の
具
体
的
な
内
容
を
、
本
文
中
か
ら
七
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　
　

問
九

　本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　現
代
社
会
で
は
平
凡
で
あ
る
こ
と
や
、
地
道
に
努
力
す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　②

　汗
を
流
し
て
黙
々
と
働
く
こ
と
の
大
切
さ
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　③

　倖
せ
の
見
つ
け
方
が
う
ま
い
人
は
、
平
凡
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
気
に
か
け
て
い
な
い
。

　
　
　
　④

　社
会
に
は
勝
者
と
敗
者
が
存
在
し
て
い
る
が
、
ト
ー
タ
ル
で
の
倖
せ
に
大
き
な
差
は
な
い
。

　
　
　
　⑤

　長
い
人
生
の
中
で
敗
者
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
幸
・
不
幸
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

　
　

問
十

　傍
線
部 

ウ
、
エ 

の
対
義
語
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

　
　
　
　ウ

　当
然

　〔

　①

　偶
然

　
　②

　意
外

　
　③

　必
然

　
　④

　偽
装

　
　⑤

　作
為

　〕

　
　

　
　
　
　エ

　苛
酷

　〔

　①

　放
任

　
　②

　緩
慢

　
　③

　寛
大

　
　④

　高
貴

　
　⑤

　穏
健

　〕

－ 8 －

自
ら
の
人
生
の
意
味
と
直
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　が
、
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
幸
福
は
、
決
し
て
人
生
の
幸
福
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
に
没
頭
し
、
会
社
で
は
注
目
さ
れ
る
存

在
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
は
、
家
族
か
ら
の
注
目
度
は
ど
ん
ど
ん
失
っ
て
い
く
。
妻
と
の
関
係
は
冷
め
た
も
の
に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
は
〝
た
だ
お
金
を

運
ん
で
く
る
人
〞と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
は
家
庭
がｂ
ホ
ウ
カ
イ
し
て
し
ま
い
、戻
る
場
所
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
人
生
の
辻
褄
と
い
う
も
の
な
の
か
。

　人
生
の
倖
せ
の
量
は
み
ん
な
同
じ
。
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
始
め
た
の
は
、親お
や

爺じ

が
死
ん
だ
時
だ
っ
た
。
私
の
親
爺
は
と
て
も
平
凡
な
人
間
だ
っ
た
。
愚
直
で
、

気
が
良
く
て
、
や
さ
し
く
て
、
家
族
思
い
で
、
周
り
の
人
に
気
ば
か
り
使
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
厳
し
い
競
争
社
会
の
中
で
は
と
て
も
勝
ち
残
っ
て
い
け
な
い
よ
う

な
人
間
だ
っ
た
。
戦
争
で
苦
労
し
た
上
に
、
平
和
な
時
代
に
な
れ
ば
一
生
懸
命
働
き
つ
づ
け
た
。
働
い
て
も
働
い
て
も
生
活
は
楽
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
親

爺
は
黙
々
と
働
き
続
け
た
。

　そ
ん
な
親
爺
を
否
定
的
に
見
た
時
期
も
あ
っ
た
。
親
爺
の
よ
う
な
生
き
方
は
し
た
く
な
い
と
心
に
思
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
何
を
目
標
に
生
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
人
の
人
生
は
果
た
し
て
幸
福
な
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
は
も
っ
と
も
っ
と
幸
福
な
人
生
を
歩
い
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
イ
キ
が
る
時
期
は
、

誰
に
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　と
こ
ろ
が
親
爺
が
死
ん
だ
時
、２
親
爺
は
倖
せ
な
人
生
を
送
っ
た
な
あ
と
心
か
ら
思
っ
た
。
親
爺
は
周
り
の
人
に
や
さ
し
く
て
、
自
分
に
は
厳
し
い
人
だ
っ
た
。
そ

ん
な
こ
と
は
子
供
に
は
わ
か
ら
な
い
。
家
族
を
守
る
た
め
に
働
い
て
、
平
凡
な
人
生
をｃ
全
う
す
る
。
ど
ん
な
に
巨
万
の
富
を
築
い
て
も
、
ど
ん
な
に
偉
大
な
名
声
を

得
て
も
、
死
ぬ
と
き
は
み
ん
な
い
っ
し
ょ
だ
。

　今
の
日
本
は
、い
っ
た
い
誰
が
つ
く
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
れ
は
決
し
て
、数
人
の
天
才
的
な
人
間
が
つ
く
り
上
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。
強
烈
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
才
能
を
も
っ
た
少
数
の
人
間
が
つ
く
り
上
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。
土
地
を
買
っ
て
転
売
し
、
利

（
注
１
）ざ

や
を
か
せ
い
で
太
っ
て
い
く
よ
う
な
人
の
つ
く
っ

た
国
で
は
な
い
。
親
爺
の
よ
う
に
平
凡
で
、
愚
直
に
働
い
て
き
た
た
く
さ
ん
の
人
間
が
つ
く
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
豊
か
な
恵
み
の
あ
る
自
然
の
上
に
、
大
多
数
の

平
凡
な
人
間
が
コ
ツ
コ
ツ
と
つ
く
り
上
げ
た
国
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

　と
も
す
れ
ば
現
代
は
、
平
凡
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
幸
福
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
は
い
ま
い
か
。
み
ん
な
が
自
分
の
才
能
を
過
信
し
、
世
の
中
か
ら
突
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
別
に
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
そ
ち
ら
に
目
が
向
き
過
ぎ
る
と
、
世
の
中
は
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
地
道
な
努
力
を
評

価
し
な
い
世
の
中
は
弱
者
に
はエ
苛
酷
で
、
ど
こ
か
戦
闘
的
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

　一
つ
の
ビ
ル
を
建
設
す
る
と
き
に
、
ま
ず
は
一
枚
の
設
計
図
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
立
派
な
設
計
図
が
で
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
土
を
運
び
、
地

道
に
ク
ギ
を
打
つ
人
間
が
い
な
け
れ
ば
ビ
ル
は
建
た
な
い
。
設
計
図
が
何
百
枚
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
場
で
組
み
立
て
て
く
れ
る
人
間
が
い
な
け
れ
ば
、
何
の
役
に
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注　意

１．この問題冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し，受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～７頁，解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年２月４日（木）

２時限目　１１：００～１２：００

1

１   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 While animals may not pay much attention to the color of food, for humans it is of great 

importance.  If a plate contains different kinds of foods with similar colors, it does not appear as 

delicious as one with a mixture of foods with bright colors.

 Although most kinds of foods have one overall＊ color (e.g. milk is white, strawberries are 

red, broccoli is green, etc.), many types have two.  The bread, rice, eggs and sugar sitting on 

supermarket shelves are either white or brown.  （　ア　） the fish caught in the oceans, which 

contain either white or red meat.  Among fruits grown by farmers, grapes are either green or 

purple.

 （　イ　）, it is not as easy to find one type of food that comes in three different colors, but 

there is a vegetable possessing such a characteristic.  The vegetable is the bell pepper＊, which, 

like a set of traffic signals, has three （　ウ　） colors: green, yellow and red.  Have you ever 

wondered why consumers have a choice of such colors?  To find out, the place to look at is the 

peppers' price label.  You will see that green peppers are the cheapest and red peppers the most 

expensive.

 So what is the reason for the difference in price?  Green peppers are picked before they 

mature so they taste slightly bitter but contain vitamins A and C.  As for yellow peppers, they 

are picked when they are semi-ripe and contain more nutrients＊ than green peppers but not as 

many as the red variety.  For instance, they have almost twice as much vitamin C as their less 

mature versions.  Red peppers, however, contain the highest amount of nutrients (ten times as 

much vitamin A as green peppers).  They also taste sweet since they are fully matured when 

picked although the longer growth time in higher prices than the other two colors. 

 So like tree leaves changing color in the fall, green bell peppers mature into a yellow (or 

orange) color and then turn red.  For consumers, these peppers picked at different stages of 

growth allow them to enjoy their different flavors and benefits for health.  However, to do so, 

they must decide how much they are willing to pay for the color. 

 (Ambitions.  VELC Materials Development Group, 2019, Kinseido)

 （注）

　overall：全体的な

　bell pepper：ピーマン，パプリカ

　nutrient：栄養素

2

問１　問題文中の （　ア　） に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

  ①　The opposite is true of ②　The same is true of

 　③　The problem is that ④　The trouble is that

問２　問題文中の （　イ　） に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　Altogether ②　Therefore ③　Moreover ④　However

問３　問題文中の （　ウ　） に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

  ①　distinct ②　pale ③　dark ④　similar

問４　次の ① ～ ⑦ の文が問題文の内容と一致する場合には T を，一致しない場合には F を書きなさい。

  ①　A dish consisting of different kinds of foods with similar colors is important for 

humans.

  ②　We have some difficulty finding one kind of food which comes in three different colors.

  ③　The fully-ripe bell pepper tends to be more expensive than the semi-ripe one.

  ④　Green peppers contain no vitamin A.

　　⑤　Green peppers contain almost half as much vitamin as yellow peppers.

　　⑥　Yellow peppers have more nutrients than green peppers and red peppers.

　　⑦　Red peppers have the most nutrients of all the three kinds of bell peppers.

　　　

3

２   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 There is a glass on the table, filled up halfway with water.  How would you describe the 

glass: half empty or half full?  If your answer was ºhalf full," then prepare yourself for an 

exciting life in which anything is possible.  If you said ºhalf empty" on the other hand, you might 

just be in for a life of failure and sorrow.  It may sound crazy, but that is the mysterious power 

of positive thinking! 

 Experts believe that positive thinking has several important benefits.  First off, it can make 

us feel happy about our life.  If someone focuses on all of the good things that they have, he is 

much less likely to feel bad about his life.  Compare that to someone who is always complaining 

and dwelling＊ on the negative side of any situation.  The positive thinker will generally be the 

happier of the two.           

 Positive thinking can also improve our health.  Several studies have shown that human 

biology is linked with psychology.  One study in particular revealed that wounds take longer to 

heal for people who are exposed to＊ depressing situations in their job.  It has also been proved 

that people who are highly stressed are more susceptible＊ to catching a cold and the flu.

 Some people even believe that positive thinking can affect the world around us.  In the 2006 

book The Secret, author Rhonda Byrne describes a ºlaw of attraction."  This law is based on the 

notion that positive thinking attracts positive things, and negative thinking attracts negative 

things.  Thus, if you think about a new sports car, you might just get one.  But whatever you do, 

try not to think about being taken hostage at the bank!

 Positive thinking may improve our minds, bodies, and even the universe around us, but how 

do we get started?  According to Richard Wiseman, a former magician having turned professor of 

psychology, the best way to change how we think is to change our behavior.  He believes that if 

someone practices smiling every day, he or she will think happier thoughts.

(Success with Reading Book 2 ― Boost Your Reading Skills.  Maiko Ikeda, et al., 2020, Seibido.)

 （注）

　dwell：（ある状態で）暮らす

　exposed to ～：～にさらす

　susceptible：感染しやすい
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4

問　問題文の内容と一致するものを，次の選択肢から３つ選びなさい。

 ①　If you filled a glass up halfway with water, you might become happy.

 ②　The author thinks that the power of positive thinking is mysterious but it can lead you 

to a successful life.

 ③　Whatever may happen, positive thinkers always feel happy about their life.

 ④　It has been shown that stressed people are more likely to lose their health.

 ⑤　Physical condition and mental health are closely related.

 ⑥　If you become a hostage at the bank, you should think positively.

 ⑦　Without positive thinking, we can't change our behavior at all.

5

３   次の ⑴ ～ ⑻ の英文の空所に入る最も適切な語句を，次の選択肢から１つずつ選びなさいい。

⑴ I (　　　) my task and now I am free until Sunday. 

 ① am doing ②　was do ③　had done ④　have done   

⑵　Something is wrong with the door.  It (　　　) open. 

 ①　shouldn't ②　mustn't ③　won't ④　can't

⑶　If I knew Andy's cell phone number, I (　　　) him right away. 

 ①　would call ②　should called ③　will call ④　called

⑷　My friend and I chatted (　　　) a cup of tea every Sunday. 

 ①　by ②　over ③　through ④　at

⑸　He often causes trouble to others.  Even though I don't like him very much,

 I can't (　　　) sorry for him.   

 ①　help to feeling ②　help to feel ③　help feel ④　help feeling

⑹　My teacher gave me (　　　) on how to learn English. 

 ①　an advice ②　many advices ③　a lot of advice ④　much advices

⑺　My son insisted (　　　) going to the zoo last Sunday.

 ①　in ②　on ③　out ④　off   　　 

⑻　Being an efficient lawyer, he has a lot of (　　　).

 ①　clients ②　customers ③　visitors ④　guests

6

４   次の対話を完成させるために空所に入る最も適切な表現を，それぞれ下の選択肢から１つずつ選びな

さい。

問１

　Man： Excuse me.  I am wondering if you can help me.  I'm lost right now.

  Woman： （　ア　）Where are you trying to go?

  Man： I'm trying to get to Baker Museum. 

  Woman： It's not far from here at all.  You can walk there in about 15 minutes or catch the bus 

across the street.

　Man： Thank you very much.  （　イ　）I'm pretty tired from trying to find the museum!

  Woman： The next one ought to be here soon.  You can buy a ticket once you get on.

　Man： （　ウ　）Have a nice day.

　（　ア　）

　　　①　That's a good idea.

　　　②　Yeah, I know.

　　　③　Sure.

　（　イ　）

　　　①　I think I'll take the bus.

　　　②　I prefer taking a taxi.

　　　③　I'm afraid I don't have much money with me.

　（　ウ　）

　　　①　I'd be glad to give you a hand.

　　　②　Please take your time.

　　　③　Thank you for your help.

7

問２

　Charlie： Hey, Sally, look at this coat!  Isn't it fashionable?

  Sally： Yeah, I like the color.  It really suits you, Charlie

  Charlie： Do you think I should try it on? 

  Sally： Sure, （　ア　） 

　Charlie： Well, I already spent $150 today, and I don't get paid again until next week.

  Sally： （　イ　）The coats might go on sale in a few days anyway.

　Charlie： I know… but I really like the color.  Coats don't usually look good on me.

  Sally： Okay, should I go find the dressing room for you so you can see how it looks?

  Charlie： No, I want to look around a little more first.

  Sally： Really?  I thought you were worried about spending too much money.

  Charlie： （　ウ　）But I might see something else I like.

　（　ア　）

　　　①　how about you?

　　　②　why not?

　　　③　what for?

　（　イ　）

　　　①　Then maybe you should wait.

　　　②　Then you cannot save money.

　　　③　Then you can use your credit card.

　（　ウ　）

　　　①　I do.

　　　②　I am.

　　　③　I will.
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数　学 Ⅰ・Ａ（前期Ａ日程）

札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学前期試験Ａ日程

選　択　科　目

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は60分です。

３．選択した１科目の解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入して

ください。

４．問題冊子については、数学Ⅰ・Ａは１頁～５頁、生物基礎は７頁～12頁、化学基礎は15頁

～19頁です。

５．解答用紙は、すべての科目１枚です。

６．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年２月４日（木）

３時限目　１３：００～１４：００

1

数学Ⅰ・Ａ

１  次の問いに答えなさい。

問１ 2 x4 ＋ x2 － 3 を有理数の範囲で因数分解しなさい。

問２ 1
�i6�＋ i2

 － 1
�i6�－ i2

 を計算しなさい。

問３ 2 進法で表すと 8 桁になる自然数は何個あるか求めなさい。

問４ 半径 2 cmと半径 5 cmの 2 つの円が接しているとき，2 つの円の中心間の距離を求め

なさい。

問５ 10から100までには ア  個の自然数があり，このうち 3 または 4 で割り切れる

ものは イ  個ある。  に入る数字を求めなさい。

2

数学Ⅰ・Ａ

２  a を定数とする。関数 f(x) ＝ ax2 － 8 x ＋ a ＋ 6 について，次の問いに答えなさい。

問１ f(1) ＝ 6 となる a の値を求めなさい。

問２ どんな x に対しても f(x) が常に正の値をとるように a の範囲を求めなさい。

問３ 方程式 f(x) ＝ 0 が 1 つの実数解のみをもつように a の値を求めなさい。
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3

数学Ⅰ・Ａ

３  図のような 1 辺が 2 cm の正八角形について，次の問いに答えなさい。

問１ AB ＝ 7 cm，BC ＝ 8 cm，CA ＝ 5 cmの三角形 ABC について，次の問いに答えな

さい。

　　　⑴　cos∠BAC を求めなさい。

　　　⑵　三角形 ABC の面積 S を求めなさい。

　　　⑶　辺 BC を軸として三角形 ABC を 1 回転したときに出来る立体の体積 V を求めな

さい。

問２ 方程式 9 x ＋ 4 y ＝ 1 …① について，次の問いに答えなさい。

　　　⑴　① の整数の組（x，y）を 1 組を求めなさい。ただし，x は 1 桁の最小の整数と

する。

　　　⑵　① の整数の組（x，y）のうち，x が 2 桁のときの y の最大値，最小値を求めな

さい。

4

数学Ⅰ・Ａ

４   生徒 6 人のある日曜日の学習時間を調べた結果の表（単位は時間）とその平均値およ

び分散は以下の通りである。

　 ・6 人の学習時間の平均値は5時間である。…①

　 ・6 人の学習時間の分散は 10
�3

 である。…②

　　　次の問いに答えなさい。

問１ ① より a ＋ b の値を求めなさい。

問２ ② より a2 ＋ b2 の値を求めなさい。

問３ 問１，問２より a と b の値を求めなさい。ただし，a ＜ b とする。

問４ さらに，学習時間を調べた後に10点満点のテストをした得点の結果の表である。

 学習時間を x，テストの得点を y として，解答欄の散布図を完成させなさい。

 さらに，その散布図から読み取れるものとして下の最も適するものを 1 つ選び，解答

欄に記号で答えなさい。

　　　ア　正の相関が強くある。

　　　イ　負の相関が強くある。

　　　ウ　まったく相関がない。

　　　エ　特別な 1 人を除けば正の相関がある。

　　　オ　特別な 1 人を除けば負の相関がある。

生徒 A B C D E F

学習時間 a b 5 2 8 4

生徒 A B C D E F

テストの得点 5 2 4 8 7 6

5

数学Ⅰ・Ａ

５   A 君はサイコロ 1 個，B さんはサイコロ 2 個を同時に投げます。A 君の投げたサイ

コロの目の 2 倍と，B さんの投げた 2 個のサイコロの目の数の和を比べて大きい方を勝

ちとします。ただし，同じ数のときは引き分けとします。次の問いに答えなさい。

問１ A 君が 2 の目を出して，引き分けとなる確率を求めなさい。

問２ A 君が 4 の目を出して，B さんが勝つ確率を求めなさい。

問３ A 君が 2 または 5 の目を出して，B さんが勝つ確率を求めなさい。

問４ 引き分けとなったという条件のもとで，A 君が 2 の目が出ていた確率を求めなさい。
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7

生物基礎

１   物質の合成や分解に関する次の文を読み，問い（問１～問３）に答えなさい。

　

　細胞内では，酸素を利用して有機物を分解しエネルギーをとり出している。この過程を（ア）と

いい，このエネルギーは 
⒜

ATP の合成に利用される。このような生体内で起こる一連の化学反応全

体を，（イ）という。（イ）には，複雑な物質を単純な物質に分解する（ウ）と単純な物質から複雑

な物質へ合成する（エ）がある。（ウ）や（エ）における
⒝
化学反応の場として重要なはたらきをす

る細胞小器官は，独自の DNA をもつことから，その起源は別の生物であると考えられている。こ

れを細胞内（オ）説という。

問１　空欄（ア）～（オ）に入る最も適切な語句を次の解答群の中から選び，記号で答えなさい。

　（ア）～（オ）に対する解答群

 　①　同化　　②　呼吸　　　　　③　分化　　　④　ADP　 ⑤　共生

　　　⑥　発生　　⑦　二酸化炭素　　⑧　光合成　　⑨　代謝　　 ⑩　異化

問２　下線部⒜に関して，以下の問いにそれぞれ答えなさい。

　⑴　有機物としてグルコースを分解させたとき，最終的に生じるエネルギー以外の物質の名称を，

２つ答えなさい。

　⑵　ATP に関する次の記述の中から誤っているものを２つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　ATP は糖，リン酸，塩基で構成される。

　　　②　ATP の合成は有機物の燃焼反応と同様に反応が進む。

　　　③　ATP がエネルギーを放出すると ADP になる。

　　　④　ATP を構成する糖と塩基は，RNA の構成物質でもある。

　　　⑤　ATP の合成はミトコンドリアで行われる。

　　　⑥　１分子の ATP には３つの高エネルギーリン酸結合が含まれる。

問３　下線部⒝に関して，その起源が別の生物であると考えられている細胞小器官の名称を，２つ

答えなさい。

8

生物基礎

２   細胞分裂と細胞内の DNA 量に関する次の文を読み，下図を参照しながら以下の問い（問１～

問５）に答えなさい。

　体細胞では，
⒜
母細胞が分裂前の間期に DNA を複製し，その後に続く分裂期に細胞分裂する，と

いう過程を一定間隔で繰り返すことで増殖している。分裂によってできる２つの細胞のことを（ア）

というが，この細胞に含まれる DNA は，塩基の（イ）の性質に基づいて，母細胞の DNA と同じ

塩基配列をもつ DNA が複製されたものである。

　生物のからだは DNA の遺伝情報に基づいてつくられているが，ある生物がもつ遺伝情報のすべ

てのことは（ウ）と呼ばれている。ヒトのからだは生殖細胞が受精してできた受精卵が体細胞分裂

を繰り返してつくられるので，体細胞は（エ）組の（ウ）をもつことになる。（ウ）のなかに存在

する遺伝子部分の情報に基づいてタンパク質が合成されることを，遺伝子の発現といい，同じ遺伝

子群をもつ細胞が，それぞれの細胞で特定のタンパク質をつくる遺伝子の発現が調節され，特定の

形態や機能をもつようになる。このことを，細胞の（オ）という。

細
胞
あ
た
り
の
相
対
的

 D
N

A 
量

（カ）期（キ）期（ク）期 前期 中期 後期 終期 間期

間期

4

2

0

図　DNA の複製と細胞内の DNA 量の変化

問１　下線部⒜について，体細胞は，間期から分裂期へ進み再び間期となる過程を繰り返して増殖

している。この一連の過程を何というか，答えなさい。

問２　文中の空欄（ア）～（ウ），（オ）に入る適当な語句を答えなさい。

問３　文中の空欄（エ）に入る適当な数字を答えなさい。

9

生物基礎

問４　図中の間期である空欄（カ）～（ク）に入る最も適当な語句を答えなさい。

問５　間期のあいだで DNA が複製される期間は，（カ）～（ク）のうちどれか，答えなさい。

生　物　基　礎（前期Ａ日程）
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10

生物基礎

３   体内環境を保つしくみに関する次の文（Ａ～Ｃ）を読み，問い（問１～４）に答えなさい。

Ａ　体内環境の維持を行う中枢としてはたらいているのは，おもに，脳の（ア）にある（イ）と呼

ばれている器官である。（イ）は，血液や末梢神経より届く情報から，常に体内環境の状態を感

知して，（ウ）と（エ）を通じて各器官に信号を送っている。（ウ）と（エ）を合わせて自律神経

系と呼ぶ。

問１　文Ａの空欄（ア）～（エ）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

Ｂ　血糖値は，食事や運動などの影響を受けて変化するが，自律神経系と
⒜
内分泌系により調節され

ている。食事後，血糖値が急に増加すると，（オ）の（カ）にある（キ）が直接感知して（ク）

を分泌する。また，（ケ）も血糖値の上昇を感知し，副交感神経を介して（キ）を刺激する。（ク）

により血糖値が低下すると，（オ）の（カ）にある（コ）が直接感知して（サ）を分泌する。（ケ）

も血糖値の低下を感知し，交感神経を介して（コ）を刺激する。（サ）により血糖値は上昇する。

問２　文Ｂの空欄（オ）～（サ）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問３　下線部⒜に関して，おもな内分泌腺，ホルモンおよびそのおもなはたらきを示した表の空欄

（シ）～（チ）に入る適切なホルモンの名称をそれぞれ答えなさい。

内分泌腺 ホルモン おもなはたらき

脳下垂体前葉 （シ） タンパク質合成促進・血糖値を上げる。

脳下垂体後葉 （ス） 腎臓での水の再吸収を促進する。

甲状腺 （セ） 体内の化学反応を促進する。

副甲状腺 （ソ） 血液中のカルシウム濃度を上げる。

副腎皮質 （タ） 体液中の無機塩類量を調節する。

副腎髄質 （チ） 血糖値を上げる。

Ｃ　体温の調節は，自律神経系と内分泌系の協同作業で行われている。ヒトの場合，気温が低下す

ると（ツ）を通して皮膚の立毛筋や（テ）が（ト）して（ナ）が減少し，体温が上昇する。また，

（ニ）からチロキシン,（ヌ）から糖質コルチコイドの分泌が促進されて，肝臓や筋肉の代謝を促

進させることにより（ネ）が増加し，体温が上昇する。

問４　文Ｃの空欄（ツ）～（ネ）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

11

生物基礎

４   植物の遷移に関する次の文を読み，問い（問１～問３）に答えなさい。

　ある土地の植物の集まりが時間とともに変化することを遷移という。草原からの遷移では，最初

に陽樹が生育して
⒜
陽樹林を形成する。続いて陰樹が生育することで，

⒝
陰樹林が形成される。

　このような遷移の進行に関与する（ア）の１つとして，地表に届く光の量がある。植物における

二酸化炭素の吸収速度は，植物の種類によって異なるが，光の強さに応じて変化する。図１は、植

物における光の強さと二酸化炭素の吸収および放出速度の関係を示している。この図では，二酸化

炭素の放出速度は一定であるものとして示している。一方，二酸化炭素の吸収速度は光の強さが強

くなると速くなり，やがて一定になる。このとき，二酸化炭素の吸収速度と放出速度が等しくなる

ときの光の強さを光補償点といい，二酸化炭素の吸収速度が一定になったときの光の強さを光飽和

点という。このことから，光合成速度は二酸化炭素の吸収速度と放出速度の合計から求めることが

できる。

陽樹林 陰樹林

① アカマツ タブノキ

② アカマツ カラマツ

③ タブノキ アカマツ

④ タブノキ スダジイ

⑤ スダジイ カラマツ

⑥ スダジイ タブノキ

二酸化炭素の
吸収速度

二酸化炭素の
放出速度

光補償点

光飽和点

放出

0

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
速
度
・
放
出
速
度

吸収

光の強さ

図１

問１　空欄（ア）に入る最も適切な語句を次の①～⑤から選び，記号で答えなさい。

　　　①　生産者　　②　環境形成作用　　③　非生物的環境　　④　生物的環境　　⑤　消費者

問２　下線部⒜および下線部⒝に関して，以下の問いにそれぞれ答えなさい。

　⑴　陽樹林と陰樹林を形成するおもな樹種の組み合わせとして正しいものを次の①～⑥から選

び，記号で答えなさい。

12

生物基礎

⑵　森林の階層構造を下層から順に並べると以下のようになる。空欄（イ）～（エ）に入る適切

な語句をそれぞれ答えなさい。

　　地表層　－　（イ）　－　（ウ）　－　（エ）　－　高木層

⑶　陰樹林の形成により，森林を構成する樹種はこれ以上変化しないように見える。この状態を

何というか。名称を答えなさい。

問３　図２は，ある陽樹と陰樹における光の強さと光合成速度との関係を表している。この図にお

ける，二酸化炭素の放出速度を一定としたとき，この図から説明できる記述として正しいもの

を次の①～⑨から３つ選び，記号で答えなさい。

　　①　植物Ａにおける二酸化炭素吸収速度の最大値が植物Bよりも高いため，植物Aは陰樹で

ある。

　　②　植物Ｂは植物Ａよりも弱い光で生育できるため，陰樹林の形成時に多くみられる。

　　③　光の強さが点Ｅにあるとき，植物ＡおよびＢの光合成速度は同一である。

　　④　光の強さが点Ｃから点Ｅにあるとき，植物Ａの方が速く成長する。

　　⑤　植物Ａの光補償点は植物Ｂよりも高いため，植物Ａの芽生えは陰樹林の形成時に枯死し

やすい。

　　⑥　光の強さが点Ｆにあるとき，植物Ａの二酸化炭素吸収速度は植物Ｂよりも速いが，光合

成速度は遅い。

　　⑦　光の強さが点Ｆにあるとき，植物Ｂの二酸化炭素放出速度と光合成速度は植物Ａよりも

遅い。

　　⑧　光の強さが点Ｄにあるとき，植物Ａの呼吸は行われない。

　　⑨　光の強さが点Ｃより弱い時，植物ＡおよびＢは光合成により成長する。

図２

点Ｄ

植物Ａ

放出

0

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
速
度
・
放
出
速
度

吸収

光の強さ
点Ｅ

点Ｃ

植物Ｂ

点Ｆ
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15

化学基礎

１   元素の周期表と粒子の結合に関する次の問い（問１～問４）に答えなさい。

問１　第２周期の元素でイオン化エネルギーが最も大きいものはどれか，下の①～⑤の中から一つ

選び番号で答えなさい。

 　①　Li

 　②　C

 　③　N

 　④　F

 　⑤　Ne

問２　常温で速やかに酸化されイオン化傾向が最も大きいものはどれか，下の①～⑤の中から一つ

選び番号で答えなさい。

　 　①　Zn

 　②　Na

 　③　Li

 　④　Ca

 　⑤　Mg

問３　水に溶けるが電気を導くことのできない物質はどれか，下の①～⑤の中から一つ選び番号で

答えなさい。

 　①　食塩

 　②　塩化水素

 　③　水酸化ナトリウム

 　④　塩化銅（II）

 　⑤　グルコース（ブドウ糖）

数値については特に指示がない場合は，有効数字 2 桁で答えよ。

原子量は H = 1.0，O = 16，Na = 23，Cl = 35.5 とする。

16

化学基礎

問４　原子量が最も大きい物質はどれか，下の①～⑤の中から一つ選び番号で答えなさい。

 　①　ヨウ素

 　②　臭素

 　③　塩素

 　④　フッ素

 　⑤　アスタチン

17

化学基礎

２   図の実験について次の問い（問１～問４）に答えなさい。

問１　大理石に希塩酸を注ぐと気体が発生する，この気体は何か答えなさい。

問２　この気体を確認するためにある水溶液に通したら白色沈殿が生じた，この水溶液は何か答え

なさい。

問３　白色沈殿した物質の化学式を答えなさい。

問４　この実験の結果から大理石の成分元素として何が含まれているか，下の①～⑤の中から一つ

選び番号で答えなさい。

 　①　窒素

 　②　炭素

 　③　塩素

 　④　ケイ素

 　⑤　カルシウム
 

 

 

～⑤の中

①  窒

②  炭

③  塩

④  ケ

⑤  カ

中から一つ

窒素 

炭素 

塩素 

ケイ素 

ルシウム 

つ選び番号で

 

で答えなささい。 

 

希塩酸

大理石
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化学基礎

３   次の問い（問１～問３）に答えなさい。

問１　下記の文章の①～④にあてはまる語句を答えなさい。

　　　水に少量の塩化ナトリウムを入れると，塩化ナトリウムは溶けて均一な液体となる。この

現象を（　①　）といい，生じた液体を（　②　）という。水の様に他の物質を溶かす液体

を（　③　），塩化ナトリウムのように③に溶ける物質を（　④　）という。

問２　ある塩の水100 g当たりに対する溶解度（g/100 g水）は60 ℃で100，15 ℃で20である。この

塩の水溶液について以下の問いに答えなさい。

　⑴　60 ℃での飽和溶液の質量パーセント濃度は何％か，答えなさい。

　⑵　60 ℃で調製した飽和溶液300 gを15 ℃に冷やすと，何 g の結晶が析出するか，答えなさい。

ただし，得られる結晶は水が含まれていないものとする。

問３　質量パーセント濃度が20％の水酸化ナトリウム水溶液（密度1.2 g/cm3）のモル濃度は何

mol/L か，答えなさい。

19

化学基礎

４   次の問い（問１～問２）に答えなさい。

問１　下記の物質（①～⑤）について，下線を引いた原子の酸化数が大きい順に並べ，番号で答え

なさい。

　　①　Fe2(SO4)3　　②　KMnO4　　③　O2　　④　HNO3　　⑤　K2Cr2O7

       

問２　下記の式は，過マンガン酸カリウム KMnO4，硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4 の酸化剤および還元剤と

しての働きの反応式である。

 　　　KMnO4：MnO4
－ ＋ 8H＋ + 5e－　→　Mn2＋ + 4H2O

 　　　FeSO4：Fe2＋ 　→　Fe3＋ + e－

　⑴　硫酸酸性下における過マンガン酸カリウム KMnO4 水溶液と硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4 水溶液の

酸化還元反応のイオン反応式を答えなさい。

　⑵　過マンガン酸カリウム KMnO4 2 mol に対して硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4 は何 mol 反応するか，

答えなさい。

　⑶　硫酸酸性下で硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4 水溶液20 mLに，0.040 mol/Lの過マンガン酸カリウム

KMnO4 水溶液を反応させた。0.040 mol/Lの過マンガン酸カリウム KMnO4 水溶液を15 mL滴

下したところで酸化還元反応が過不足なく終了した。硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4 水溶液のモル濃度

は何 mol/L か，答えなさい。
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札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学前期試験Ｂ日程

国　　語

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～10頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年２月５日（金）

１時限目　９：３０～１０：３０

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。（
問
題
の
作
成
上
、
本
文
の
一
部
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。）

　「
蛇
、
長
す
ぎ
る
。」
な
ど
と
い
う
、
洒し
ゃ

落れ

た
文
句
が
出
て
く
る
前
に
、
普
通
の
人
な
ら
、
ま
ず
嫌
悪
感
が
先
に
立
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
も
、
犬
嫌
い
だ
と
か
、
猫

嫌
い
だ
と
か
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
は
な
く
、ａ
キ
ョ
ク
タ
ン
な
場
合
に
は
、
蛇
の
絵
を
見
た
だ
け
で
も
、
足
が
す
く
み
、
胸
が
悪
く
な
る
と
い
う
ほ
ど
だ
。
幸
い
僕

は
、
そ
れ
ほ
ど
の
蛇
嫌
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ム
カ
デ
・
ゲ
ジ
ゲ
ジ
の
た
ぐ
い
に
対
し
て
は
、
ま
さ
に
感
電
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
ほ
う
な
の
で
、
蛇
恐
怖
症

の
心
理
に
つ
い
て
も
、
お
お
よ
そ
の
類
推
は
可
能
な
つ
も
り
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
の１
蛇
に
対
す
る
生
理
的
嫌
悪
感
の
正
体
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
蛇
嫌
い
が
、
割
に
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
正
体
の

究
明
は
、
意
外
にア
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
さ
か
、
蛇
の
魔
性
を
信
じ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
そ
う
か
と
言
っ
て
、
気
味
が
悪
い
か
ら
、
気
味
が
悪
い
、

で
はイ
匙さ

じ

を
投
げ
た
も
同
然
だ
。
た
だ
、
一
つ
だ
け
、
世
にｂ
流
布
し
て
い
る
説
明
の
う
ち
で
、
一
見
い
か
に
も
合
理
的
な
外
形
を
備
え
て
い
る
の
は
、
人
類
の
太
古
の

記
憶
だ
と
い
う
例
の
学
説
で
あ
る
。
人
類
の
祖
先
が
か
つ
て
、
樹
上
生
活
を
し
て
い
た
時
代
、
蛇
は
人
類
に
と
っ
て
の
、
最
も
恐
る
べ
き
敵
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代

の
記
憶
が
、
遺
伝
し
て
、
意
識
の
底
に
眠
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
一
応２
進
化
論
的
な
裏
付
け
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　だ
が
、
こ
の
学
説
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と３
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
こ
と
だ
ら
け
だ
。

　ま
ず
第
一
に
、
人
類
の
祖
先
が
、
果
た
し
て
樹
上
生
活
を
し
て
い
た
か
ど
う
か
。

Ⅰ

 

、
地
上
に
降
り
立
つ
こ
と
で
、
彼
ら
は
猿
か
ら
離
れ
、
人
類
の
祖

先
た
り
得
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
人
類
の
天
敵
は
、
む
し
ろ
肉
食
の
四
足
獣
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
は
、
猛
獣
に
恐
怖
こ
そ
抱
け
、

蛇
に
対
す
る
よ
う
な
嫌
悪
感
を
抱
き
は
し
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
矛
盾
で
あ
る
。

　疑
問
の
第
二
は
、
記
憶
の
遺
伝
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
後
天
的
に
得
た
形
質
が
遺
伝
す
る
と
い
う
学
説
も
、
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
記
憶
が
遺
伝
す
る
と

い
う
説
は
ま
だ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
も
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
社
会
の
進
歩
と
と
も
に
、
初
等
教
育
な
ど
は
不
要
に
な
り
、
七
歳
か
ら
中
学
校

に
入
学
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
て
、
な
り
か
ね
ま
い
。
と
も
か
く
、
記
憶
の
遺
伝
説
が
信
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
、
楽
天
的
な
事
態
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も
ま
だ
発
生

し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
動
か
し
難
い
現
実
な
の
で
あ
る
。

　と
い
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
せ
っ
か
く
の
学
説
も
、
残
念
な
が
ら
、
あ
ま
り
信
ず
る
に
は
足
ら
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
考
え
て
み
た
。
考
え
た
挙

句
に
思
い
付
い
た
の
が
、
心
理
ア
レ
ル
ギ
ー
説
だ
。
人
間
は
、
皮
膚
呼
吸
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
の
で
、
ぬ
め
ぬ
め

0

0

0

0

し
た
感
覚
に
は
生
理
的
な
嫌
悪
を
感
じ
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蛇
の
肌
が
持
っ
て
い
る
、
あ
の
ぬ
め
ぬ
め

0

0

0

0

の
感
触
こ
そ
、
不
快
の
正
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
蛇
の
肌
は
決
し
て
ぬ
め
ぬ
め

0

0

0

0

な
ど
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
ざ
ら
つ
い
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
、
よ
り
正
確
だ
。
ぬ
め
ぬ

－ 2 －

め
と
言
う
な
ら
、
む
し
ろ
魚
の
ほ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
金
魚
を
見
て
、
足
が
す
く
む
な
ど
と
い
う
人
間
は
、
一
万
人
に
一
人
だ
っ
て
い
は
し
ま
い
。
ど

う
や
ら
こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
説
も
、ｃ
潔
く
引
っ
込
め
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
ほ
か
に
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
り
得
る
か
。
僕
は
、
動
物
図
鑑
の
、
蛇
の
写
真
を
眺
め
な
が
ら
、
つ
く
づ
く
と
首
を
ひ
ね
っ
て
考
え
た
も
の

で
あ
る
。
手
足
が
な
く
て
、
た
だ
長
い
も
の
…
…
角
が
生
え
て
い
る
と
か
、
牙
を
む
き
出
し
て
い
る
と
か
、
尋
常
な
ら
ざ
る
誇
張
に
よ
っ
て
、
相
手
を
脅
か
し
て
い

る
の
と
は
反
対
に
…
…
む
し
ろ
、
こ
れ
は
、
当
然
あ
る
べ
き
も
の
の
欠
如
か
ら
く
る
、
違
和
感
で
あ
る
ら
し
い
。

　そ
こ
で
、な
る
ほ
ど
、と
思
い
当
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。欠
如
が
与
え
る
不
安
と
言
え
ば
、こ
れ
は
ど
う
や
ら
、幽
霊
が
与
え
る
恐
怖
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

幽
霊
の
特
徴
を
一
口
に
言
え
ば
、
生
と
の
断
絶
、
す
な
わ
ち
、
日
常
性
の
欠
如
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幽
霊
は
、
だ
れ
か
の
前
に
出
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め

て
存
在
を
許
さ
れ
る
の
だ
。
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
幽
霊
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
幽
霊
で
さ
え
あ
り
得
な
い
。
ど
ん
な
怪
談
を
み
て
も
、
出
現
す
る
以
前
の
、
幽
霊

の
日
常
生
活
に
つ
い
て
触
れ
た
り
し
た
例
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
、
喜
劇
か
、
漫
画
の
中
で
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　そ
の
点
、
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
蛇
の
場
合
も
、
す
こ
ぶ
る
事
情
が
似
通
っ
て
い
る
。
手
足
の
な
い
蛇
は
、
狭
い
穴
の
中
か
ら
、
突
然
現
れ
る
。
事
実
と
し
て
も
、

突
然
だ
ろ
う
が
、
心
理
的
に
は
、
も
っ
と
突
然
な
の
だ
。
同
じ
く
手
足
を
持
っ
た
、
犬
猫
な
ど
と
は
違
っ
て
、
た
だ
の
っ
ぺ
り
と
胴
体
ば
か
り
の
蛇
と
い
う
や
つ
は
、

な
に
ぶ
ん４
擬
人
化
が
ひ
ど
く
困
難
だ
。
つ
ま
り
、
内
側
か
ら
そ
の
日
常
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で 

Ⅱ

 

、

幽
霊
の
よ
う
に
、
日
常
の
な
い
虚
無
の
中
か
ら
、５
突
如
出
現
し
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
、
擬
人
化
が
む
つ
か
し
い
と
い
う
点
で
は
、
逆
に
手
足
が
多
す
ぎ
る
、
ム
カ
デ
や
、
ゲ
ジ
ゲ
ジ
な
ど
の
場
合
も
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ

の
日
常
を
想
像
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
ど
く
不
気
味
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
恐
る
べ
き
猛
獣
で
も
、
そ
の
日
常
を
類
推
し
得
る
限
り
、
そ
れ
は
心

理
的
に
征
服
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

Ⅲ

 

、
人
間
と
い
う
や
つ
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
日
常
性
の
壁
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
動
物
だ
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
、
昨
日
の
よ
う
に
、
今

日
が
あ
り
、
今
日
の
よ
う
に
、
明
日
が
あ
る
と
い
う
、
日
常
感
に
支
え
ら
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
社
会
やｄ
チ
ツ
ジ
ョ
を
、
実
在
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
わ

け
だ
が
、
し
か
し
、６
そ
の
壁
に
あ
ま
り
寄
り
掛
か
っ
て
ば
か
り
い
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
日
常
の
外
に
あ
る
も
の
が
、
す
べ
て
幽
霊
や
蛇
に
見
え
て
く
る
と
い
う
、
極

め
てｅ
ヘ
ン
キ
ョ
ウ
な
視
野
の
持
ち
主
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
わ
け
だ
。

　な
に
も
日
常
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
た
ま
に
は
日
常
の
外
の
空
気
を
吸
っ
て
み
る
の
も
、
精
神
の
健
康
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。
現
に
、
蛇
と
日
常
を
共
に
し
て
い
る
蛇
使
い
は
、
蛇
に
対
し
て
な
ん
ら
の
嫌
悪
も
感
じ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
実
際
の
蛇
だ
け

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
政
治
的
な
蛇
、
思
想
的
な
蛇
、
文
化
的
な
蛇
、
そ
の
他
様
々
な
蛇
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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　ど
ん
な
蛇
に
だ
っ
て
、
思
い
切
り
近
づ
い
て
い
っ
て
み
れ
ば
、
必
ず
そ
れ
な
り
の
日
常
と
い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
蛇
に
親
し
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
し
も
蛇
に
の
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
安
部
公
房
『
ヘ
ビ
に
つ
い
て
Ⅱ
』
に
よ
る
）

問
一

　二
重
傍
線
部 

ａ 

〜 

ｅ 

に
つ
い
て
、
漢
字
は
読
み
を
答
え
（
た
だ
し
、
送
り
仮
名
は
不
要
）、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
二

　空
欄 

Ⅰ 

〜 

Ⅲ 

に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　つ
ま
り

　
　②

　と
り
わ
け

　
　③

　と
こ
ろ
で

　
　④

　逆
に

　
　⑤

　む
し
ろ

　
　⑥

　あ
た
か
も

　
　
　⑦

　も
し

問
三

　傍
線
部 

ア
「
な
お
ざ
り
」、 

イ
「
匙
を
投
げ
る
」（
本
文
で
は
「
匙
を
投
げ
た
」）
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、次
の
語
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　ア

　な
お
ざ
り

　
　﹇

　①

　注
意
深
く
扱
う
こ
と

　
　
　
　
　②

　重
く
扱
う
こ
と

　
　
　
　
　③

　適
度
に
扱
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　ほ
ど
ほ
ど
に
扱
う
こ
と

　
　
　
　⑤

　い
い
加
減
に
扱
う
こ
と

　﹈

　
　
　イ

　匙
を
投
げ
る

　﹇

　①

　最
初
か
ら
思
い
切
る
こ
と

　
　
　
　
　②

　気
分
に
任
せ
て
行
動
す
る
こ
と

　
　
　③

　あ
き
ら
め
て
手
を
ひ
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　気
を
許
し
す
ぎ
て
失
敗
す
る
こ
と

　
　⑤

　思
い
切
っ
て
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と

　﹈

問
四

　傍
線
部 

１
「
蛇
に
対
す
る
生
理
的
嫌
悪
感
の
正
体
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
最
終
的
に
考
え
た
正
体
と
は
何
か
。
該
当
す
る
表
現
を
本
文
中
か
ら
十
五
字
以

上
二
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
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問
五

　傍
線
部 

２
「
進
化
論
的
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
紹
介
し
て
い
る
考
え
方
が
、
な
ぜ
「
進
化
論
的
」
と
言
え
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
説
明
し
た
次
の
中
か
ら
、

最
も
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　蛇
に
対
す
る
、
人
間
の
苦
手
意
識
に
よ
る
注
意
力
に
よ
っ
て
、
蛇
か
ら
の
反
撃
を
受
け
ず
に
適
者
生
存
を
果
た
せ
た
た
め
。

　
　
　
　②

　蛇
に
対
す
る
、
人
間
の
天
敵
意
識
に
よ
る
警
戒
心
に
よ
っ
て
、
蛇
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
ら
れ
適
者
生
存
を
果
た
せ
た
た
め
。

　
　
　
　③

　蛇
に
対
す
る
、
人
間
の
警
戒
意
識
に
よ
る
行
動
力
に
よ
っ
て
、
蛇
か
ら
の
挑
発
を
か
わ
し
自
然
淘
汰
に
勝
ち
残
っ
た
た
め
。

　
　
　
　④

　獣
に
対
す
る
、
人
間
の
天
敵
意
識
に
よ
る
用
心
が
役
立
っ
て
、
獣
か
ら
の
急
襲
を
受
け
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
た
た
め
。

　
　
　
　⑤

　獣
に
対
す
る
、
人
間
の
得
手
意
識
に
よ
る
接
触
が
役
立
っ
て
、
獣
か
ら
の
追
撃
を
受
け
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
た
た
め
。

問
六

　傍
線
部 

３
「
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
」
と
あ
る
が
、
そ
う
言
え
る
根
拠

0

0

と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　樹
上
生
活
の
人
類
の
祖
先
が
必
ず
し
も
蛇
を
嫌
悪
す
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　②

　人
類
は
天
敵
で
あ
る
四
足
獣
に
よ
っ
て
樹
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
。

　
　
　
　③

　記
憶
の
遺
伝
は
個
人
差
が
あ
る
も
の
で
一
律
に
人
類
共
通
の
特
徴
と
言
え
な
い
こ
と
。

　
　
　
　④

　地
上
生
活
を
し
て
い
た
太
古
の
人
類
の
天
敵
は
蛇
で
は
な
く
獣
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　⑤

　人
類
は
天
敵
で
あ
る
毒
蛇
に
よ
っ
て
地
上
生
活
を
強
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　⑥

　記
憶
が
遺
伝
す
る
と
言
う
考
え
方
は
古
今
東
西
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
こ
と
。

問
七

　傍
線
部 

４
「
擬
人
化
」
と
あ
る
が
、
次
の
中
か
ら
、「
擬
人
法
」
を
用
い
て
い
る
文
を
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　針
の
よ
う
な
冷
た
い
秋
雨
が
、
私
の
腕
を
濡
ら
し
た
。

　
　
　
　②

　天
災
と
い
う
も
の
は
大
き
な
仕
事
を
す
る
も
の
だ
。

　
　
　
　③

　そ
し
て
枯
れ
始
め
た
は
ず
の
薄
す
す
き

が
サ
ワ
サ
ワ
と
揺
ら
い
だ
。

　
　
　
　④

　実
に
自
然
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
の
だ
。
人
生
と
い
う
も
の
は
。

　
　
　
　⑤

　も
う
迷
う
こ
と
は
な
い
。
進
め
、
進
め
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
め
。
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問
八

　傍
線
部 

５
「
突
如
」
と
同
じ
構
成
の
熟
語
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　必
然

　
　
　②

　真
偽

　
　
　③

　可
能

　
　
　④

　読
書

　
　
　⑤

　突
破

　

問
九  

本
文
に
表
題
を
つ
け
る
場
合
、
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　蛇
に
関
す
る
考
察

　
　
　②

　蛇
の
不
思
議

　
　
　③

　嫌
悪
感
の
正
体

　
　
　④

　日
常
性
の
壁

　
　
　⑤

　日
常
性
の
魅
力

問
十

　傍
線
部 

６
「
そ
の
壁
に
あ
ま
り
寄
り
掛
か
っ
て
ば
か
り
い
過
ぎ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
関
す
る
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　Ａ

　こ
の
部
分
と
同
じ
修
辞
法
を
用
い
、
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
箇
所
を
、
本
文
中
か
ら
十
字
以
上
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　
　
　
　Ｂ

　こ
の
部
分
と
同
じ
修
辞
法
を
用
い
、
反
対
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
箇
所
を
、
本
文
中
か
ら
十
字
以
上
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ

い
。
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二  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　
１

私
は
、
科
学
が
再
び
文
化
の
み
に
寄
与
す
る
営
み
を
取
り
戻
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
壁
に
飾
ら
れ
た
ピ
カ
ソ
の
絵
の
よ
う
に
、
な
け
れ
ば
な
い
で
済
ま
せ

ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
あ
れ
ば
楽
し
い
、
な
け
れ
ば
何
か
心
の
空
白
を
感
じ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
「
無
用
の
用
」
と
し
て
の
科
学
で
あ
る
。
世
の
中
に
役
立
と
う

と
い
う
よ
う
な
野
心
を
捨
て
、
自
然
と
戯
れ
な
が
ら
自
然
の
偉
大
さ
を
学
ん
で
い
く
科
学
で
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
好
奇
心
、
探
究
心
、
美
を
求
め
る

心
、
想
像
す
る
力
、ア
普
遍
性
へ
の
憧
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
感
性
を
最
大
限
錬
磨
し
て
、
人
間
の
可
能
性
を
拡
大
す
る
営
み
の
こ
と
で
あ
る
。

　む
ろ
ん
、
経
済
一
辺
倒
の
現
代
社
会
で
は
、
そ
ん
な
原
初
的
な
科
学
は
許
さ
れ
な
い
。
一
般
に
文
化
の
創
造
に
は
金
が
か
か
る
。
ま
し
て
や
科
学
は
高
価
な

実
験
器
具
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
必
要
と
す
る
か
ら
一
定
の
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
れ
ば
必
ず
そ
の
分
の
見
返
り
が
要
求
さ
れ
る
。「
文
化
よ

り
明
日
の
コ
メ
を
」
と
い
う
声
も
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
社
会
も
ム
ダ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
金
を
投
ず
る
の
をａ
忌
避
す
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
「
役
に
立
つ
」
科

学
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
要
因
で
、
科
学
者
も
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
よ
う
に
次
々
目
新
し
い
商
品
を
用
意
し
て
社
会
の
要
求
に
迎
合
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
あ
た
か
も
世
の
中
を
牛
耳
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
尊
大
に
振
る
舞
う
科
学
者
す
ら
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
社
会

にＡ
コ
ウ
献
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
金
を
よ
こ
せ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
金
を
通
し
て
の２
科
学
者
と
社
会
の
綱
引
き
状
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　そ
れ
で
い
い
の
か
と
改
め
て
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
科
学
に
は
金
が
か
か
り
、
そ
れ
に
は
社
会
の
支
持
が
欠
か
せ
な
い
。「
無
用
の
用
」

に
す
ら
な
ら
な
い
ム
ダ
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
と
き
に
科
学
は
世
界
の
見
方
を
変
え
る
大
き
な
力
を
秘
め
て
い
る
。
事
実
、
科
学
は
そ
の
力
に
よ
っ
て
自

然
観
や
世
界
観
を
一
変
さ
せ
、
社
会
の
あ
り
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
社
会
へ
の
見
返
り
と
は
、
そ
の
よ
う
な
概
念
や
思
想
を
提
供
す
る
役

目
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
万
に
一
つ
く
ら
い
の
確
率
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
科
学
の
営
み
抜
き
に
し
て
は
起
こ
り
得
な
い
コ
ウ
献
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、天
才
の
登
場
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い
が
、そ
の
陰
に
は
無
数
の
無
名
の
科
学
者
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
積
み
上
げ
が
あ
っ

て
こ
そ
天
才
も
活
躍
で
き
る
の
で
あ
る
。

　今
必
要
な
の
は
、「
文
化
と
し
て
の
科
学
」
を
広
く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
科
学
の
楽
し
み
を
市
民
と
と
も
にイ
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
本

当
の
と
こ
ろ
市
民
は
「
役
に
立
つ
科
学
」
で
は
な
く
、「
役
に
立
た
な
い
け
れ
ど
知
的
な
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る
科
学
」
を
求
め
て
い
る
。
市
民
も
知
的Ｂ
冒
ケ
ン

を
し
た
い
の
だ
。
そ
れ
は
「
は

（
注
１
）や

ぶ
さ
」
の
人
気
、
日
食
や
月
食
や
流
星
群
に
注
が
れ
る
目
、
ヒ

（
注
２
）ッ

グ
ス
粒
子
発
見
の
騒
動
な
ど
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
そ
こ
に

共
通
す
る
要
素
は
、 ３「
物
語
」 

が
あ
る
と
い
う
点
だ
。
科
学
は
冷
徹
な
心
理
を
追
い
求
め
て
い
る
の
に
は
相
違
な
い
が
、そ
の
道
筋
は
「
物
語
」
に
満
ち
て
い
る
。

科
学
の
行
為
は
科
学
者
と
い
う
人
間
の
営
み
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
成
功
も
失
敗
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
一
緒
に
紡
ぎ
合
わ
せ
る

１２３４
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こ
と
に
よ
っ
て
「
文
化
と
し
て
の
科
学
」
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
結
果
的
に
市
民
に
勇
気
や
喜
び
を
与
え
る
と
信
じ
て
い
る
。

　そ
の
「
物
語
」
を
貫
く
一
つ
の
芯
と
し
て
、
科
学
（
お
よ
び
科
学
者
）
の
倫
理
を
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
科
学
に
は
二
面
性
が
あ
り
、
善
用
も

悪
用
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
飼
い
慣
ら
し
て
い
た
は
ず
の
科
学
の
所
産
が
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば
大
き
な
災
厄
と
な
り
得
る
。
生
活
に
役
立
つ
民
生
用
に
も
、
人

を
殺
す
軍
事
用
に
も
転
用
で
き
る
。
人
々
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
一
方
、
最
初
か
ら
反
倫
理
性
を
内
包
し
て
い
る
科
学
も
あ
る
。
科
学
は
、
そ
れ
ら
を
ど

う
考
え
、
社
会
は
ど
う
選
択
し
て
い
く
べ
き
か
を
語
る
「
物
語
」
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
科
学
者
と
し
て
の
倫
理
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
こ

と
がｂ
必
須
で
あ
ろ
う
。

　現
状
に
お
い
て
、４
多
く
の
科
学
者
が
社
会
の
先
導
（
扇

（
注
３
）動

？
）
役
を
任
じ
て
い
る
。
科
学
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
一
切
述
べ
ず
（
あ
る
い
は
過
小
評
価
し
）、
プ

ラ
ス
面
ば
か
り
を
過
大
にｃ
吹
聴
す
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
だ
。
特
に
経
済
的
利
得
や
安
全
・
安
心
を
過
大
に
強
調
す
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
に
語
る
こ
と

で
世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
矜

（
注
４
）持

を
持
っ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
原

（
注
５
）子

力
ム
ラ
の
人
々
は
原
発
の
良
さ
ば
か
り
を
喧け

ん

伝で
ん

し
、
そ
の
批
判
者
に
は
圧
力
を
加

え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
世
の
中
に
伝
わ
る
の
は
原
発
推
進
派
の
声
ば
か
り
と
な
り
、
そ
れ
が
「
安
全
神
話
」
を
生
み
出
す
原
因
の
一
つ
に
も
な
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
行
動
を
科
学
者
と
し
て
の
義
務
と
錯
覚
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
。

　原
発
が
事
故
を
起
こ
し
た
後
、
原
子
力
の
専
門
家
は
楽
観
的
な
推
移
ば
か
り
を
語
り
、
放
射
線
の
専
門
家
は
微
量
放
射
線
は
何
ら
恐
れ
る
に
足
り
な
い
と
語

り
続
け
た
。
こ
の
場
合
、マ
イ
ナ
ス
面
を
過
小
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
人
々
が
不
安
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
か
ら
だ
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
れ
は
本
当
に
人
間
を
大
切
に
し
た
行
為
な
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
上
か
ら
の
目
線
で
市
民
を
導
い
て
や
っ
て
い
る
と
い
うＣ
傲
マ
ン
さ
は
指
摘
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　私
は
、５
科
学
者
は
「
社
会
の
カ
ナ
リ
ア
」
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
炭
鉱
に
入
る
鉱
夫
は
カ
ナ
リ
ア
を
先
頭
に
す
る
。
有
毒
ガ
ス
が
少

し
で
も
発
生
し
て
い
れ
ば
、
カ
ナ
リ
ア
は
そ
れ
を
感
知
し
て
鉱
夫
に
知
ら
せ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
に
と
っ
て
何
ら
か
の
危
険
を
察
知
す
れ

ば
、
科
学
者
は
前
も
っ
て
そ
れ
を
市
民
に
知
ら
せ
る
役
割
を
果
た
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
専
門
的
知
識
と
経
験
に
よ
っ
て
、
科
学
に
関
わ
る
事
項
に
は
想
像
力
を

発
揮
で
き
る
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。
と
も
す
れ
ば
善
の
側
面
か
ら
の
み
科
学
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
な
現
代
に
お
い
て
、
事
前
の
警
告
を
与
え
る
こ
と

は
科
学
者
の
な
し
得
る
社
会
へ
の
大
き
な
コ
ウ
献
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。      

（
池
内

　了
『
科
学
の
限
界
』
に
よ
る
）

　
　注
１

　は
や
ぶ
さ

　日
本
の
小
惑
星
探
査
機
。
世
界
で
初
め
て
小
惑
星
の
表
土
の
採
取
に
成
功
し
た
。

５６７８
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問
五

　傍
線
部 

２
「
科
学
者
と
社
会
の
綱
引
き
状
態
」
と
あ
る
が
、「
科
学
者
」
と
「
社
会
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　科
学
者
が
「
役
に
立
つ
」
研
究
し
か
せ
ず
、
社
会
が
知
的
冒
ケ
ン
に
飢
え
る
状
態
。

　
　
　
　②

　科
学
者
は
社
会
に
無
関
心
だ
が
、
社
会
は
科
学
者
の
成
果
を
待
ち
望
む
状
態
。

　
　
　
　③

　科
学
者
が
求
め
る
研
究
資
金
に
つ
い
て
、
社
会
が
必
要
性
を
認
め
ず
拒
む
状
態
。

　
　
　
　④

　科
学
者
は
資
金
の
た
め
社
会
に
迎
合
し
、
社
会
は
投
資
の
成
果
を
求
め
る
状
態
。

　
　
　
　⑤

　科
学
者
が
研
究
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
技
術
の
安
全
性
を
、
社
会
が
疑
う
状
態
。

問
六

　傍
線
部 

３
「
物
語
」
と
あ
る
が
、
科
学
に
お
け
る
「
物
語
」
と
は
何
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　科
学
者
が
確
た
る
評
価
を
得
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

　
　
　
　②

　科
学
者
の
成
功
も
失
敗
も
含
ん
だ
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

　
　
　
　③

　科
学
者
の
成
功
を
社
会
全
体
に
活
か
す
上
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

　
　
　
　④

　科
学
者
が
自
ら
の
倫
理
を
研
ぎ
澄
ま
す
過
程
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ト
。

　
　
　
　⑤

　科
学
者
が
「
役
に
立
つ
科
学
」
を
生
み
出
す
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

問
七

　傍
線
部 

４
「
多
く
の
科
学
者
が
社
会
の
先
導
（
扇
動
？
）
役
を
任
じ
て
い
る
」
の
表
現
に
は
、
科
学
者
に
対
す
る
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　社
会
を
良
い
方
向
に
導
く
と
自
負
す
る
が
、
誤
っ
た
方
に
牽け
ん

引い
ん

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。

　
　
　
　②

　社
会
を
支
え
て
い
る
と
自
任
し
て
い
る
が
、
社
会
が
な
け
れ
ば
科
学
は
存
在
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。

　
　
　
　③

　自
説
が
正
し
い
と
い
う
自
信
が
あ
る
せ
い
で
、
専
門
外
の
人
へ
の
説
明
を
怠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。

　
　
　
　④

　社
会
の
状
況
に
精
通
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。

　
　
　
　⑤

　新
し
い
技
術
を
研
究
、
開
発
し
て
い
る
も
の
の
、
社
会
の
要
求
す
る
技
術
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。
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問
八

　傍
線
部 

５
「
科
学
者
は
「
社
会
の
カ
ナ
リ
ア
」
と
も
い
う
べ
き
存
在
」
と
あ
る
が
、筆
者
は
科
学
者
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　常
に
世
の
中
に
役
立
と
う
と
い
う
野
心
を
持
ち
、
コ
ウ
献
度
に
見
合
う
報
酬
を
得
ら
れ
る
偉
大
な
存
在
。

　
　
　
　②

　科
学
が
世
界
の
見
方
を
変
え
る
大
き
な
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
冷
徹
な
真
理
を
追
い
求
め
る
存
在
。

　
　
　
　③

　専
門
的
知
識
と
経
験
に
よ
っ
て
未
来
を
見
据
え
る
と
と
も
に
、
科
学
の
二
面
性
を
考
慮
し
、
利
益
を
何
よ
り
も
優
先
し
守
る
存
在
。

　
　
　
　④

　専
門
的
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
権
威
あ
る
存
在
と
し
て
君
臨
し
、
常
に
市
民
を
先
導
し
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
気
概
を
持
っ
た
存
在
。

　
　
　
　⑤

　専
門
的
知
識
と
経
験
に
よ
っ
て
科
学
に
関
わ
る
事
項
に
想
像
力
を
発
揮
し
、
危
険
を
察
知
し
た
ら
、
事
前
に
そ
れ
を
市
民
に
警
告
す
る
存
在
。

　
　

問
九

　筆
者
の
考
え
方
と
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　か
つ
て
の
科
学
が
社
会
の
あ
り
よ
う
を
変
え
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
の
科
学
も
文
化
と
し
て
市
民
と
と
も
に
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　②

　か
つ
て
の
科
学
の
あ
り
方
は
現
代
社
会
で
は
通
用
せ
ず
、
社
会
へ
の
見
返
り
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　③

　科
学
に
は
二
面
性
が
あ
り
、
善
用
も
悪
用
も
可
能
な
の
で
、
何
よ
り
も
科
学
者
と
し
て
の
倫
理
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
こ
と
が
必
須
と
言
え
る
。

　
　
　
　④

　社
会
か
ら
支
持
さ
れ
る
科
学
者
は
、
尊
大
に
振
る
舞
う
の
で
は
な
く
、
社
会
に
利
益
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
倫
理
観
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　⑤

　科
学
者
が
科
学
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
過
小
評
価
し
て
き
た
た
め
、
科
学
は
「
無
用
の
用
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、「
役
に
立
つ
」
科
学
に
回
帰
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
　⑥

　科
学
に
も
失
敗
は
あ
る
が
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
隠
さ
ず
「
物
語
」
と
し
て
語
る
こ
と
で
逆
に
社
会
の
要
求
に
応
え
、「
役
に
立
つ
」
科
学
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

問
十

　本
文
で
は
二
つ
の
主
張
と
考
察
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
二
つ
目
の
主
張
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
段
落
を
、
４ 

〜 

７ 

の
段
落
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。
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注
２

　ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

　物
質
の
質
量
を
う
み
だ
し
た
と
予
想
さ
れ
て
い
る
素
粒
子
。

　
　注
３

　扇
動

　
　
　
　
　人
々
の
気
持
ち
を
あ
お
り
、
あ
る
行
動
に
仕
向
け
る
こ
と
。

　
　注
４

　矜
き
ょ
う

持じ

　
　
　
　
　自
負
や
誇
り
。

　
　注
５

　原
子
力
ム
ラ

　
　原
子
力
産
業
を
推
進
す
る
人
や
組
織
に
対
す
る
、
皮
肉
を
こ
め
た
呼
称
。

問
一

　二
重
傍
線
部 
ａ 
〜 
ｃ 

の
漢
字
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。

問
二

　二
重
傍
線
部 

Ａ 

〜 

Ｃ 

の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　Ａ

　コ
ウ
献

　﹇

　①

　コ
ウ
シ
ョ
ウ
な
話
を
聴
い
た
。

　
　②

　ネ
ン
グ
の
納
め
時
だ
。

　
　
　③

　現
状
を
コ
ウ
テ
イ
す
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　④

　コ
ウ
を
奏
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　⑤

　コ
ウ
ミ
ョ
ウ
な
手
口
だ
。

　﹈

　
　
　
　Ｂ

　冒
ケ
ン

　﹇

　①

　生
命
ホ
ケ
ン
を
か
け
る
。

　
　
　
　②

　彼
は
ケ
ン
ヤ
ク
家
だ
。

　
　
　③

　定
期
テ
ン
ケ
ン
を
す
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　ケ
ン
コ
ウ
第
一
だ
。

　
　
　
　
　
　⑤

　誰
に
で
も
ケ
ン
リ
は
あ
る
。

　﹈

　
　
　
　Ｃ

　傲
マ
ン

　﹇

　①

　十
分
に
マ
ン
ゾ
ク
す
る
。

　
　
　
　②

　注
意
力
が
サ
ン
マ
ン
だ
。

　
　③

　ジ
マ
ン
の
息
子
だ
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

④

　キ
ョ
マ
ン
の
富
を
得
る
。

　
　
　
　⑤

　諸
国
を
マ
ン
ユ
ウ
す
る
。

　﹈

問
三

　傍
線
部 

ア
「
普
遍
性
」
と 

イ
「
共
有
」
の
対
義
語
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ア

　普
遍
性

　﹇

　①

　永
遠
性

　
　②

　必
然
性

　
　③

　自
在
性

　
　④

　創
造
性

　
　⑤

　特
殊
性

　﹈

　
　
　

　
　
　
　イ

　共
有

　
　﹇

　①

　共
存

　
　
　②

　独
立

　
　
　③

　独
占

　
　
　④

　相
対

　
　
　⑤

　有
数

　﹈

問
四

　傍
線
部 

１
「
私
は
、
科
学
が
再
び
文
化
の
み
に
寄
与
す
る
営
み
を
取
り
戻
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
⑴ 

筆
者
の
求
め
る
科
学
、
⑵ 

そ
れ  

と
は
対
照
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
現
代
の
科
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。
１ 

２ 

段
落
か
ら 

⑴ 

は
十
五
字
以
内
、
⑵ 

は

十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。（
句
読
点
や
記
号
も
一
字
と
し
て
数
え
る
。）
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札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学前期試験Ｂ日程

理科（生物基礎）

２０２１年２月５日（金）

２時限目　１１：００～１２：００

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～６頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

1

生物基礎

１   細胞の構造に関する次の文を読み，問い（問１～問４）に答えなさい。

　動物や植物のからだは細胞で構成されているが，
⒜
動物細胞と植物細胞に共通する構造やそれぞれ

に特徴的な構造がみられる。このうち細胞内で見られる構造は細胞小器官と呼ばれ，様々な働きを

もっている。例えば，ミトコンドリアは動物細胞と植物細胞に共通した細胞小器官であり，
⒝
エネル

ギーの産生に関与している。また，ミトコンドリアはもともと小さな原核生物であり，ほかの生物

と共生することで形成されたと考えられている。その考え方を細胞内共生説という。

　細胞内には
⒞
ミトコンドリアの他にも細胞内共生説により生じた細胞小器官がある。その細胞小器

官をもつ生物は，無機物から有機物をつくり生命活動を維持することができる。このような生物を

（ア）といい，逆に無機物から有機物をつくることができない生物を（イ）という。

問１　下線部⒜に関して，次の①～⑥に示す構造を⑴「共通する構造」と⑵「植物細胞に特徴的な

構造」に分けてそれぞれ記号で答えなさい。

　　　①　核　　②　細胞膜　　③　葉緑体　　④　ゴルジ体　　⑤　細胞壁　　⑥　小胞体

問２　下線部⒝に関して，ミトコンドリアのはたらきに関する記述として適切なものを次の①～⑥

の中から２つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　エネルギーの産生には有機物と酸素が必要である。

　　　②　エネルギーを産生する一連の働きのことを同化という。

　　　③　エネルギーの産生に必要な有機物を合成することができる。

　　　④　独立栄養生物はミトコンドリアをもたない。

　　　⑤　有機物を分解した結果，エネルギーの他に二酸化炭素と水が産生される。

　　　⑥　有機物を分解し，エネルギーを産生する過程には１種類の酵素が作用している。

問３　下線部⒞に該当する細胞小器官およびその起源と考えられている生物の名称をそれぞれ答え

なさい。

問４　空欄（ア）および（イ）に入る最も適切な語句を答えなさい。

2

生物基礎

２   タンパク質の合成に関する次の文Ａ・Ｂを読み，問い（問１～問３）に答えなさい。

Ａ　生物のからだを構成するタンパク質や，生体内でさまざまな機能を行うタンパク質のすべては，

DNA の遺伝情報に沿って生体内で合成されている。

　　
⒜

DNA の塩基配列に記されている遺伝情報は，RNA ポリメラーゼによって読み取られ，

mRNA に変換される。そして，その塩基配列に沿って塩基３つごとに１つのアミノ酸が指定さ

れ，アミノ酸が結合して連なることで，タンパク質が生成される。このような３つの塩基配列の

組み合わせを遺伝暗号（コドン）という。

問１　DNA と RNA は，その分子構造の違いがある。下記は，このことを整理した表であるが，

空欄（ア）～（カ）に入る最も適当な語句を答えなさい。

DNA RNA

塩基 （ア） （イ）

アデニン アデニン

（ウ） （エ）

シトシン シトシン

糖 （オ） （カ）

リン酸の数 １分子 １分子

問２　下線部⒜に関して，以下の問いに答えなさい。

　１）DNA の遺伝情報が RNA に変換されることを何というか，答えなさい。

　２）この RNA は何本のヌクレオチド鎖から成り立っているか，数字で答えなさい。

Ｂ　鎌状赤血球貧血症は，赤血球が鎌状に変形し，壊れやすくなるために起こる疾病である。この

要因は，赤血球ヘモグロビンの遺伝子において，本来の DNA 塩基配列のうち１個の塩基が別の

塩基に置き換わったことにある。この１塩基の置換により，タンパク質を構成するアミノ酸の１

カ所が，（キ）から（ク）に変わる。そのため，タンパク質の立体構造が変化し，赤血球が本来

の円盤状を保てなくなることが疾病の原因である。

図　赤血球ヘモグロビン mRNA 塩基配列の変化

本来の mRNA 塩基配列  ・・・・GAG・・・・

変化した mRNA 塩基配列 ・・・・GUG・・・・
↓ 　　　　　 

3

生物基礎

問３　次に示す「遺伝暗号表（コドン表）」は，mRNA の塩基配列３つが指定するアミノ酸を表

にしたものである。たとえば，mRNA の塩基配列「GGG」が指定するアミノ酸は，この表

から「グリシン」であると読み取れる。

　　　この「遺伝暗号表（コドン表）」を参照し，文中の空欄（キ）と（ク）に入る適当な語句を

答えなさい。

表　遺伝暗号表（コドン表）

２番目の塩基

U C A G

１
番
目
の
塩
基

U

UUU フェニル UCU

セリン

UAU
チロシン

UGU
システイン

UUC アラニン UCC UAC UGC

UUA
ロイシン

UCA UAA
終止

UGA 終止

UUG UCG UAG UGG トリプトファン

C

CUU

ロイシン

CUU

プロリン

CAU
ヒスチジン

CGU

アルギニン
CUC CCC CAC CGC

CUA CCA CAA
グルタミン

CGA

CUG CCG CAG CGG

A

AUU

イソロイシン

ACU

トレオニン

AAU
アスパラギン

AGU
セリン

AUC ACC AAC AGC

AUA ACA AAA
リシン

AGA
アルギニン

AUG 開始/メチオニン ACG AAG AGG

G

GUU

バリン

GCU

アラニン

GAU
アスパラギン酸

GGU

グリシン
GUC GCC GAC GGC

GUA GCA GAA
グルタミン酸

GGA

GUG GCG GAG GGG
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4

生物基礎

３   体内環境の維持に関する次の文を読み，問い（問１～３）に答えなさい。

　ヒトの循環系では，血液は心臓の拍動によって送り出され，全身を循環する。心臓の（ア）から

出た血液は肺動脈を経由して肺にある袋状の構造物である（イ）に入って（ウ）を取り込み，代わ

りに（エ）を放出して心臓の（オ）にもどる。これを（カ）という。心臓の（キ）から出た血液は

全身をめぐり，からだの各部の細胞に（ウ）を供給し，代わりに（エ）を受け取り心臓の（ク）に

戻る。これを（ケ）という。

　体内を循環する血液は血しょうと呼ばれる液体成分と，血球と呼ばれる有形成分から構成されて

いる。
⒜
血球には赤血球，白血球，血小板がある。血しょうの約（コ）％は水分であるが，残りの約

（サ）％にはタンパク質，無機塩類，グルコースなどが含まれている。

問１　空欄（ア）～（ケ）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問２　空欄（コ）と（サ）に入る最も適切な数値を次の①～④から選び，記号で答えなさい。

　　　①　90％　　②　80％　　③　20％　　④　10％

問３　下線部⒜に関して，血球の性状と成分について示した表の空欄（シ）～（チ）に入る最も適

切な語句または数値を次の①～⑦から選び，記号で答えなさい。ここでは，同じ解答を使用して

もよい。

名称 核 1 mm3 あたりの個数

赤血球 （シ） （ソ）

血小板 （ス） （タ）

白血球 （セ） （チ）

　　　①　有 ②　無　　 ③　10万～40万個　　④　100万～200万個

　　　⑤　450万～500万個 ⑥　1,000～2,000個 ⑦　4,000～8,000個　

5

生物基礎

４   遷移に関する次の文を読み，問い（問１～５）に答えなさい。

　ある場所に生育する植物の集まりを植生といい，植生の時間的な変化を遷移という。遷移はその

始まりによって一次遷移と
⒜
二次遷移に分けられる。一次遷移は火山噴火などにより栄養分が失われ

た土地から始まる遷移である。一次遷移の初期には，先駆植物としてススキやイタドリなどの草本

類や地衣類が生育する。続いて，強い光で生育が早い樹木が育つ。これにより
⒝
地表付近の光の量が

次第に減少するが，
⒞
日陰でも生育できる樹木が生育して元の樹木と置き換わる。遷移が進んだ結果，

これ以上植生が変化しない状態を
⒟
極相という。

問１　下線部⒜に関する以下の記述から正しいものを１つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　二次遷移は極相を形成しない。

　　　②　二次遷移は一次遷移よりも短期間で極相に達する。

　　　③　一次遷移と二次遷移は栄養分が失われた状態から始まることが共通している。

　　　④　二次遷移の土壌では草本類の繁茂は見られない。

　　　⑤　二次遷移では陰樹林が形成された後，陽樹林となる。

問２　下線部⒝に関して，森林の階層構造を林床から林冠まで左から順に並べたものとして正しい

ものを次の①～⑤から１つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　地表層‐草本層‐低木層‐亜高木層‐高木層

　　　②　高木層‐低木層‐亜高木層‐草本層‐地表層

　　　③　地表層‐低木層‐草本層‐亜高木層‐高木層

　　　④　高木層‐亜高木層‐低木層‐草本層‐地表層

　　　⑤　地表層‐低木層‐草本層‐高木層‐亜高木層

問３　下線部⒞の樹木を何というか。植物の例との組み合わせとして正しいものを次の①～⑤から

１つ選び，記号で答えなさい。

記号 下線部⒞ 植物の例

① 陰樹 タブノキ

② 陽樹 コナラ

③ 陰樹 ヤシャブシ

④ 陽樹 タブノキ

⑤ 陰樹 コナラ

6

生物基礎

問４　下線部⒟の状態で，森林が部分的に破壊されることでできる場所を何というか。名称を答え

なさい。

問５　上記の文では，植生だけでなく環境も遷移の進行とともに変化する。このように，生物が環

境に影響を及ぼすことを何というか。最も適切な語句を答えなさい。
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札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学後期試験

国　　語

注　意

１．この問題冊子は試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～12頁、解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年３月１７日（水）

１時限目　９：３０～１０：３０

－ 1 －

一  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　わ
が
国
で
個
性
と
い
え
ば
、
そ
れ
を
心
の
属
性
と
と
ら
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
自
分
だ
け
の
考
え
、
自
分
だ
け
の
感
情
、
自
分
だ
け
の
思
い
と

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　そ
れ
で
は
そ
の
意
味
で
全
く
個
性
的
に
、
つ
ま
り
自
分
だ
け
の
考
え
や
感
情
に
基
づ
い
て
、
だ
れ
か
が
行
動
し
た
と
す
る
。
そ
の
結
果
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち１
そ
の
個
人
の
運
命
は
、
つ
い
に
は
精
神
科
の
病
室
に
終
わ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　心
す
な
わ
ち
脳
の
機
能
は
、
基
本
的
に
社
会
に
共
有
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
言
葉
を
考
え
て
み
よ
う
。
日
本
社
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
日

本
語
を
話
す
。
す
な
わ
ち
日
本
語
は
、
日
本
語
を
語
る
す
べ
て
の
日
本
人
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
全
く
「
独
自
に
」「
個
性
的
に
」、
つ
ま
り
自
分
流
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
日
本
語
と
は
、
典
型
的
な
脳
の
機
能
で
あ
る
。

　例
え
ば
メ
ン
デ
ル
の
法
則
な
ら
、
恐
ら
く
中
学
生
で
も
理
解
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し
中
学
生
が
そ
れ
を
理
解
し
た
と
す
れ
ば
、
メ
ン
デ
ル
の
法
則
は
そ
の
中
学
生

に
も
「
共
有
さ
れ
て
い
る
」。
教
育
の
内
容
と
は
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
共
有
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
２

心
の
共
有
の
価
値
は
教
育
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
か
つ
て
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
て
い
た
。
留
学
中
の
あ
る
日
、
借
り
て
い
た
家
の
家
主
に
、
夕

食
のａ
シ
ョ
ウ
タ
イ
を
受
け
た
。
そ
の
お
り
に
交
わ
し
た
は
ず
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
の
中
で
、
今
で
も
記
憶
し
て
い
る
問
答
は
一
つ
し
か
な
い
。
家
主
は
中
年
の
男
性

だ
っ
た
が
、
私
に
次
の
質
問
を
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
社
会
で
偉
く
な
る
人
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
な
の
か
。
特
に
考
え
ず
に
、
私
は
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と

を
そ
の
ま
ま
口
に
し
た
。
そ
れ
は
人
の
心
が
わ
か
る
人
で
し
ょ
う
、
と
。
こ
の
問
答
を
な
ぜ
記
憶
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
返
答
を
聞
い
た
家
主
が
、
ホ
ッ
と

し
た
よ
う
な
口
調
で
、
さ
ら
に
つ
け
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ア
、
そ
れ
な
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
じ
だ
、
と
。

　私
の
恩
師
が
し
ば
し
ば
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
教
養
と
は
何
か
。
そ
れ
は
人
の
心
が
わ
か
る
心
の
こ
と
だ
、
と
。

　人
の
心
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
心
の
共
有
で
あ
る
。
友
の
憂
い
を
と
も
に
憂
い
、
友
の
喜
び
を
と
も
に
喜
ぶ
。
そ
れ
が
友
人
の
理
想
で
あ
る
こ
と
も
、
言
い

古
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。３
そ
れ
な
ら
な
ん
の
個
性
か
。

　

Ａ

 

社
会
は
脳
が
作
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
社
会
で
は
、
共
有
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
脳
の
機
能
に
意
味
は
な
い
。
な
ぜ
か
。
共
有
さ
れ
な
い
脳
機
能
は
、

他
人
に
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
に
理
解
さ
れ
な
い
思
想
は
、
他
人
に
と
っ
て
意
味
を
も
た
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
個
性
と

は
、
根
本
的
に
は
心
の
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
結
論
を
導
く
。

　も
し
心
に
個
性
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
こ
に
あ
る
か
。

－ 2 －

　そ
れ
が
身
体
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
人
の
身
体
は
必
ず
異
な
る
。
こ
れ
ほ
ど
明
白
な
個
性
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　（
中

　略
）

　い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
性
を
心
と
見
ず
、
身
体
と
見
る
ほ
う
が
、
自
然
で
あ
り
生
物
学
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
も
ち
ろ
ん
、
脳
に
よ
る
自
己

規
定
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
個
性
を
身
体
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
は
、４
日
本
社
会
の
現
状
を
見
た
と
き
の５
逆
説
で
あ
っ
て
、
脳
が
自
己
規

定
な
ど
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

　

Ｂ

 

日
本
型
の
共
同
体
が
い
か
に
身
体
を
無
視
す
る
か
、
そ
の
例
は
数
え
上
げ
れ
ばｂ
サ
イ
ゲ
ン
が
な
い
。「
な
に
ご
と
も
心
が
け
」「
靴
に
足
を
合
わ
せ
ろ
」

「６
精
神
一
到 

 

」、
こ
う
し
た
例
は
今
で
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
野
球
の
練
習
を
考
え
て
み
よ
う
。
二
時
か
ら
練
習
と
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
言
っ
た
と
き
、
二
時
か
ら
は
お
れ
は
昼
寝
の
時
間
で
そ
う
し
な
い
と
調
子
が
悪
い
の
だ
と
い
う
言
い
分
は
、
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　こ
れ
を
共
同
体
の
問
題
と
考
え
、「
和
を
も
っ
て
貴
し
」
と
す
る
の
が
日
本
型
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
皆
さ
ん
が
練
習
に
来
る
以
上
は
、
自
分
だ
け
は
例
外
と
い
う

わ
け
に
い
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
身
体
を
個
性
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
人
の
身
体
の
調
子
は
、
二
時
か
ら
の
昼
寝
に
も
っ
ぱ
ら
依
存
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
を
あ
え
て
「
認
め
な
い
」。
そ
れ
が
日
本
型
共
同
体
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
性
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
そ
の
奥
に
あ
る
、
個
性
と
は
身
体
か
心
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
二
時
か
ら
練
習
に
来
な
い
と
い
う
人
は
、
日
本
型
共
同
体
で
は
ま
ち
が
い
な
く
ワ
ガ
マ
マ
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
そ
こ
で
は
「
身
体
と
い

う
個
性
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　右
の
例
は
、
実
は
日
本
の
プ
ロ
野
球
に
参
加
す
る
外
国
人
選
手
が
例
外
な
く
体
験
す
る
文
化ｃ
マ
サ
ツ
で
あ
る
。
そ
れ
を
個
性
と
見
な
す
か
否
か
は
、
繰
り
返
す
が
、

個
性
は
身
体
か
心
か
と
い
う
問
題
に
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ワ
ガ
マ
マ
と
か
、
文
化
の
違
い
と
か
い
う
こ
と
で
片
づ
く
問
題
で
は
な
い
。
ま
さ
に
こ
れ
が
「
思
想

の
問
題
」
で
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
日
本
人
は
、
だ
れ
か
を
ワ
ガ
マ
マ
と
評
す
る
と
き
に
、
そ
れ
が
思
想
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
単
に
「
考
え
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
考
え
な
く
て
も
、
思
想
を
も
つ
こ
と
は
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
、
日
本
思
想
と

い
う
独
特
の
思
想
を
も
っ
て
い
る
。
個
性
は
身
体
で
は
な
く
、
心
だ
と
い
う
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
自
分
の
「
思
想
」
だ
と
は
、

夢
に
も
思
っ
て
い
な
い
。
思
想
と
は
も
っ
と
抽
象
的
で
高
級
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
思
想
は
別
に
高
級
な
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
昼
飯
を
ラ
ー

メ
ン
に
す
る
か
、
カ
レ
ー
に
す
る
か
は
、
思
想
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
７

個
性
を
担
う
の
は
自
己
で
あ
る
。
個
性
が
身
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
と
は
す
な
わ
ち
身
体
だ
と
い
う
こ
と
に
通
じ
る
。
そ
こ
ま
で
来
る
と
、
多
く
の
人

が
言
い
す
ぎ
だ
と
思
う
ら
し
い
。

　そ
れ
で
も
自
己
は
身
体
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
身
体
の
一
部
で
あ
る
脳
の
機
能
がｄ
ハ
イ
ゼ
ツ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
脳
死
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
脳
死
は
今
で
は
ほ
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と
ん
ど
死
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
脳
の
機
能
で
あ
る
心
が
い
く
ら
が
ん
ば
っ
た
と
し
て
も
、あ
な
た
が
あ
な
た
で
あ
る
こ
と
を
根
本
的
に
保
証
し
て
い
る
の
は
、

あ
な
た
の
身
体
で
あ
る
。

　そ
れ
で
は
日
本
人
が
評
価
す
る
心
的
な
自
己
と
は
、
実
際
に
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　そ
れ
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
自
己
を
自
己
と
見
な
し
て
い
る
自
己
意
識
、
そ
の
内
容
は
す
な
わ
ち
「
自
分
が
考
え
る
自
分
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
そ
れ

は
他
人
が
自
分
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
「
他
人
が
見
る
自
分
」
で
あ
る
。

　
８

自
分
が
考
え
る
自
分
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
の
脳
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
質
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
感
覚
は
五
感
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が

い
く
つ
か
に
細
分
さ
れ
る
。
視
覚
で
い
う
な
ら
、
形
、
色
、
運
動
、
空
間
配
置
と
い
う
四
つ
の
性
質
は
、
大注
１脳

皮
質
の
視
覚
領
で
別
々
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
性
質
が
す
べ
て
「
同
じ
も
の
」
と
は
、
と
う
て
い
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
視
覚
と
聴
覚
は
も
ち
ろ
ん
、
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
感
覚
と

運
動
、
い
ず
れ
も
脳
の
機
能
だ
が
、
そ
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
天
地
の
差
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
た
っ
た
一
つ
の
脳
で
処
理

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
単
一
脳
の
機
能
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
ら
の
機
能
が
「
一
つ
で
あ
る
」
こ
と
を
維
持
す
る
機
能
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
必
要
か
ら
形
成

さ
れ
た
機
能
が
自
己
意
識
で
あ
ろ
う
。
平
た
く
い
え
ば
、
脳
の
諸
機
能
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
我
々
は
自
分
と
い
う
意
識
を
も
つ
ら
し
い
。
そ
こ
で
は

話
は
免
疫
と
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
免
疫
が
個
体
性
を
基
礎
に
し
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
神
経
系
す
な
わ
ち
脳
も
ま
た
、
個
体
性
の
維
持

の
た
め
に
、
恐
ら
く
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　そ
う
思
え
ば
、
自
分
が
考
え
る
自
分
と
は
、
自
己
意
識
が
教
え
る
ほ
ど
に
は
神
秘
的
で
も
な
い
し
、
重
大
な
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
が
な
い
と
、
脳
の
機
能
上
、

ま
た
個
体
の
維
持
上
、
困
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
ヒ
ト
の
脳
の
場
合
に
は
、
新注
２皮
質
が
肥
大
し
た
結
果
、
強
い
意
識
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
脳
機
能

が
分
化
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
分
化
す
れ
ば
、
当
然
ま
と
め
る
の
も
大
変
に
な
る
。
だ
か
ら
ま
と
め
役
で
あ
る
自
己
意
識
も
強
く
な
る
の

で
あ
ろ
う
。

　も
う
一
つ
の
自
己
、９
他
人
の
見
る
自
己
は
、
日
本
社
会
で
は
名
刺
の
肩
書
き
に
み
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
で
は
、
他
人
の
見
る
自
分
が
す
な
わ
ち
自

分
の
社
会
的
実
体
で
あ
る
。
官
庁
の
偉
い
人
で
あ
っ
て
も
、
他
人
は
そ
の
人
の
内
容
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
忙
し
い
現
代
人
に
そ
ん
な
暇
は
な
い
。
そ
れ
な

ら
問
題
は
そ
の
人
の
社
会
的
役
割
、
す
な
わ
ち
役
職
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分
と
い
う
実
体
に
付
属
し
た
性
質
だ
と
信
じ
て
い
る
の
は
、
本
人
の
肥
大
し
た
自
己
意
識

だ
け
で
あ
る
。
自
分
が
そ
の
社
会
的
役
割
を
一
時「
ふ
ら
れ
て
い
る
」だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
定
年
に
な
っ
て
み
れ
ば
、イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

（
養
老
孟
司
『
異
見
あ
り
』
に
よ
る
）
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注

　１

　大
脳
皮
質

　
　
　大
脳
の
表
層
の
部
分
で
精
神
作
用
を
営
み
、
運
動
及
び
知
覚
の
中
枢
が
分
布
し
て
い
る
。

　
　２

　新
皮
質

　
　
　
　大
脳
皮
質
部
分
で
学
習
・
思
考
・
情
操
な
ど
の
精
神
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
。

問
一

　本
文
の
二
重
傍
線
部
ａ 

〜 

ｄ 

の
熟
語
で
次
の
傍
線
部
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　ａ

　シ
ョ
ウ
タ
イ

　①

　友
人
を
シ
ョ
ウ
カ
イ
す
る

　
　
　
　
　②

　手
洗
い
を
シ
ョ
ウ
レ
イ
す
る

　
　③

　隠
れ
た
功
績
を
ケ
ン
シ
ョ
ウ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　五
輪
大
会
を
シ
ョ
ウ
チ
す
る

　
　
　
　⑤

　身
元
を
シ
ョ
ウ
カ
イ
す
る

　
　
　
　ｂ

　サ
イ
ゲ
ン

　
　①

　国
家
の
サ
イ
シ
ュ
ツ
を
抑
制
す
る

　
　②

　教
科
書
を
サ
イ
タ
ク
す
る

　
　
　③

　借
金
を
ヘ
ン
サ
イ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　セ
イ
サ
イ
を
欠
く
動
き

　
　
　
　
　
　⑤

　コ
ク
サ
イ
問
題
を
討
議
す
る

　
　
　
　ｃ

　マ
サ
ツ

　
　
　①

　サ
ツ
バ
ツ
と
し
た
風
景

　
　
　
　
　
　②

　映
画
を
サ
ツ
エ
イ
す
る

　
　
　
　③

　転
ん
で
サ
ッ
カ
シ
ョ
ウ
を
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　深
い
ド
ウ
サ
ツ
リ
ョ
ク
を
持
つ

　
　
　⑤

　人
事
を
サ
ッ
シ
ン
す
る

　
　
　
　ｄ

　ハ
イ
ゼ
ツ

　
　①

　許
せ
な
い
ハ
イ
シ
ン
行
為

　
　
　
　
　②

　傘
を
ハ
イ
シ
ャ
ク
す
る

　
　
　
　③

　優
秀
な
学
者
を
ハ
イ
シ
ュ
ツ
し
た
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④

　不
用
品
を
ハ
イ
キ
処
分
す
る

　
　
　
　⑤

　町
か
ら
暴
力
を
ハ
イ
ジ
ョ
す
る

問
二

　傍
線
部 

１
「
そ
の
個
人
の
運
命
は
、
つ
い
に
は
精
神
科
の
病
室
に
終
わ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　社
会
は
共
有
性
を
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
た
組
織
で
あ
る
の
で
、
教
養
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
。

　
　
　
　②

　共
有
さ
れ
な
い
脳
機
能
は
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
他
人
に
理
解
さ
れ
な
い
思
想
は
他
人
に
と
っ
て
は
意
味
が
な
い
か
ら
。

　
　
　
　③

　自
分
だ
け
の
考
え
や
感
情
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
そ
の
人
は
社
会
か
ら
孤
立
し
、
正
常
な
社
会
生
活
が
営
め
な
く
な
る
か
ら
。

　
　
　
　④

　社
会
は
人
の
脳
の
集
合
が
作
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
脳
の
機
能
の
共
有
性
を
教
育
に
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

　
　
　
　⑤

　人
が
社
会
に
存
在
す
る
た
め
に
は
他
人
の
心
が
わ
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
個
性
化
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
か
ら
。
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問
三

　傍
線
部 

２
「
心
の
共
有
の
価
値
は
教
育
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、「
心
の
共
有
の
価
値
」
が
ど
こ
ま
で
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　社
会

　
　②

　身
体

　
　③

　個
性

　④

　思
想

　
　⑤

　友
人

問
四

　傍
線
部 

３
「
そ
れ
な
ら
な
ん
の
個
性
か
」
と
あ
る
が
筆
者
は
ど
う
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　わ
が
国
で
は
、
個
性
と
は
自
分
だ
け
の
思
い
、
考
え
だ
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
友
人
と
同
じ
感
情
を
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
個
性
は
心

の
問
題
で
は
な
い
。

　
　
　
　②

　友
人
と
喜
怒
哀
楽
を
共
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
性
と
い
う
言
葉
の
定
義
か
ら
外
れ
て
い
る
の
で

　そ
れ
を
理
想
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　③

　教
育
に
よ
り
心
の
共
有
が
で
き
る
人
を
社
会
に
広
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
個
性
的
な
人
が
増
加
す
る
と
社
会
の
均
衡
が
保
た
れ
な
く
な
る
の

で
心
配
だ
。

　
　
　
　④

　社
会
に
お
い
て
良
好
な
友
人
関
係
を
作
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
の
で
、
心
の
共
有
を
持
た
な
い
個
性
社
会
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
社
会
な
の

だ
。

　
　
　
　⑤

　友
人
と
し
て
理
想
的
で
あ
る
の
は
心
を
共
有
で
き
る
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
か
ら
は
個
性
と
い
え
る
も
の
を
発
見
で
き
る
こ
と
は
な
い
。

問
五

　空
欄 

Ａ
、
Ｂ 

に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　と
こ
ろ
で

　
　②

　だ
か
ら

　
　③

　そ
も
そ
も

　
　④

　な
ぜ
な
ら
ば

　
　⑤

　す
な
わ
ち
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問
六

　傍
線
部 

４
「
日
本
社
会
の
現
状
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　日
本
社
会
は
、
例
外
は
認
め
ず
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
行
為
は
わ
が
ま
ま
と
み
な
し
て
い
る
状
況
。

　
　
　
　②

　日
本
社
会
は
、
個
性
を
心
と
見
な
い
で
、
身
体
に
起
因
す
る
と
し
て
い
る
状
況
。

　
　
　
　③

　日
本
社
会
は
、
個
性
を
わ
が
ま
ま
と
と
ら
え
、
思
想
の
問
題
だ
と
意
識
し
て
い
な
い
状
況
。

　
　
　
　④

　日
本
社
会
は
、
個
性
を
心
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
と
見
て
、
身
体
を
無
視
し
て
い
る
状
況
。

　
　
　
　⑤

　日
本
社
会
は
、
自
分
が
考
え
る
自
分
よ
り
も
、
他
人
が
見
る
自
分
を
重
視
し
て
い
る
状
況
。

問
七

　傍
線
部 

５
「
逆
説
」
を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ
、
慣
用
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　君
子
は
豹

ひ
ょ
う

変
す

　
　②

　弘
法
も
筆
の
誤
り

　
　③

　善
は
急
げ

　
　④

　急
が
ば
回
れ

　
　⑤

　情
け
は
人
の
為た

め

な
ら
ず

問
八

　傍
線
部 

６
「
精
神
一
到 

 

」
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　何
事
か
な
ら
ん

　
　②

　何
事
も
な
ら
ざ
ら
ん

　
　③

　何
事
か
な
ら
ざ
ら
ん

　
　④

　何
事
か
な
る

　
　⑤

　何
事
が
な
ら
ん

問
九

　傍
線
部 

７
「
個
性
を
担
う
の
は
自
己
で
あ
る
。
個
性
が
身
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、自
己
と
は
す
な
わ
ち
身
体
だ
」
と
い
う
論
理
形
式
は
な
ん
と
い
う
か
。

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　起
承
転
結

　
　②

　演
繹え

き

法

　
　③

　帰
納
法

　
　④

　三
段
論
法

　
　⑤

　序
破
急
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問
十

　傍
線
部 

８
「
自
分
が
考
え
る
自
分
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
あ
る
が
、
そ
の
答
え
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　①

　人
の
脳
に
は
、
自
己
を
自
己
と
見
な
し
て
い
る
自
己
意
識
が
あ
る
か
ら
。

　
　
　②

　人
は
、
脳
の
多
く
の
機
能
の
統
一
と
個
体
性
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

　
　
　③

　人
の
脳
は
、
差
が
大
き
い
多
く
の
異
質
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
　④

　人
は
、
脳
の
機
能
を
個
体
の
維
持
の
た
め
に
分
化
さ
せ
て
い
く
か
ら
。

　
　
　⑤

　人
は
、
脳
の
異
質
の
機
能
を
た
っ
た
一
つ
の
脳
で
処
理
す
る
か
ら
。

問
十
一

　傍
線
部 

９
「
他
人
の
見
る
自
己
は
、
日
本
社
会
で
は
名
刺
の
肩
書
き
に
み
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最

も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　①

　名
刺
の
肩
書
に
は
そ
の
人
の
重
要
な
情
報
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
仕
事
上
の
判
断
材
料
と
し
て
大
変
有
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　②

　自
分
の
社
会
的
実
体
は
名
刺
の
肩
書
に
表
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
個
人
的
実
体
と
同
等
の
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
。

　
　
　③

　名
刺
の
肩
書
に
表
れ
て
い
る
役
職
名
な
ど
の
社
会
的
役
割
だ
け
で
人
を
評
価
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
接
し
方
を
変
え
る
こ
と
。

　
　
　④

　他
人
は
そ
の
人
の
社
会
的
な
役
割
だ
け
を
見
て
、
性
格
な
ど
の
内
面
に
は
関
心
を
持
た
な
い
こ
と
。

　
　
　⑤

　自
分
が
他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
。
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し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
は
近
代
的
社
会
の
概
念
で
は
な
い
「
世
間
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
た
。
こ
の
「
世
間
」
と
は
い
わ
ば
「
そ
と
様
」
で
あ
る
。「３
世
間
が

許
さ
な
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
世
間
は
、
家
庭
の
外
の
場
合
も
あ
る
し
、
あ
る
集
団
や
あ
る
村
の
外
の
場
合
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
と
外

を
仕
切
る
「
世
間
」
概
念
は
、
自
在
に
動
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
頑
強
な
壁
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
屏び

ょ
う
ぶ風
に
よ
る
仕
切
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（

　
　ア

　
　）

　そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
か
つ
て
の
日
本
の
仕
切
は
、
内
と
外
を
強
固
に
分
離
す
る
も
の
で
は
な
い
。４
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
映
し

出
し
て
い
る
。
障
子
や
襖
は
人
の
影
や
物
音
を
伝
え
、
そ
の
仕
切
の
向
こ
う
側
の
存
在
の
か
す
か
な
気
配
を
気
付
か
せ
る
。
格こ
う

子し

戸ど

も
ま
た
、
内
と
外
を
仕
切
り
つ

つ
も
、
相
互
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
仕
切
は
、
仕
切
の
向
こ
う
側
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
が
仕
切
の
こ
ち
ら
側
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
れ

が
都
合
の
悪
い
事
態
で
あ
る
場
合
、
仕
切
の
こ
ち
ら
側
の
人
は
、
そ
れ
を
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
、
見
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
。(

　
　イ

　
　

)

　日
本
の
仕
切
は
か
な
ら
ず
し
も
、
障
子
や
襖
の
よ
う
に
完
全
に
空
間
を
遮
断
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
欄注
３間

や
さ注
４が

り
壁
の
よ
う
に
、
一
部
だ
け
の
も
の
も

あ
る
。
こ
う
し
た
仕
切
は
視
線
もｄ
遮
ら
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
仕
切
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、垂
直
面
の
仕
切
だ
け
で
は
な
く
、水
平
面
で
の
仕
切
も
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
し
た
段
差
だ
け
で
、
空
間
の
仕
切
の
意
味
と
な
る
。「５
敷
居
が
高
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
段
差
が
物
理
的
段
差
で
は
な
く
、 

Ａ

 

に
関
わ
る
暗
黙
の
境
界
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。（

　
　
　ウ

　
　）

　か
つ
て
、
説
教
を
し
て
回
る
僧
は
傘
を
背
中
に
背
負
っ
て
い
た
。
説
教
を
す
る
と
き
に
、
こ
の
傘
を
開
く
。
こ
の
傘
の
中
は
寺
と
同
じ
空
間
で
、
目
に
見
え
な
い

仕
切
が
そ
こ
に
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
切
の
方
法
は
イ
ン
ド
で
も
同
じ
だ
。
イ
ン
ド
で
は
、
人
々
が
死
を
迎
え
る
場
所
と
し
て
、
ベ注
５ナ
ー
レ
ス
を
想
像
す

る
。
そ
の
ベ
ナ
ー
レ
ス
に
は
、
大
き
な
傘
を
さ
し
た
僧
が
ガ
ン
ジ
ス
川
沿
い
に
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
傘
の
中
は
聖
な
る
空
間
な
の
で
あ
る
。（

　
　エ

　
　）

　日
本
の
仕
切
は
、
相
互
に
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
仕
切
が
多
い
。
そ
の
仕
切
は
、
日
本
に
お
け
る
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
た
。
そ
の
人
間
関
係
が
ど
う

い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
自
ら
の
仕
切
の
意
味
を
さ
ほ
ど
問
う
こ
と
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の 

Ｂ

 

は
進
行
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的ｅ
ケ

イ
イ
も
ふ
く
め
て
、
あ
ら
た
め
て
、
わ
た
し
た
ち
は
み
ず
か
ら
の
仕
切
（
そ
れ
は
個
人
、
家
族
、
社
会
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
だ
が
）

を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
柏
木

　博
『「
し
き
り
」
の
文
化
論
』
に
よ
る
）
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注

　１

　フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス

　
　中
世
・
近
世
社
会
の
研
究
者
。

　
　２

　阿
部
謹
也

　
　
　
　
　
　
　
　歴
史
学
者

　ド
イ
ツ
中
世
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
。
著
書
に
『「
世
間
」
と
は
何
か
』
が
あ
る
。

　
　３

　欄
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　天
井
と
、
障
子
や
襖
な
ど
の
上
に
あ
る
横
木
と
の
間
に
あ
る
空
間
。
通
常
、
格
子
や
透
か
し
彫
り
の
板
を
入
れ
て
あ
る
。

　
　４

　さ
が
り
壁

　
　
　
　
　
　
　
　天
井
か
ら
下
が
っ
て
い
る
壁
。
床
の
間
な
ど
に
あ
り
、
通
常
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
。

　
　５

　ベ
ナ
ー
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　ガ
ン
ジ
ス
川
沿
い
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
仏
教
の
聖
地
。

問
一

　二
重
傍
線
部
ａ 

〜
ｅ 

の
カ
タ
カ
ナ
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。

問
二

　傍
線
部 

１
「
空
間
を
仕
切
る
」
と
い
う
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て
席
を
探
す
と
き
に
、
で
き
る
だ
け
他
の
客
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
座
ろ
う
と
す
る
。

　
　
　
　②

　毎
朝
の
通
勤
電
車
の
す
し
詰
め
状
態
が
不
快
な
の
で
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
考
え
ご
と
を
し
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
　③

　日
本
で
は
神
社
の
入
り
口
に
は
「
鳥
居
」
を
建
て
、
寺
の
入
り
口
に
は
「
山
門
」
を
建
て
る
。

　
　
　
　④

　劇
場
や
映
画
館
な
ど
で
は
、
数
十
席
ず
つ
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
て
ま
と
め
、
通
路
で
区
切
っ
て
い
る
。

　
　
　
　⑤

　図
書
館
や
本
屋
、
レ
コ
ー
ド
店
な
ど
で
は
、
本
や
レ
コ
ー
ド
を
五
十
音
別
や
ジ
ャ
ン
ル
別
に
並
べ
て
い
る
。

問
三

　傍
線
部 

２
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
公
私
の
概
念
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　個
室
と
共
同
の
部
屋
を
分
離
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
明
確
に
公
私
を
分
離
す
る
間
取
り
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
考
え
。

　
　
　
　②

　個
人
の
権
利
を
最
優
先
し
、
家
族
や
社
会
に
対
し
て
は
自
己
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
義
務
を
負
お
う
と
す
る
考
え
。

　
　
　
　③

　公
共
空
間
と
私
的
空
間
が
、
社
会
と
個
人
と
の
関
係
を
良
好
に
し
、
近
代
的
な
公
私
の
分
離
を
促
進
す
る
の
だ
と
い
う
考
え
。

　
　
　
　④

　社
会
は
契
約
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
誰
に
も
個
人
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
な
い
の
だ
と
い
う
考
え
。

　
　
　
　⑤

　人
間
関
係
、
社
会
的
関
係
を
尊
重
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
、
家
族
内
で
あ
っ
て
も
個
人
の
分
離
が
必
要
だ
と
す
る
考
え
。
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問
四

　傍
線
部 

３
「
世
間
が
許
さ
な
い
」
の
よ
う
に
、
次
の 

①
・
② 

の
空
欄
に
は
「
世
間
」
を
含
む
語
句
が
入
る
。
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
後
の
語
群
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　そ
の
男
は
友
人
と
の
約
束
を
度
々
破
り
、

 

し
た
。

　
　
　
　②

　あ
る
程
度 

 

し
た
人
の
ほ
う
が
頼
り
に
な
る
。

　
　
　
　語
群

　
　ア

　世
間
離
れ

　
　イ

　世
間
ず
れ

　
　ウ

　世
間
知
ら
ず

　
　エ

　世
間
慣
れ

　
　オ

　世
間
を
狭
く

問
五

　傍
線
部 

４
「
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
映
し
出
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
人
間
関
係
」
か
。
最
も
適
当
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　常
に
自
分
が
他
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
権
利
を
守
ろ
う
と
す
る
人
間
関
係
。

　
　
　
　②

　個
人
と
社
会
を
分
離
さ
せ
て
考
え
、
互
い
の
領
域
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
暗
黙
の
う
ち
に
認
め
合
う
人
間
関
係
。

　
　
　
　③

　互
い
に
相
手
の
状
況
な
ど
を
予
測
し
て
態
度
を
決
め
た
り
行
動
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
他
人
に
配
慮
を
す
る
人
間
関
係
。

　
　
　
　④

　個
人
と
個
人
と
は
約
束
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
約
束
を
守
る
こ
と
を
前
提
に
、
自
分
の
権
利
を
主
張
で
き
る
人
間
関
係
。

　
　
　
　⑤

　「
世
間
」
を
気
に
し
、
自
己
の
行
動
の
基
準
を
社
会
に
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
自
由
に
行
動
が
で
き
な
い
人
間
関
係
。

問
六

　傍
線
部 

５
「
敷
居
が
高
い
」
と
い
う
慣
用
句
の
使
い
方
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　高
級
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
我
々
高
校
生
だ
け
で
入
る
の
は
、
と
て
も
敷
居
が
高
く
て
気
が
ひ
け
る
。

　
　
　
　②

　長
い
間
不
義
理
を
し
て
い
た
大
学
時
代
の
恩
師
の
お
宅
を
訪
問
す
る
の
は
、
と
て
も
敷
居
が
高
い
。

　
　
　
　③

　友
人
の
Ａ
君
の
家
の
敷
居
は
と
て
も
高
い
の
で
、
遊
び
に
行
っ
た
時
に
よ
く
つ
ま
づ
い
た
。

　
　
　
　④

　作
家
の
Ｂ
さ
ん
は
と
て
も
敷
居
が
高
い
人
な
の
で
、
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
す
る
の
に
苦
労
す
る
。

　
　
　
　⑤

　Ｃ
さ
ん
は
元
々
貴
族
の
血
を
引
い
て
い
る
家
系
で
、
と
て
も
敷
居
が
高
い
家
柄
の
出
身
だ
。
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二  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　「１
空
間
を
仕
切
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
関
係
の
仕し

切き
り

、
空
間
の
持
つ
機
能
性
（
た
と
え
ば
寝
室
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
空
間
の
機
能
））
の
振
り
分
け
、
あ

る
い
は
時
と
し
て
祭
事
や
神
事
に
関
わ
る
特
別
な
領
域
（
た
と
え
ば
、
俗
な
空
間
に
対
す
る
聖
な
る
空
間
）
を
成
立
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
多
く
の
場
合
、
仕
切
は
人
間
関
係
を
仕
切
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
空
間
に
与
え
ら
れ
た
機
能
性
を
振
り
分
け
る
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

　た
と
え
ば
、
公
共
空
間
と
私
的
空
間
の
仕
切
は
、
多
数
の
人
間
と
個
人
と
の
関
係
を
切
り
分
け
、
そ
の
こ
と
を
意
識
化
さ
せ
る
。
公
共
空
間
と
私
的
空
間
と
の
仕

切
は
、
近
代
的
な
公
私
の
分
離
を
意
味
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
公
私
の
分
離
が
行
わ
れ
る
の
は
、
一
八
世
紀
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家

フ注
１ィ

リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
公
私
の
分
離
は
単
に
個
人
と
社
会
を
意
識
化
し
た
だ
け
で
は
な
く
、家
族
の
内
部
に
お
い
て
も
家
族
の
メ
ン
バ
ー

に
対
し
て
個
人
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
公
私
の
分
離
が
日
本
の
住
ま
い
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　仕
切
が
人
間
関
係
（
社
会
的
関
係
）
を
仕
切
る
装
置
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
は
、
結
果
的
な
こ
と
と
し
て
あ
る
。
む
し
ろ
、
私
た
ち
の
人
間
関
係
（
社
会
的
関
係
）

が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
が
仕
切
に
反
映
さ
れ
る
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
仕
切
で
あ
れ
、
内
部
と
外
部
と
い
うａ
リ
ョ
ウ
イ
キ

の
関
係
を
形
成
す
る
。
し
て
み
れ
ば
、
仕
切
は
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
あ
る
時
代
に
お
い
て
、
人
々
が
何
を
自
ら
の
内
と
し
て
、
何
を
外
と
し
た
の
か
を
反

映
し
て
い
る
。

　一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
で
は
，
そ
れ
ま
で
の
襖

ふ
す
ま

に
よ
っ
てｂ
曖
昧
に
仕
切
ら
れ
て
い
た
間
取
り
を
廃
止
す
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
な

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
個
室
と
共
同
の
部
屋(

た
と
え
ば
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
リ
ビ
ン
グ)

を
分
離
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
明
確
に
公
私
を
分
離
す
る
間
取
り
を
導
入
す
べ
き

だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、２
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
公
私
の
概
念
を
仕
切
に
よ
っ
て
導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
近
代
的
な
公
私
の
分
離
の
思
想
は
、
近
代
的
な
概
念
と
し
て
の
「
社
会
」
意
識
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
社
会
は

契
約(

約
束)

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
人
々
は
そ
の
契
約
を
主
体
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
守
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
誰
に
もｃ
ジ
ュ
ウ
ゾ
ク
・

支
配
さ
れ
な
い
個
人
の
権
利
が
守
ら
れ
る
と
い
う
「
社
会
」
意
識
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
「
約
束
」
が
社
会
に
先
立
っ
て
成
り
立
つ
か
否
か
に
は
議
論
が

あ
る
。

　し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
少
な
か
ら
ず
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
日
本
の
近
代
は
そ
う
し
た
社
会
意
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た

中
で
、
個
人
と
公
的
な
空
間
（
あ
る
い
は
社
会
）
と
を
分
離
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
間
取
り
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
阿注
２部

謹
也
が
指
摘
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－ 12 －

問
七

　空
欄 

Ａ
、
Ｂ 

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　近
代

　
　②

　社
会

　
　③

　個
人

　
　④

　空
間

　
　⑤

　世
間

　
　⑥

　意
識

　
　⑦

　仕
切

問
八

　次
の
一
文
は
本
文
中
の
（

　ア

　）
か
ら
（

　エ

　）
の
ど
の
部
分
に
入
る
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　
　【
そ
こ
に
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
。】

問
九

　本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　①

　建
築
に
お
け
る
公
共
空
間
と
私
的
空
間
と
の
仕
切
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
代
か
ら
行
わ
れ
、
そ
れ
は
個
人
と
社
会
と
の
関
係
を
常
に
意
識

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　②

　大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
家
作
り
の
際
、
公
私
の
空
間
を
分
離
す
る
間
取
り
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
の
日
本
に
お
け
る
人

間
関
係
へ
の
反
省
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　③

　か
つ
て
日
本
の
仕
切
に
は
、
障
子
、
襖
、
格
子
戸
、
欄
間
な
ど
の
、
視
線
は
遮
る
が
物
音
を
伝
え
て
し
ま
う
も
の
と
、
視
線
を
遮
り
物
音
も
伝
え
な

い
屏
風
と
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　④

　日
本
の
住
ま
い
の
仕
切
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
壁
に
よ
る
内
と
外
を
分
離
す
る
仕
切
と
は
異
な
り
、
自
在
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
動
壁
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　⑤

　説
教
を
し
て
回
る
僧
が
作
る
傘
の
下
の
空
間
は
、
物
理
的
に
人
と
の
距
離
を
と
る
も
の
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
暗
黙
の
う
ち
に
聖
な
る
空
間
と
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
　
　
　⑥

　私
た
ち
は
仕
切
の
意
味
を
あ
ま
り
考
え
な
い
で
生
活
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
人
間
関
係
や
社
会
的
関
係
と
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ

と
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



― 59 ―

札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学後期試験

英　　語

注　意

１．この問題冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は 60 分です。

３．解答用紙の氏名欄に氏名を記入し，受験番号欄には受験番号を記入してください。

４．問題冊子は１頁～７頁，解答用紙は１枚です。

５．解答はすべて解答用紙に記入してください。

２０２１年３月１７日（水）

２時限目　１１：００～１２：００

1

１   次の英文を読み，問いに答えなさい。

 In the past, children's play was considered an outdoor activity. Often children would be seen 

in parks playing sports such as baseball or games such as tag＊. Today, however, children seem to 

focus more on school study than playing outside with their friends. When they do have time for 

recreation, they seem to spend it indoors. In recent years, scholars from various fields of study 

have looked at sociological＊ issues to explain these changes.

 In modern-day society, the forms of play for young people have changed. With the rise of 

technology, media plays one of the most prominent roles in the recreational lives of children. 

Research shows that, on average, they use media from five to seven-and-a-half hours per day, 

not less than five hours every day! According to one study, this media (　ア　) TV, music, video 

games, iPods, cell phone games and texting, social networking sites, applications, online videos, 

and websites used for fun.

 A group of media researchers reviewed literature relating to children's media literacy＊, 

focusing on the media formats＊ of television, radio, the Internet, and the mobile phone. They 

found that certain skills are needed to gain access to media content. These skills include how to 

live with technology so that computers are integrated＊ into their study and leisure lives; how to 

master the processes of searching for and managing information and avoid information overload＊; 

and how to evaluate the (　イ　) of information obtained from different sources.

 Some scholars argue that media and computer education at school is even more important than 

that of any other subject. Critics, (　ウ　), insist that screen formats are increasingly becoming a 

barrier to education, work, leisure, and even forms of human interaction and engagement＊. What 

is clear, however, is that now more than ever, in today's world of fake＊ news and complicated fake 

videos, it is extremely important that children learn these skills.

(Cross-Cultural Awareness. Takayuki Ishii et al., 2020, Kaibunsha)

 （注）

　tag：鬼ごっこ

　sociological：社会学的な

　media literacy：情報伝達媒体の運用能力・活用能力

　format：形式

　integrate：統合する

　overload：過多

　engagement：かかわり

　fake：偽の

2

問１　問題文中の（　ア　）に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　consists of　　　②　leaves out　　　③　connects to　　　④　changes into

問２　問題文中の（　イ　）に入る最も適切な語を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　flow　　　②　quantity　　　③　price　　　④　quality

問３　問題文中の（　ウ　）に入る最も適切な表現を，次の選択肢から１つ選びなさい。

　　　①　after all　　　　　②　on the other hand

　　　③　in addition　　　 ④　for example

問４　次の ① ～ ⑦ の文が問題文の内容と一致する場合には T を，一致しない場合には F を書きなさい。

　　　①　Today, few children are willing to concentrate on school study.

　　　②　Some scholars have been interested in the changes in children's play.

  ③　Research reports that some children spend more than one fifth of the day using media.

  ④　Some media researchers released information on only one type of media.

  ⑤　It is good for children to know how to deal with information gained with computers 

before getting into junior high school.

  ⑥　In the present situation, children should acquire the skills required to access media 

content.

  ⑦　Some critics say that computer education will help children acquire human interaction 

skills.

3

２   次の英文を読み，問いに答えなさい。

  Language is not just used for talking. It is our most important communication tool. Through 

language, we can tell other people what we think, how we feel, and what we need. Civilization 

itself depends on our ability to communicate.

 Nobody knows exactly when people first started using language. Some scientists say that 

people first spoke to one another about two million years ago, while others say that the use of 

human language occurred only about 50,000 years ago.

 Languages survive, grow, disappear, move from place to place, and change with time. Some 

languages are ancient; others are new. There are nearly 7,000 different living languages around 

the world today (though there are many different ways to count languages). Many thousands 

more are already extinct＊. These languages all sound different, but they are thought to have 

come from a single ancient language. English, for example, originally evolved＊ out of the ancient 

Germanic language＊. This ancient Germanic language evolved into three types, West Germanic, 

East Germanic, and North Germanic. From West Germanic came Old English＊, and then over 

time, today's modern English.

 Today, languages are used not only for conversation, but also in the magazines, books, and 

movies that fill our libraries and bookstores. The long stories we can tell separate us from the 

rest of the great apes＊.

 Throughout history, many languages have served as a lingua franca ― a common language 

that could be used as a bridge between people of different cultures. Today, English is the main 

language that plays that role around the world. Over two billion people have some ability to use 

English. Most of these people have studied English as a second or third language.

 Language helps people to cooperate, share knowledge, and build up modern societies. The 

development of humanity's＊ many languages was an important process that helped humans 

create their civilizations.

(Success with Reading Book 1 ― Boost Your Reading Skills. Maiko Ikeda, et al., 2020, Seibido.)

 （注）

　extinct：絶滅した

　evolve：発達する

　Germanic language：ゲルマン語

　Old English：古英語

　ape：類人猿

　humanity：人類
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4

問　問題文の内容と一致するものを，次の選択肢から４つ選びなさい。

　　①　Giving your opinions is the most important function of language.

　　②　We don't have clear and accepted standards of how to count living languages.

　　③　It is said that some languages have a common ancestor.

　　④　Today's English was once used in Germany.

　　⑤　Today, English serves as a lingua franca.

　　⑥　About one billion people use English as a native language.

　　⑦　Language, which is our most important communication tool, is essential for civilization.

　　⑧　In the near future, English will serve as a lingua franca.

5

３   次の ⑴ ～ ⑺ の英文の空所に入る最も適切な語句を，次の選択肢から１つずつ選びなさい。

⑴ You had (　　　) eat too much bread while you are on a diet.

 ①　better not ②　better not to ③　not better ④　not better to

⑵ Mike is (　　　) in his class.

 ①　a second tallest ②　the second tallest ③　second taller ④　the second taller

⑶ We (　　　) a good time at this time tomorrow.

 ①　have ②　will having ③　would have ④　will be having

⑷ Ron opened the window, although his father told him (　　　).

 ①　doesn't do ②　not do ③　not to ④　to not

⑸ I am not accustomed to (　　　) to by a stranger.

 ①　spoken ②　being spoken ③　have spoken ④　speaking

⑹ I don't know if our manager will come to the office at the appointed time. The plane arrived 

(　　　) because of bad weather.

 ①　late ②　lately ③　latter ④　last

⑺ The book on Japanese history is divided (　　　) ten chapters.

 ①　to ②　on ③　at ④　into

6

４   次の対話を完成させるために空所に入る最も適切な表現を，それぞれ下の選択肢から１つずつ選びな

さい。

問１

　Tom： I'm very hungry. Do you want to eat something at Burger Smith?

　Mary： （　ア　）I just ate there yesterday.

　Tom： OK, how about we go somewhere else? Do you want to go to Royal King? 

　Mary： Yeah! （　イ　）I've been anxious to try their new Hamburger Special.

　Tom： You haven't had it yet? Oh. You're going to love it. It's so delicious.

　Mary： How much is it? I only have three dollars.

　Tom： （　ウ　）, but I can lend you some money if you don't have enough.

　Mary： Thanks. I'll pay you back tomorrow.

　　（　ア　）

　　　①　Not really.

　　　②　My pleasure.

　　　③  That's right.

　　（　イ　）

　　　①　That's a shame.

　　　②　So far, so good.

　　　③　That sounds great.

　　（　ウ　）

　　　①　I've never heard of it

　　　②　I can't remember exactly

　　　③　I can hardly wait for it

7

問２

　Dick： You look tired.

　Frank： Yeah, I had to work last night.

　Dick： At the convenience store?

　Frank： Yeah, one of the clerks was sick. So, I had to cover his shift. I didn't get off work until 

midnight.

　Dick： （　ア　）It sounds like a black baito?

　Frank： （　イ　）They're always asking me to stay late or to work extra.

　Dick： Well, the ice cream shop where I work close at 8:00 p.m. I'm usually home by 9:00. And 

they never ask me to do overtime.

　Frank： Are they hiring more workers? You know （　ウ　）

　Dick： I'll talk to my boss and see what she says.

　Frank： Thanks.

　　（　ア　）

　　　①　I wonder.

　　　②　It must be true.

　　　③　That's tough.

　　（　イ　）

　　　①　It probably is.

　　　②　It can't be.

　　　③　It doesn't matter.

　　（　ウ　）

　　　①　I have to study hard.

　　　②　I want to work late at night.

　　　③　I'm a good worker.
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数　学 Ⅰ・Ａ（後期）

札幌保健医療大学

２０２１年度　一般選抜入学後期試験

選　択　科　目

２０２１年３月１７日（水）

３時限目　１３：００～１４：００

注　意

１．この問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。

２．解答時間は60分です。

３．選択した１科目の解答用紙の氏名欄に氏名を記入し、受験番号欄には受験番号を記入して

ください。

４．問題冊子については、数学Ⅰ・Ａは１頁～５頁、生物基礎は７頁～12頁、化学基礎は15頁

～19頁です。

５．解答用紙は、すべての科目１枚です。

６．解答はすべて解答用紙に記入してください。

1

数学Ⅰ・Ａ

１   次の問いに答えなさい。解答用紙に答えのみを記入しなさい。

問１ x2 ＋ 4 xy ＋ 4 y2 － 2 x － 4 y ＋ 1 を因数分解しなさい。

問２ i3�－ 2
�i3�+ 2

 ＋ 
2 ＋ i2
�2 － i2

 を計算しなさい。

問３ 連立不等式 x + 2
�4

 ≦ x － 1 ＜ 2 x + 3
�3

 を満たす整数 x を求めなさい。

問４ 1 から 100 までの整数のうち，3 でも 5 でも割り切れない数は何個か答えなさい。

問５ 正の値のデータ 1, 2, 2, 4, x の分散が 3.2 のとき，x の値を求めなさい。

2

数学Ⅰ・Ａ

２   a，b，c は定数とする。2 次関数 y ＝ ax2 ＋ bx ＋ c について，次の問いに答えなさい。

解答用紙に答えのみを記入しなさい。

問１ この関数のグラフの頂点を a，b，c を用いて表しなさい。

問２ b ＝ －1 とし，この関数のグラフが x ＝ 2 で x 軸に接するとき，a，c の値を求めな

さい。

問３ この関数のグラフが 3 点 (－2, －9)，(1, 12)，(3, 6) を通るとき，a，b，c の値を求

めなさい。

問４ この関数のグラフの頂点が (－2, －4) で，x 軸から切り取る線分の長さが 4 のとき，

a，b，c の値を求めなさい。
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3

数学Ⅰ・Ａ

３   次の図のような 1 辺の長さが 2 である立方体 ABCD－EFGH がある。このとき，次

の問いに答えなさい。解答用紙に答えのみを記入しなさい。

問１ 辺 AB とねじれの位置にある辺をすべて求めなさい。

問２ 直線 AC と BE のなす角を求めなさい。

問３ 四面体 ACFH の体積を求めなさい。

A D

B C

E
H

F G

4

数学Ⅰ・Ａ

４   次の図は，31 人の生徒に行った数学のテスト（100点満点）の結果を箱ひげ図に表し

たものである。このとき次の問いに答えなさい。解答用紙に答えのみを記入しなさい。

問１ 中央値を求めなさい。

問２ 範囲を求めなさい。

問３ 第 3 四分位数を求めなさい。

問４ 40 点以上 80 点以下の人数は最小で何人となるか求めなさい。

26 42 60 74 92

5

数学Ⅰ・Ａ

５   1 個のサイコロを繰り返し投げるとき，次の問いに答えなさい。解答用紙に答えのみ

を記入しなさい。

問１ 3 回投げて，出た目の数を左から順に並べてできた 3 桁の整数が偶数となる確率を求

めなさい。

問２ 2 回投げて，出た目の和が 4 の倍数となる確率を求めなさい。

問３ 4 回投げて，1 の目がちょうど 2 回出る確率を求めなさい。

問４ 4 回投げて，1 の目が 2 回以上出る確率を求めなさい。
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生　物　基　礎（後期）

7

生物基礎

１   物質の合成や分解に関する次の文を読み，問い（問１～ 問３）に答えなさい。

　生物の体内で行われる，物質の合成や分解に関わる一連の反応全体を（ア）という。このうち，

単純な物質から複雑な物質を合成する反応を（イ）という。植物が行う光合成は，
⒜
光エネルギーを

吸収・利用して二酸化炭素と水から有機物を合成する。さらに，植物は土壌中の
⒝
硝酸イオンやアン

モニウム塩を利用して有機窒素化合物を合成する。このような，体外から有機物を取りこまずに生

活できる生物を（ウ）という。

問１　空欄（ア）～（ウ）に入る最も適切な語句を次の解答群の中から選び，記号で答えなさい。

　　（ア）～（ウ）に対する解答群

　　　①　異化　  ②　従属栄養生物　  ③　代謝　  ④　呼吸　  ⑤　独立栄養生物　  ⑥　同化

問２　下線部 ⒜ に関して，以下の問いにそれぞれ答えなさい。

　⑴　光合成が主に行われる細胞小器官の名称を答えなさい。

　⑵　光合成により放出され，呼吸に利用される気体分子の名称を答えなさい。

　⑶　植物に吸収された光エネルギーは，ある物質中の化学エネルギーに蓄えられる。その物質の

名称を答えなさい。

問３　下線部 ⒝ に関して，ある種の生物は，大気中の窒素から硝酸イオンやアンモニウムイオン

を生産する。その生物の名称，およびそのはたらきの組み合わせとして適切なものを次の ①

～ ⑥ から１つ選び，記号で答えなさい。

生物の名称 はたらき

① ゾウリムシ 脱窒

② ネンジュモ 窒素固定

③ アゾトバクター 窒素同化

④ ネンジュモ 脱窒

⑤ ゾウリムシ 窒素固定

⑥ ネンジュモ 窒素同化

8

生物基礎

２   DNA の構造に関する次の文を読み，問い（問１～ 問６）に答えなさい。

　DNA は，４種類の塩基，リン酸，および糖を含む長い分子である。この
⒜
塩基，リン酸，糖が結

合した単位は，ヌクレオチドとよばれており，DNA の基本的な構成単位である。

　このような DNA の分子モデルが作製され，DNA の立体構造が解明されたことにより，遺伝学

はめざましく進歩した。この
⒝
立体構造について重要な研究を行った科学者には，1962年にノーベル

生理学・医学賞が贈られた。

　一方，科学者シャルガフは，DNA の中の４塩基の割合を調査した。さまざまな生物の DNA を

抽出して，生物ごとに細胞中の DNA に含まれる塩基の割合を調べると，下の表のように，どの生

物も 
⒞

A と T，および G と C の割合が等しいという規則性が見出された。

表　DNA に含まれる塩基の割合

Ａ Ｔ Ｇ Ｃ

ヒト

ニワトリ

30.9

28.8

29.4

29.2

19.9

20.5

19.8

21.5

（％）

（％）

問１　下線部 ⒜ に関して，DNA を構成するヌクレオチドの結合順序として正しいものを，次の

①～ ⑥ から１つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　リン酸 － リボース － 塩基

　　　②　リン酸 － 塩基 － リボース

　　　③　リボース － リン酸 － 塩基

　　　④　リン酸 － デオキシリボース － 塩基

　　　⑤　リン酸 － 塩基 － デオキシリボース

　　　⑥　デオキシリボース － リン酸 － 塩基

問２　DNA を構成する塩基 Ａ，Ｔ，Ｇ，Ｃ の物質名を４つそれぞれ書きなさい。

問３　下線部 ⒝ に関して，DNA に特有な立体構造のことを何構造というか答えなさい。

9

生物基礎

問４　下線部 ⒝ に関して，特有な立体構造を提唱した研究者の名前を次の ① ～ ⑧ から２つ選び，

記号で答えなさい。

　　　①　ミーシャー　　②　サットン　　③　グリフィス　　④　エイブリー

　　　⑤　ハーシー　　　⑥　ワトソン　　⑦　チェイス　　　⑧　クリック

問５　下線部 ⒞ に関して，A と T，および G と C が互いに相手を補うように結合する性質を何と

いうか，答えなさい。

問６　下線部 ⒞ に関して，ある生物 X の DNA に含まれる塩基の割合を調べたところ，A が

27.0％だった。このとき，G は何％と推定されるか，最も適当な数値を次の ① ～ ⑥ から１つ

選び，記号で答えなさい。

　　　①　19.9％

　　　②　20.5％

　　　③　23.0％

　　　④　24.3％

　　　⑤　27.0％

　　　⑥　28.8％
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10

生物基礎

３   腎臓や肝臓のはたらきに関する次の文（Ａ・Ｂ）を読み，問い（問１～３）に答えなさい。

Ａ　腎臓の内部には尿を生成する（ア）という構造と機能上の単位構造がある。（ア）は，（イ）と

（ウ）からなる。（イ）は，毛細血管が密集した（エ）とこれを包む袋状の（オ）からなっている。

血液が腎動脈から（エ）に入ると，血球やタンパク質以外の成分は（オ）に向かってろ過されて，（カ）

となる。ろ過によってできた（カ）は（ウ）ヘ流れていき，水・無機塩類・グルコースなどが（ウ）

を取り巻く毛細血管へもどされる。このはたらきを（キ）という。（キ）されなかった物質は（ク）

を経て，尿として体外へ排泄される。

問１　文 Ａ の空欄（ア）～（ク）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問２　（カ）の成分濃度として最も適切な組み合わせを次の ① ～ ⑤ から１つ選び，記号で答えな

さい。

質量パーセント濃度（％）

記号 タンパク質 グルコース 尿素 アンモニア

① 0 0.5 2 0.001

② 0 0.1 0.03 0.001

③ 7～９ 0.2 0.03 0.04

④ 0 0 2 0.04

⑤ 7～９ 0.1 0.003 0.001

Ｂ　ヒトの肝臓には，（ケ）と（コ）という2種類の血管から血液が流れ込んでいる。肝臓は

約 1 mm 程の大きさの六角柱状の（サ）が集まってできており，一つの（サ）は約（シ）万個

の（ス）からなる。２つの血管から流れ込んだ血液は，毛細血管に広がり，（サ）の中心にある（セ）

に集まり，（ソ）を経て心臓に戻る。

　　肝臓のはたらきとして血糖値の調節がある。食品中に含まれるデンプンは，消化管で消化され

（タ）に分解される。（タ）は（チ）で吸収され，（ケ）を経て肝臓に入ると（ス）に取り込まれる。

（ス）では多数の（タ）が結合して（ツ）となり，細胞内に一時的に貯蔵される。また，必要に

応じて（ツ）を（タ）に分解して血液中に放出され血糖値が上昇する。

問３　文 Ｂ の空欄（ケ）～（ツ）に入る最も適切な語句または数値をそれぞれ答えなさい。

11

生物基礎

４   生態系に関する次の文（Ａ・Ｂ）を読み，問い（問１～ 問６）に答えなさい。

Ａ　生態系を構成する生物は，有機物をつくり出す
⒜
生産者と生産者のつくった有機物を利用する

⒝
消

費者に分けられる。消費者には，生物の遺体や排出物を無機物に分解する
⒞
分解者も含まれる。こ

れら生物の関係を食うもの(捕食者)と食われるもの(被食者)から考えると，捕食者と被食者の関

係が直線的につながる。さらに自然界では，一種の捕食者が複数種の被食者を食うことも多い。

このような複雑な関係を（ア）という。

　　ある海域では，イルカ，イカ，イワシ，および動物プランクトンからなる（ア）が形成されている。

これら生物の体内における物質 X の濃度を調べたところ，表１の結果が得られた。物質Xの濃

度は（ア）に応じて増加したことから，この海域では物質 X の（イ）が起きていると考えられる。

表１　物質 X の生体内濃度

（ウ） （エ） （オ） （カ）

濃度（ppb＊） 1.8 48 68 3700

＊ppb：10憶分の１，質量の割合を表す

問１　空欄（ア）および（イ）に入る最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

問２　下線部 ⒜ および ⒝ に関して，生態ピラミッドについての記述として誤っているものを次の

① ～ ⑤ から１つ選び，記号で答えなさい。

　　　①　生態ピラミッドには，個体数や生物量の順に並べたものがある。

　　　②　多くの場合，個体数ピラミッドを構成する消費者では，一次消費者が最も少ない。

　　　③　生物量ピラミッドは，単位面積当たりにおける生物の質量を表している。

　　　④　生態ピラミッドは，いずれも栄養段階順に積み重ねられている。

　　　⑤　多くの場合，個体数ピラミッドでは，生産者が最も多い。

問３　下線部 ⒜ および ⒞ に関して，それぞれに該当する生物種として正しい組み合わせを次の

① ～ ⑥ から１つ選び，記号で答えなさい。

生産者 分解者

① リス 細菌

② バッタ 菌類

③ 草本 カエル

④ 草本 細菌

⑤ バッタ 菌類

⑥ リス カエル

12

生物基礎

問４　空欄（ウ）～（カ）に入る生物の組み合わせとして適切なものを次の ① ～ ⑥ から１つ選び，

記号で答えなさい。

（ウ） （エ） （オ） （カ）

① 動物プランクトン イワシ イカ イルカ

② イワシ イカ イルカ 動物プランクトン

③ イルカ イカ イワシ 動物プランクトン

④ イルカ 動物プランクトン イワシ イカ

⑤ 動物プランクトン イルカ イカ イワシ

⑥ イワシ イカ 動物プランクトン イルカ

Ｂ　生態系は，
⒟
様々な要因によってかく乱されるが，規模が小さい場合は時間とともに元の状態に

戻る。この性質を（キ）といい，（キ）によって生態系は一定の範囲で変動する。またある生態

系では，生態系全体のバランスを保ち，他の生物の生活に影響を与える生物種がいる場合がある。

このような生物種を（ク）という。

問５　下線部 ⒟ に関して，陸上でかく乱が生じた後，時間とともに植生が変化する現象を何とい

うか。最も適切な語句を答えなさい。

問６　空欄（キ）および（ク）に入る最も適切な語句を答えなさい。
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化　学　基　礎（後期）

15

化学基礎

１   物質の分離・精製に関する次の問い（問１～ 問４）に答えなさい。

問１　水溶液の蒸留装置で不必要なものはどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答えなさ

い。

　　　①　枝付きフラスコ

　　　②　ろうと

　　　③　リービッヒ冷却器

　　　④　アダプター

　　　⑤　温度計

問２　石油の分留（分別蒸留）で最も低い沸点で留出するのはどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ

選び番号で答えなさい。

　　　①　重油

　　　②　アスファルト

　　　③　ナフサ（粗製ガソリン）

　　　④　灯油

　　　⑤　軽油

問３　抽出に必要な器具はどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番号で答えなさい。

　　　①　ビウレット

　　　②　メスフラスコ

　　　③　枝付きフラスコ

　　　④　アスピレーター

　　　⑤　分液ろうと

数値については特に指示がない場合は，有効数字 2 桁で答えよ。

原子量は C = 12，O = 16，H = 1.0，N = 16，Ca = 40 とする。

16

化学基礎

問４　混合物の成分を吸着のしやすさで分離する方法はどれか，下の ① ～ ⑤ の中から一つ選び番

号で答えなさい。

　　　①　クロマトグラフィー

　　　②　再結晶

　　　③　抽出

　　　④　昇華法

　　　⑤　蒸留

17

化学基礎

２   図に示される物質の状態について次の問い（問１～ 問５）に答えなさい。

問１　BC 間の物質の状態を答えなさい。

問２　CD 間の物質の状態を答えなさい。

問３　図の物質が水の場合の t2 の温度をセルシウス温度（℃）と絶対温度（K）で答えなさい。た

だし，標準状態（0 ℃，1.01 × 105 Pa）における気体の体積は 22.4 L とする。

問４　DE 間の状態で起こる現象の名称を答えなさい。

問５　点 A，点 C，点 E の状態で，分子間力が最も大きく熱運動が激しい点はどれか答えなさい。

加熱時間

温
度

t1

t2

t3
A

B C

D E
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18

化学基礎

３   次の問い（問１～ 問３）に答えなさい。

問１　25 ℃における以下の水溶液について，pH の大きいものから順に並べ，番号で答えなさい。

　　　①　0.010 mol/L の塩酸（電離度 1.0）

　　　②　0.050 mol/L の水酸化バリウム水溶液（電離度 1.0）

　　　③　0.010 mol/L の水酸化カリウム水溶液（電離度 1.0）

　　　④　0.050 mol の酢酸水溶液（電離度 0.020）

　　　⑤　0.050 mol/L のアンモニア水（電離度 0.020）

問２　以下の塩の水溶液を，（A）酸性，（B）塩基性，（C）中性に分類し，番号で答えなさい。

　　　①　Na2SO4

　　　②　NH4Cl

　　　③　CH3COONa

　　　④　CuSO4

　　　⑤　Na2CO3

問３　1.48 g の水酸化カルシウムを 0.60 mol/L の硝酸 100 mL に加えた。以下の問いに答えなさ

い。

　⑴　この反応の化学反応式を答えなさい。

　⑵　残った硝酸を中和するために，水酸化カルシウムは最低何 g 必要か，答えなさい。

　⑶　残った硝酸を中和するために，0.10 mol/L の水酸化カルシウム水溶液は最低何 mL 必要か，

答えなさい。

19

化学基礎

４   下記の化学反応について，次の問い（問１～ 問３）に答えなさい。

　　　標準状態において，メタンとプロパンの混合気体 8.96 L を完全燃焼させると，二酸化炭素

44.0 g と水が生成した。ただし，標準状態（0 ℃，1.01 × 105 Pa）における気体 1 mol の体積は

22.4 L とする。

問１　はじめの混合気体におけるメタンとプロパンの物質量の比（メタン：プロパン）を，最も簡

単な整数比で答えなさい。

問２　 燃焼で消費した酸素の物質量は何 mol か，答えなさい。

問３　生成した水の質量は何 g か，整数で答えなさい。
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